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平成26年度年間事業表
1 . 地域連携推進機構 産学連携部門 平成25年度年報発行に際して
富山大学地域連携推進機構 副機構長
作 井 正 昭
大学の使命は教育， 研究と社会貢献ですが， 近年社会貢献の重要性が増し，
地方大学では地域に必要な大学となることが求められています。 このような情
勢の中， 本学の地域連携機構の果たすべき役割は極めて大きなものになってき
・ ており ， 五福キ ャンパスには産学連携， 生涯学習の2部門を， 杉谷キ ャンパス
には地域医療・保健支援とライフサイエンスの2部門を， 高岡キ ャンパスには，
地域づくり ・文化支援の1部門を配置し それぞれの部門の強みと特色を生かした事業を推進する体
制を整えています。
地域連携機構の中の産学連携部門は， 産業界等との研究協力を推進するための施設として， 全国で
初めて設置された地域共同研究センターを母体に再編・整備し設立された組織であり ， イノベーショ
ン育成とリエゾンに係るオフィスを設け 産学連携関係事業を推進する重要な役割を担っています。
また， 本部門は 共同研究の推進 有能な人材育成 知的財産の管理・活用などの活動を通じて， 大
学の使命の1つである社会貢献活動に積極的に取り 組んで、います。
本年報では， 本部門の事業に対するご理解を一層深めていただくために平成25年度の活動状況が取
り 纏められています。 学内 外の皆様方が本部門の各事業をさらにご活用いただくための一助になれば
と願っています。 今後とも引き続きご協力とご理解を賜り ますようお願い申し上げます。
2. 雑 感
産学連携部門長
高 辻 則 夫
近年の大企業の生産現場では， 非正規社員の割合が増加し， 企業を支える人
の環境が大きく変化しています。 そんな中で， 「技術や企業アイデンティティ
をいかに継承していくのかJ「ファーストフード店のように徹底したマニュア
ノレ化だけでは， ものづくり は成り 立たないjなど「ものづくり J に寄せる期待
は高く， その意義が再検討されています。 それは， まさに「人間にとってもの
づくり とは何か」と言う命題であり ， 人間にとって「ものづくり jが果たす役割は， 単に「ものが豊
かになるjと言うだけではなく， 「ものづくり 」に関わることによって人間が大きく成長することで
あり ， 創造性に富んだ人材の育成こ そが「ものづくり jの本質であることに気づき始めたからに他な
らないと考えています。 それでは， 「人材育成とはどうあるべきなのかJと考えたときに， 中小企業
にこ そヒントがあると考えています。 中小企業では， 部門間の壁が低く， 顧客ニーズが現場に即伝わ
り ， 皆で “車座 ” になって話せる機会や， 互いに助け合い， 喜びを分かち合う場所があり ます。 そし
て ， 職場力 を 引 き 出 す リ ー ダ ー “社長 （ オ ヤ ジ ） ” な る存在が 重 要 な の で す 。 つ ま り ，
「face-to-fa ceJの人材教育が必要なのです。
富山大学 地域連携推進機構 産学連携部門では， 産業界との連携業務全般（共同研究・受託研究の
受け入れ， 技術相談の窓口 ， 産学官金技術者・研究者交流， 知的財産の創 出と管理， 大学研究シーズ
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と企業ニーズのマッチング 技術移転 産業界との連携による技術者教育， 起業支援等） を推進する
重要な役割を担っています。 そして， 当業務の重要な柱のーっとして， 「地域総がかり で技術者を養
成するJを基本コンセプトとした産学官連携による企業中核人材の養成を富山大学がハプとなって推
進する「次世代スーパーエン ジニア養成コースjを開講しています。 このコースは， 2007年に開設さ
れた人材育成事業「プロフェッショナノレコース（現在の専門 技術論） 」 （文部科学省受託事業） と，
2008年に開設された「インダストリアノレコース（現在の産業技術論） J （経済産業省受託事業） を統
合したものです。 地域産業界からの 「産業技術論と専門 技術論との科目聞の整合性がとれていないJ
との指摘をふまえた上で 平成25年度開講においては 専門 技術論を全面的に見直し， 産業技術論と
の整合性をとり ながら， 産業界ニーズを取り 入れた富山大学工学部内の学科横断型の講義 内 容として
リニューアノレし， 「face-to-faceJの講義を目指しています。 地域産業界や受講生からの反響も良いよ
うに感じていますが 産業界ニーズを継続的に取り 入れ， 魅力ある講義 内容を保つためには講師陣の
相当な努力が必要で、あり それを実現する事務局運営のエネノレギーも必要不可欠で、あることを痛切に
感じています。
本年報は， 「次世代スーパーエン ジニア養成コースJ をはじめとした平成25年度の産学連携部門の
活動の一端を取り まとめたものです。 学内 外の皆様には 是非ご一読の上 当部門の活動に対してご
理解と忌J障ないご意見をいただき， 当部門の一層の活性化に繋げていきたいと考えています。
末筆になり ましたが 「地域とともに地域の夢を叶えるパートナーJ として， 関係機関との密接な
連携を維持するとともに 産学連携活動を推進して参り ますので 関係各位のご支援とご協力をお願
い申し上げます。
3. 産学連携部門の組織と構成員
地域連携推進機構 ・機 構 長：副学長・理事 丹羽 昇
同 ・副機構長：教 授 作井 正昭
産学連携部門 部門長 高 辻 則 夫
教 授 山 名 一 男
イノベーション 准教授 草 開 清 志
育成オフィス 教 授 前 回 一 樹
准教授 矢 口 忠 憲
産学官連携
梶 護コーディネーター
向上 高 橋 イ彦
向上 永 井 嘉 隆
リエゾンオフィス 同上 新 井 敏 夫
向上 平 川 龍 夫
（富山大学 TLO) 特命教授 千 田 玉日Ill. 
知的財産 金 田 佳 己
マネージャー
向上 小 谷 晴 美
社会貢献グループ 6 名
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産学官連携業務全般
人材育成・起業化支援等
事業企画・産学交流振興会・広報等
伝統的工芸の現代化プロジェクト担当
向上
理工系産学官連携担当
理工系産学官連携担当
理工系産学官連携担当
理工系産学官連携担当
医薬系産学官連携担当
知的財産管理・活用担当
医薬系担当
（研究振興部 研究協力グループ所属）
理工系担当
（研究振興部 社会貢献グノレープ所属）
事務系業務
4. 構成員
・4-1 教職員の紹介
4-1-1 山名 一男（やまなかずお）教授
イノベーション育成オフィスの一員として 地域産業界に対して産業人材育
成事業等の企画や その事務局運営を行っている。 更にコラボフェスタの開催や
富山市新産業支援センターと連携した起業支援に関わる活動も行っている。
これまでの大学の産学連携活動と言えば 共同研究等の企業と行う研究に関
わることが中心であった。 しかしながら欧米で見られるように， これからの産
学連携活動は教員の教育シーズを活用した企業人材育成にも力を入れる必要が
\\\\\\11111111! . K ··J あると考えている。 現在進めている「次世代スーパーエン ジニア養成コース」
では， 企業ニーズに基づく講義 内容となるように大学教員が行う講義に対しても， 企業ニーズとの擦
り 合わせを行っている（企業の方々の意見を取り 入れた講義組立て） 。
一方， 起業支援に関しては， 最近の日本の大学は大学発ベンチャーの創 出 というより は， アントレ
プレナーシップ（起業 家精神） 教育や起業化のための研究シーズの育成に力を入れている。 そこで，
富山大学でも平成26年度後期より 大学1年生を対象に「アントレプレナーシップ教育jを行うことに
した。 また， 富山市新産業支援センター（富山大学が指定管理者） が行うセミナーでも， 起業化に関
わる講義の 充実を計画している。
4-1- 2 草開 清志（くさびらききよし）准教授
富山大学教員の研究成果を実社会で積極的に活かす取り 組みも次第に大きく
成長・発展してきました。 年間に実施される事業も 大学発新技術の総棚卸し
とも言えるコラボフェスタの開催， 隔月に学外会場で開かれるイブニング技術
交流サロン， 県内 9都市の商工会議所， 商工会を巡るサテライト技術相談オフ
ィスの開設， 県内 技術者の育成を目的とした企業中核人材育成事業等々と多岐
に亘っています。 そして 学内教員・ 地元企業技術者 経営者の理解の下に
産学連携の柱ともいえる民間企業や公的機関と取り 交わす共同研究・受託研究
の件数と研究費は経済変動の波に それほど影響されずに順調に伸びて来ています。 学内教員の研究分
野の広がり を考えると， 今後も努力次第ではまだまだ伸びるものと期待しています。 とは言え， 本学
の産学連携に問題が無い訳ではなく， これまでも指摘してきましたように， 未だ， 産学連携の取り 組
みが一部の教員に限定され， 人文・社会系教員の取り 組みが極めて低調で、あることです。 今後は， よ
り 多くの教員が教育と研究以外の社会貢献の分野にも積極的に取組むべく 大学としての仕組み作り
に微力ながら尽力したいと考えています。 また， 富山大学産学交流振興会との連携の下， 3 年前から
始めた会員企業合同説明会は， 参加学生からの評価も高く地域産業の発展と若手人材活用に貢献でき
るものと考えています。
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4-1-3 梶 護（かじまもる）コーデイネーター（産学官連携）
産学官連携コーディネーターとして 4 年が経過しました。 本年度は， 工学部
で進めています「スーパ一 連携大学院jの地域コア担当コーディネーターとの
兼務で研究シーズの発掘， 企業とのマッチング活動， 技術相談会の開催， 各種
助成事業への応募 イベントでのシーズ発信などに取組んできました。
厳しい社会情勢の中で， 「これぞ成果」といえる物を出 すことの難しさを痛感
しています。 今後も企業目線を大事に「明るく， 楽しく， 粘り 強く結果を追求
するjをモットーに 産学官連携活動に取り 組んでいきたいと思っており ます。
スーパ一 連携大学院では 地域コア担当として企業とドクターコース研究者とのマッチングを目指
して活動しています。 学内外の皆様のご支援を宜しくお願い致します。
4-1-4 高橋 修（たかはし おさむ）主任コーデイネータ一（産学官連携）
先生方， コーディネーターの諸先輩方， そして常日頃より ご協力をいただい
ており ます皆々様のご指導ご支援の下 産学官連携コーディネーターとして早
2年が経ちました。 この間 分野を問わず 共同研究 各種助成金申請や企業
様からの技術相談など多々対応をさせていただきました。 おかげさまで産学官
連携活動に関するノウハウの蓄積も徐々にではあり ますが出来てまいり ました。
今後も引き続き 私の3つの強みであり ます ①技術経営（MOT） の専門 的
知識， ②企業での電子回路設計エン ジニア経験やICT知識， ③映画・ゲーム・
アニメといったコンテンツに関する研究経験からの ハードからソフトまでをカバーできる知見を生
かしながら， 産学官連携活動に鋭意取り 組んで参り たいと思います。 ご相談お待ちしており ます。
連絡先 TEL : 076-445- 6120 E-mail : otaka84@ctg. u-toyama. ac. jp 
4-1-5 永井 嘉隆（ながいょしたか） コーデイネーター（産学官連携）
連絡先：国立大学法人 富山大学
産学連携部門 リエゾンオフィス
所在地：富山市五福3190
T E L : 076-445-6391 
E-mail : yonagai@ adm. u-toyama.ac.jp 
2007年4月， 国立大学法人富山大学に知的財産本部の新設と共に産学官連携コーデ、イネーターとし
て勤務し， 早くも 7 年となり ました。 最先端の技術を先生に日々学びながら大学シーズと企業ニーズ
の架け橋・マッチングをしており ます。 マッチングにおいては， 元企業人の立場 から企業サイドの立
場を第一に考えた， ウインーウインの活動を心掛けています。
また， 従来のプロパテントからプロイノベーションへと大きく見直されている中で， 何時でも， 何
処でも， 誰でも対象の知的財産の出 前セミナーもしています。 ぜひご連絡下さい。
昨 年度から， 大学院・理工学教育部で「知財特論」 も担当しています。
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。これまでの主な実績としては，
－大学保有知財権（特許 ソフト） の技術移転 －富山県保有特許の技術移転
－大学シーズの紹介と企業ニーズとのマッチング ・企業と大学の共同研究の橋渡し
・研究部会の推進 ・企業からの技術相談
－研究助成応募支援（経産省・文科省， 県， 市など）
・大学研究室， 高校， 協会， 富山市， 企業などでの知財セミナー
（特・実・意・商， 契約， 営業秘密， 著作権など）
4-1-6 平川 龍夫 （ひらかわ たっお）コーデイネーター（産学官連携）
産学官連携コーディネーターとして杉谷の医学／薬学関係を担当しており ま
す。 着任から1年半ぐらいたち， 少しずつ慣れてきており ます。 過去， 製薬企
業， 精密機械企業， ベンチャー企業等でライフサイエンス分野の知財を担当し
てまいり ました。 いくつかの会社にいたお蔭で 色々な角 度で特許出願・権利
化～技術移転・契約（国内および海外） を経験することができましたので， こ
の経験を大学／企業間での共同研究， 技術移転の方に役立てており ます。 現在，
力を入れているのは 医工連携および医学・薬学等の分野での技術移転・共同
研究等です。 また， 競争的資金の獲得にも注力していこうと思っており ます。 技術移転等での大きな
課題は， 大学の成果がEarly （早期） の段階にあるので， これをどう企業との共同開発／技術移転につ
なげていくかです。 課題が多いとは思いますが， 今までの経験を生かして， 今後も産官学連携に取り
組んでいきたいと思います。 まだ 不慣れなところも多いのですが 医学／薬学関連でのご相談など
があり ましたら是非ご連絡ください。
連絡先 TEL : 076- 434・7196 E-Mail : hirakawa@ctg.u-toyama. ac .jp 
4-1-7 新井 敏夫（あらい としお） コーデイネーター（産学官連携）
企業を定年退職後 平成25年 4月 から富山大学の産学連携人材育成事業
「次世代スーパーエン ジニア養成コースjの事務局を担当しています。 本養成
コースは， 大学教員等が講師を務める専門 技術論（ 6科目） と企業人が講師を
務める産業技術論（ 5科目） で構成され 「企業の技術を統括するリーダーJ ' 
「世界に通用する専門 技術者Jを養成するものです。
平成25年度は， 本養成コースを立ち上げられた前任者の高い志を継承する
よう， 業務全般の把握と推進に努めてきました。 今後は， 企業での経験を活か
して受講生にとって更に有益で、わかり やすい講義 内 容等を検討し より 多くの企業からの受講や新た
な科目の再受講が増えるように 科目コーディネーターの方々のアドバイスを受けて取り 組んで、いき
たい。 また， 受講生相互のコミュニケーションの機会を増やし， より 有意義なものになるようにした
いと思います。
平成26年度は， 業界の要望を受け， 産業技術論として新たに「プラスチック産業特論」 も開講致し
ます。 今後とも本養成コースにご支援 ご協力を賜り ますようよろしくお願い申し上げます。
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4-1-8 干田 晋（ちだ すすむ） TLO長・ 特命教授
知的生産マネ ジメントをライフワークとすべく鉄鋼会社より 転身， 専門 は
鉄冶金。 MOT（技術経営） にてPh.D取得。 大学における知財マネ ジメントを
総合的に行うべく平成24年度より 本学に。 これまで グレーゾーンとして唆
昧にされてきている「リエゾン活動jを関連セクターの位置づけとして
(CDa,CDb,CDc ）整理し， 大学組織としての活動とすべく運営を心掛けている。
平成 3年 から産学官連携に関わり JSTでの共同研究の運営 岩手県地域結集
型共同研究事業の新技術エー ジェント， 東北経済連合会にてベンチャー支援
等を経で熊本大学にて博士・ポスドクの人材育成に携わった後， 富山に来て2度目の冬を経験しまし
た。 大学の知財マネ ジメントから効率的に産業化につなげる仕組みの構築を目指します。
連絡先 TEL : 076-445-6390 E-mail : c hida@ctg .u-toyama .ac .jp 
4-1-9 金田 住己（かねだよしみ） 知的財産マネージャー
平成16年 7 月から， 特許情報活用支援アドバイザーの立場で， 富山医科薬
科大学の知的財産の創 出 に関与し， 現在は， 大学の職員として， 富山大学の
知的財産の実務に就いています。
大学で生み 出 される知的財産を権利化し， さらに「知的創造サイクノレJ の
中で効率良く回転させるべく 戦略的な知財マネ ジメントを目指しています。
経歴：
医薬品企業で分析研究に従事した後 特許調査・管理・ 出 願戦略の立案等を
経験， 独法化前の国立大学知的財産本部での知財チーフマネー ジャー 特許情報活用支援アドバイザ
ーを経て， 富山医科薬科大学知的財産本部および富山大学知的財産本部の知的財産マネー ジャー
連絡先：TEL: 076-434-7184 E-mail : kaneda@adm.u-toyama .ac.jp 
4-1-10 小谷 晴美（こたにはるみ）知的財産マネージャー
平成19年 4 月から知的財産マネー ジャーを拝命しており ます。 発明のご相
談を受けてから発明審査会の開催， 特許に係る弁理士事務所・特許庁とのや
り とり を主にしており ます。
また， 産業界で役立てていただくべく 先生方の研究内 容を展示会などで
紹介し， 共同研究企業や実施許諾先を探すこともしており ます。
付随して， 知的財産に関わる契約文書を確認することもあり ， 契約担当部
署（研究振興部） のお手伝いをしており ます。 出 願に直接関わる共同 出 願契
約や， 秘密保持契約， 生物系の研究試料の授受をする際に取り 交わすMTA (MT A : Material Tran sfer 
Agreement） の一部も見ています。
連絡先：TEL: 076-445・6392 E-mail : kotani@adm.u・toyama .ac .j
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4- 2 客員教授一覧
新規・継続の別 客員教授等
アイシン軽金属側
継続 専務取締役
村上 哲
立山科学グノレープ
立山マシン株式会社
継続 技術本部特命
プロ ジェクトt旦当
斉藤 潤二
ライフ開発研究所
継続 所長
小林 務
協和発酵キリン株式会社
継続 アドバイザー
高柳 昌生
5. 産学連携活動
・5-1 企業・研究室訪問
企業・研究機関の訪問：延べ311件
研究室の訪問：延べ377件
学内担当教員
産学連携部門
教授
山名 一男
産学連携部門
教授
山名 一男
産学連携部門
教授
山名 一男
産学連携部門
特命教授
千田 エ日ロ乙
・5-2 シーズ発掘調査（A-STEP)
研究テーマ又は業務内容 期 間
－次世代スーパーエン ジニア
養成コース（MOT）教育講師
H25.4～ 
（年2回）
H26.3 
－次世代スーパーエン ジニア
養成コース（MOT）教育講師
（年2回）
H25.4～ 
－本学の研究シーズによる新規
H26.3 
プロ ジェクトの提案と助言
－産学連携活動によるベンチャー
設立に関する指導・助言
H25.4～ 
・ ベンチャー ビジネス開発演習の講師
H26.3 
－知的財産及び技術移転に係わる
各種法律に関する指導助言
H25.4～ 
H26.3 
応募件数：41件（探索型：35件， 顕在型： 6件， 実用化開発：2件， START Program: 1件）
採択件数： 9件（探索型： 8 件， 顕在型：1件， 実用化開発：（）件， START Program ：（）件）
・5-3 特許出願支援
発明届：55件， 特許出願支援件数：42件（圏内のみ， 優先含む）
・5-4 技術相談
5-4-1 日常的技術相談
技術相談件数：延べ181件
学内教員への紹介件数：延べ69件
5-4- 2 サテライト技術相談オフィスの開設
. 9月 4日附 場所：射水商工会議所， 0件
・ 9月 9日（用） 場所：砺波商工会議所， O件
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• 9月 9日（用） 場所：富山商工会議所， 5件
・ 9月11日附 場所：小矢部商工会， 0件
・ 9月11日附 場所：魚津商工会議所， 0件
・ 9月19日（木） 場所：立山・舟橋商工会， 3件
・11月 8日（創 場所：氷見商工会議所， 1件（神奈川 県川 崎市経由）
・11月12日ω 場所：高岡商工会議所， 4件
・11月20日ω 場所：滑川 商工会議所， 0件
・11月20日ω 場所：黒部商工会議所， 0件
5-4-3 各種技術展示会・マッチングフェアでの技術相談
• 10数件
・5-5 共同研究・受託研究・奨学寄附金の受け入れ状況
5-5-1 民間等との共同研究
共同研究の特徴
共同研究制度は民間企業等から研究者と研究経費を受け入れて， 大学の研究者と産業界の研究
者とが共通の課題について対等の立場で、共同して研究を行うものであり ， その形態には通常型と
分担型がある。 共同研究は単年度で完成するもの または複数年に亘って研究を行う場合がある。
共同研究で発明等知的財産が生じた場合は， 共同で知的財産権に係る協議を行い， 出願する場合
は知的財産権の持分を定め， 出願する。
共同研究受入実績
図1に平成21年度から平成25年度に本学（五福 杉谷 高岡キャンパス） で受け入れた共同研
究の実績を示す。
共同研究は平成21年度に全学で204件， 総額1.76億円 に上る研究が実施された。 この状況は平
成22年度， 平成23年度， 24年度と件数 金額に多少の増減はあるものの 一定水準を維持してき
た。 平成25年度は件数は減少したものの アベノミクスの影響が現れ 景気の上向き気運が見え
始めたことから， 共同研究経費の回復が確認できるようになった。 しかしながら， 近年の大学の
第 3の柱として， 国を挙げて その重要性が叫ばれるようになった産学連携の流れの中で， 全国に
先駆けて産学連携を主導してきた本学であるが， その後の他大学の追い上げの中で， 共同研究の
取組み状況を比較すると 地域経済 産業界の長引く低迷があったとは言え 近年の本学の共同
研究の取組みがプラトーな状況は今後の大きな課題であると言える。 ただ 平成25年度には共同
研究経費の増加が見え始めたこ－とから， 景気の浮揚を契機に， 今後は活発な共同研究の実施に向
けた新たな方策を探る必要がある。
図2， 図3は平成25年度の学部別の共同研究の実施状況を纏めたものである。 各学部毎に教員
の構成員数に相違があることから 教員l人当たり の件数と金額について示してある。 図2によ
ると， 学部別に共同研究の取組み件数を比較すると， 第一位は工学部で， 次いで、薬学部， その他
（センタ一 等） ， 理学部となっている。 図 3の共同研究費で比較しても， 第一位は工学部で他学
部を圧倒しており ， 次いで、薬学部， 理学部， その他（センタ一 等） となっている。 いずれの場合
でも文科系学部の取組みは極めて低調である。
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5-5- 2 受託研究
受託研究の特徴
受託研究は主として国や地方自治体あるいは独立法人機関から本学の教員に委託又は再委託さ
れて実施する研究であり 本学の研究の独自性と研究者の質の高さ及び委託先の研究課題への適
合性等の度合の評価基準となる。 研究経費は研究の直接必要な経費に相当する額と直接経費以外
に必要となる経費（間接経費：直接経費の30%に相当する額） の合計額となる。 一般に受託研究
は1件当たり の金額が共同研究に比較して大きいものの， 研究シーズ主導型である場合が多く，
大学が独自に受託研究獲得のための明確な研究費獲得戦略を確立することは困難な場合が多い。
産学連携部門のみならず 教員自らが社会ニーズに敏感になり 情報収集と研究環境の整備に努
め， 募集ないしは提案が出された際に 機会を失すること無く取り 組んで、いける環境作り が大切
と言える。
受託研究受入実績
図 4は平成21年度から平成25年度に実施された全学（五福， 杉谷， 高岡キャンパス） の受託研
究受入実績を示したものである。
この図から明らかなように， 平成21年度では126件の受託研究で総額6.73億円であったものが，
平成25年度には166件で総額8.40億円 に大幅に増大している。 平成23年度において実施件数， 受
入金額は多少落ち込んだものの， 年度ごとのばらつきを考慮すると年度を経る毎に順調に増加，
増額が行われてきたことが分かる。 これは又， 国の施策の結果をも反映していると言え， 過去の
大学への研究費の均等配分から， 意欲ある研究者への重点配分もしくは 教員の研究費獲得への
インセンティブを構築させる目的とした方法への移行した結果と見ることができる。 この傾向は
今後益々顕著になると予想されることから， 外部資金獲得の標的として重要視する必要がある。
次に受託研究についても各学部毎の実施状況を平成25年度の実績で比較してみる。
図 5， 図 6は平成25年度の学部別の受託研究実施状況を纏めたものである。 学部毎の教員人数
の相違の影響を排除するために 教員1人当たり の件数と金額について示しである。
これらによると教員一人当たり の受託研究の受入件数は第一位が工学部で 次いで その他（セ
ンタ一等） ， 医学部， 理学部， 薬学部が続いている。 受託研究費で見ると， 第一位は工学部で，
次いで、医学部， 薬学部， 理学部となっている。 文科系の学部の取組みは低調で、あり ， 研究費の特
徴を考えるとまだまだ意識改革の余地があるといえる。
5-5-3 競争的外部資金受入
図 7 は本学が平成25年度に受け入れた競争的外部資金（共同研究， 受託研究， 寄附金， 科学研究
費補助金） を纏めて， それぞれの割合を示したものである。 競争的外部資金として総額28.2億円 の
受入があり ， 科学研究費補助金と寄附金が それぞれ 3分のlを占め 残り の 3分のlを共同研究と
受託研究が占めている。
図 8は平成25年度の教員一人当たり の競争的外部資金の獲得状況を纏めて示したものである。 第
一位は医学部で， 次いで、工学部， 薬学部， その他（センタ一等） ， 理学部が続いている。 医学部，
薬学部は共同研究費は多くないものの 受託研究 寄附金 科学研究費補助金を満遍なく獲得して
いる特長がある。
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6. 技術移転関連活動
・6-1 富山大学コラボフェスタ2013
日 時：平成25年9月12日（木） 13:00～19:00 （受付開始12:30～） 入場無料（一般参加自由）
場 所：富山大学 五福キャンパス内（富山市五福3190)
黒田講堂ホーノレ及び、会議室
主 催：国立大学法人 富山大学 地域連携推進機構
後 援：富山県， 富山市， 高岡市， 富山県新世紀産業機構， 北陸銀行， 富山第一銀行，
富山銀行， 富山信用金庫， 高岡信用金庫， 富山大学産学交流振興会
参加者：365名
内 容：
開会式
第一部
13: 00～13: 05 く黒田講堂ホーノレ＞
シンポジウム
テーマ “高齢社会への挑戦”
ノマ ネリスト：
丹羽 昇（富山大学 理事・副学長（地域連携推進機構長））
加藤 敏久 氏（（前）富山県民生涯学習カレッ ジ 学長）
武部 正樹 氏（高岡市福祉保健部長）
長岡 丈道 氏（富山県厚生部高齢福祉課長）
第二部
13 : 05～14: 35 く黒田講堂ホーノレ＞
共同研究成果発表 14: 50～16: 20 ＜黒田講堂ホーノレ＞
1 . 「富山オリ ジナノレプランド医薬品 第 2弾「エツセンjの開発J (14:55～15:15) 
川筋 邦夫 氏（側庚貫堂 製剤開発部部長）
（大学側教員：和漢医薬学総合研究所 客員教授 紺野 勝弘）
2. 「新規抗リウマチ薬イグラチモドの免疫薬理学的作用についてj (15: 15～15:30) 
小西 良武 氏（富山化学工業（掬 綜合研究所 薬理研究部主任研究員）
（大学側教員：大学院医学薬学研究部（医学） 教授 村口 篤）
3. 「自立支援器具研究部会との歩行補助車の開発
一「社会資本を先導する歩行圏コミュニティづくり 」で使用の高齢者用
歩行補助車の製品化に向けて－J (15:40～16:00) 
稲葉 聡 氏（カナヤママシナリ一体的課長）
（大学側教員：芸術文化学部 教授 丸谷 芳正， 外）
4. 「富山LRTにおけるスマートICTを活用したバリュー創生の研究開発J(16:00～16:20) 
堀 雅和 氏（（掬インテック 先端技術研究所 研究開発部グループマネー ジャ ）
（大学側教員：大学院理工学研究部（工学） 助教 柴田 啓司）
第三部
ポスター展示 13: 00～17: 30 く黒田講堂会議室外＞
(1）新技術紹介ポスター展示（出 会いの場）
つU1i 
(2）特別企画 「人生を豊かに過ご そうJ， 外
(3 ）ポスター発表（コアタイム） 16: 30～17: 30 
内訳
1 . 「 新技術紹介のポスター展示（出会いの場） J 
く産学連携部門・ライフサイエンス部門＞
電気・電子・情報工学領域
1. フレキシプノレ化を目指したAgナノ粒子電極を持つ自己整合有機トラン ジスタ
大学院理工学教育部（元） 修士2年 村本 龍法
大学院理工学研究部（工学） 准教授 中 茂樹 教 授 岡田 裕之
2. 高速走行時を模擬した非接触電力伝送評価装置と伝送効率測定
大学院理工学教育部
大学院理工学研究部（工学）
修士1年 角 谷 和彦
准教授 大路 貴久
3 . インターリープ制御を用いたパワーコンディショナの開発
大学院理工学研究部（工学） 講 師 飴井 賢治
4. 医療現場での応用を目的とした支援ロボットの開発
大学院理工学教育部 修士1年 石川 史也
大学院理工学研究部（工学） 助 教 木谷 光来 教 授 チャピ ゲンツィ
5. ニューラノレネットワークを用いたリハビリロボットの動作生成
大学院理工学教育部 修士1年 宮本 祥吉
大学院理工学研究部（工学） 助 教 木谷 光来 教 授 チャピ ゲンツィ
6. ガイドロボットを用いた屋外環境における視覚障碍者のナ ピゲーション
大学院理工学教育部 修土 1年 上木 啓奨
大学院理工学研究部（工学） 助 教 木谷 光来 教 授 チャピ ゲンツィ
7. 足首関節の拘縮防止リハビリロボットシステムの開発
大学院理工学研究部（工学） 講 師 戸田 英樹
大学院理工学教育部 修士2年 谷崎 亮太
8. 制御回路が無くても最大出力点追従ができる小形風力・水力発電装置
一三相倍電圧整流回路方式－
大学院理工学教育部 修士1年 長浜 貴弘
大学院理工学研究部（工学） 教 授 作井 正昭
9. 微細手術支援用マニピュレータのための液圧駆動関節の開発
（未来技術研究支援ファンド 成果報告）
大学院理工学教育部 修士2年 小久保 敬介
工学部機械知能システム工学科 4 年 石橋 凌
大学院理工学研究部（工学） 准教授 笹木 亮
10. スリット電極を持つ有機半導体薄膜のキャリヤ移動度評価
（未来技術研究支援ブアンド 成果報告）
大学院理工学研究部（工学） 准教授 中 茂樹 教 授 岡田 裕之
QU 1i 
化学・合成反応工学領域
11. Pd及びI r 触媒を用いた連続的環化反応によるスピロケターノレの効率的合成法の開発
大学院理工学研究部（理学） 准教授 宮津 真宏 教 授 平井 美朗
講 師 横山 初
12. 金触媒によるアゾメチンイリド形成
-[3+2］付加環化反応を経る集約的ピロリ ジン合成法の開発
大学院医学薬学研究部（薬学） 准教授 杉本 健土
大学院医学薬学教育部 修士2年 山本 のぞみ
大学院医学薬学研究部（薬学） 教 授 松谷 裕二
13. タンパク質1分子を包接可能なDNA分子スーツの創製
（未来技術研究支援ファンド 成果報告）
大学院医学薬学研究部（薬学） 助 教 千葉 順哉
大学院医学薬学教育部 修士2年 森 正幸
薬学部 5 年 鈴木 千尋
14. 富山製薬グリーン化を目指す有機ハイブリッド触媒の創製研究
（富山第一銀行奨学財団研究助成 成果報告）
大学院医学薬学研究部（薬学） 教 授 矢倉 隆之
15. 富山の食文化の維持向上と食の安全を確保するための食品真正証明システムの構築
一金属イオンを用いたキャピラリー電気泳動法による食品中の光学活性有機酸の一斉分析－
（富山第一銀行奨学財団助成研究 成果報告）
大学院理工学研究部（工学） 教 授 舎津 宣一
東海大学 理学部 教 授 小玉 修嗣
16. 簡便な方法で、パイ共役系を拡張した新規トリアリーノレボランの開発
（ほくぎん若手研究者助成 成果報告）
大学院理工学研究部（理学） 助 教 吉野 惇郎
バイオ・ライフサイエンス・医薬領域
17. 猪由来胆汁の利用開発のための基礎的検討
和漢医薬学総合研究所 准教授 渡辺 志朗
18. CD206・ablationマウスを用いたM2マクロファー ジの機能解析
大学院医学薬学研究部（医学） 講 師 薄井 勲
助 教 藤田 恭輔
医 員 瀧川 章子
教 授 戸遺 一之
19. 富山県産官学共同開発オリ ジナノレプランド医薬品「エツセンJ－動物実験による薬効評価
和漢医薬学総合研究所 助 教 山本 武 助 教 数馬 恒平
客員教授 紺野 勝弘 教 授 門脇 真
20. 富山湾の堆積物より 単離した新種の海藻分解菌Myt・1株による海藻廃棄物の
滅容化と有効利用
大学院理工学研究部（理学） 助 教 酒徳 昭宏 教 授 田中 大祐
教 授 中村 省吾
21. 新規スクリーニング法を用いたCREE結合分子の探索
（未来技術研究支援フアンド 成果報告）
4 1i 
大学院医学薬学研究部（医学） 助 教 石本 哲也
特命助教 員野 寛生 教 授 森 寿
22. NAS(Network Attac hed Storage）によるハート・チームToyamaの構築
（富山第一銀行奨学財団研究助成 成果報告）
大学院医学薬学研究部（医学） 准教授 深原 一晃
総合情報基盤センター 助 教 沖野 浩二
23. 富山県産ブランド豚・とやまポークにおける精子凍結保存技術の開発および実用化
（富山第一銀行奨学財団研究助成 成果発表）
生命科学先端研究センタ一 助 教 西園 啓文
富山県農林水産総合技術センター畜産研究所 水上 暁美 前坪 直人
24. QT延長症候群のバイオインブオマティックス研究
：心臓イオン・チャネノレの新規遺伝子変異の同定と機能解析
（富山第一銀行奨学財団研究助成 成果発表）
大学院理工学研究部（工学）
大学院医学薬学研究部（医学）
准教授 田端 俊英，
助 教 木下 耕史
25. 恐怖記憶連合に関与する脳領域の検索
（ほくぎん若手研究者助成 成果報告）
大学院医学薬学研究部（医学） 助 教 鈴木 章円
26. 血管新生を標的とした新たな肥満・糖代謝障害に対する治療法の開発
（ほくぎん若手研究者助成 成果報告）
大学院医学薬学教育部 博士1年 小野木 康弘
薬学部 薬学科 5年 神谷 知江
大学院医学薬学研究部（薬学） 講 師 和田 努
27. 上皮間葉転換による薬剤耐性獲得機構を探る
（ほくぎん若手研究者助成 成果報告）
和漢医薬学総合研究所 助 教 横山 J悟
大学院医学薬学研究部（医学） 助 教 峠 正義
和漢医薬学総合研究所 教 授 済木 育夫
材料・モノづくり 領域
28. ヘリウム使用量極低減化を可能にする極低温冷凍機のデザイン設計
大学院理工学研究部（工学） 教 授 西村 克彦 准教授 並木 孝洋
29. 高耐熱＆高延性・次世代マグネシウム材料の創製
大学院理工学研究部（工学） 准教授 才川 清二 教 授 松田 健二
教 授 柴柳 敏哉
30. 構造用材料の環境強度向上のための金属ナノ粒子摺り 込み方法の確立と その評価
（富山大学産学交流振興会 試験研究プロ ジェクト 成果報告）
大学院理工学研究部（工学） 教 授 小熊 規泰
大学院理工学教育部 （元） 修士2年 水島 朔太 修士2年 開杉 直矢
側不二越 軸受事業部 小竹 康浩
立山マシン（掬 技術本部 小倉 賢
FhU 1『ム
31. 低摩擦係数処理したダイスによる熱間トライボ特性と その性能評価
（未来技術研究支援フアンド 成果報告）
大学院理工学教育部 修士1年 熊崎 大貴
大学院理工学研究部（工学） 准教授 会田 哲夫
その他
32. 戦略的経営塾の紹介～地域で成功する企業の競争戦略をつくる場～
経済学部 教 授 内田 康郎
33. 大学生と商店街が連携したまちづくり ／まち育て－富山まちなか研究室MAG.net
人文学部 准教授 大西 宏治
（地域連携推進機構 地域づくり ・文化支援部門 兼任教員）
34. 障害者世帯の経済問題
（ほくぎん若手研究者助成 成果報告）
経済学部 准教授 両角 良子
人間発達科学部 准教授 水内 豊和
35. インドネシアとの学生交流と教育支援
人開発達科学部 教 授 野平 慎二
2. 特別企画 ［人生を豊かに過ごそうj
1. 栽培を楽しもう －現代病予防に欠かせないえごま油－
和漢医学薬学総合研究所 准教授 渡辺 志朗
2. 起業を楽しもう 一大学に相談しよう－
産学連携部門
3 .  ＜地域連携推進機構の部門紹介＞
産学連携部門
1. 産学連携部門 紹介
2. 技術者教育・人材育成事業紹介
3. 知財（本学単願未公開特許） 紹介
4. く富山市新産業支援センターのポスター展示＞
1. 富山市新産業支援センターの紹介
2. �掬Catch Mの事業紹介
関Catch M 代表取締役
水木 雅子
第四部
交流会（参加費：3,000円 ／人）
17: 40～19: 00 
く富山大学生協（A ZAM I)> 
参加者：32名
po －－ 
・6-2 イブニング技術交流サロン
日 程：年間 6回 隔月／偶数月／第一金曜日（第一回は第二金曜日）
場 所：オークス カナノレパークホテノレ富山 （富山市牛島11-1 Tel. 076-433-1122) 
但し， 10月の開催は ウイングウィング高岡（高岡市末広町1-8 Tel. 0766・20-1800)
開催時間：16時00分～18時15分
内 容：大学有特許 イベント， 時事トピックス等の紹介：1件(15分＋質問5分）
話題提供： 2名（各25分， 意見交換：各30分）
主 催：富山大学 地域連携推進機構 産学連携部門
共 催：富山大学産学交流振興会
内 訳：
第1 回 4月1 2日⑥
1 - 1. “臥龍日本の開国”
経済学部 教 授 金 奉吉
1 -2. “有機分子のマイクロ波分光学と電波天文学への応用”
大学院理工学研究科（理学） 准教授 小林 かおり
参加者：22名
第 2回 6月7日（卸
2 - 1. “アパレノレ商品企画のための感性評価方法と事例紹介”
人開発達科学部 准教授 孫 珠照（Dr. SOHN J uhee) 
2 -2. “有機電子デバイスの開発”
大学院理工学研究部（工学） 准教授 中 茂樹
参加者：25名
第3 回 8月 2日⑥
3 - 1. 大学有特許の紹介
3 - 2. “和魂洋才 中体西用 東道西器 一日中学術文化交流の歴史－”
人文学部 教 授 末岡 宏
3 -3. “レーザー照射型誘導結合プラズマ質量分析による ジノレコンという鉱物の年代測定”
大学院理工学研究部（理学） 教 授 大藤 茂
参加者：18名（講演） 16名（交流会）
第4回 1 0月4日⑥
4-1. “電磁波シミュレーション
一ナノ電磁力学， 人体の電磁波影響， 地震に伴う電磁現象解析への応用－”
大学院理工学研究部（工学） 准教授 藤井 雅文
4- 2. “アートをデザインする”
芸術文化学部 准教授 渡辺 雅志
参加者：14名
第5回 1 2月6日（お
5 -1. “発光特性を持つヘキサトリエンユニット構築法の開発”
大学院理工学研究部（工学） 准教授 堀野 良和
ヴi1i 
5 -2. “細胞1個のセンシングからバイオイメージングへ：スタンプするだけのセンサ技術”
大学院理工学研究部（工学） 教 授 鈴木 正康
参加者：16名
第6回 2月7日⑥
6 -1. 大学有特許（本学単願未公開） の紹介
6 -2. “「創薬化学」～天然物に医薬シーズを求めて～”
大学院医学薬学研究部（薬学）
教 授 松谷 裕二
6 -3. “がん治療を目指した
医薬連携・医工連携”
大学院医学薬学研究部（医学）
教 授 近藤 隆
参加者：21名（講演） ，
16名（交流会）
・6-3 技術展示・講演活動（別表）
・6-4 シーズの発信
イベント参加件数：20件 講演件数：13件 展示技術件数：延べ139件
（展示技術内訳：機械・加工・組立分野； 5件， 電気・電子分野；35件， 情報分野； 3件，
材料・化学分野；16件 医薬・福祉分野；46件 バイオ・環境・エネノレギ一分野；10件
その他24件）
・6-5 その他の技術展示会の事例
6-5-1 MEDTECジヤJ ＇＼ン2013
日 時：4月24日附～25日休） 10 : 00～17: 00 
場 所：東京ビッグサイト（東京都江東区有明3・11・1)
出 展：1. 汚れないおむつセンサ
大学院理工学研究部（工学）
教授 中島一樹
-18-
別 表 技術展示 ・ 講演活動一覧
担 当 月 日 行事名 場所 主催者 イ ベ ン ト の 狙 い 参加人数 展件
示
数
講
件
演
数 備考
MEDTEC は ， 米国 を 中 心 に 世界 7 カ 国 で開催 さ れ て ・ 汚れ な い お む つ セ ン サ （尿 も れセ ン サ付 お む つ ） （工 ・ 中 島）
い る 医療機器製造関連 の 見本市 で あ る 。
高橋 4月 24 日 ～25 日 MEDTEC Japan 20 1 3  東京
UBM Canon Japan G.K.  MEDTEC J
術
ap
な
an
ど
2013 は， 国 内 の 医療機器材料， 設 1 3,2 10 1 
ピ ッ グサ イ ト 計 ・ 製造技 を 提供 す る サ プ ラ イ ヤ ー が 出展者
と な り ， 医療機器 メ ー カ ー と の マ ッ チ ン グ を 目 的 に
開催。
3 日 間 に 亘 り ， 2 5 0件 を 超 え る 講演 を 行 う 。 ラ イ フ ・ 癌 な ど に 特異 的 な T細胞 の 抗原 受 容体 を 短期 間 に 網 羅 的 ・ 確実 に 取得す る 方 法
BIO tech 20 1 3  サ イ エ ン ス に 関 す る 研究成果発表や技術講演 を通 じ ， （ 医 ・ 岸 ）
平川 ｜ 8 日 ～ 1 0 日 （バ イ オ ア カ デ ミ ッ ク 東京 リ ー ド エ グ ジ ピ シ ョ ン シ ー ズ発掘 や ラ イ セ ン シ ン グ に 関 す る 商談 が数多 く 1 0,362 3 3 ・ セ リ ン ラ セ マ ー セ 新規阻害薬 の 開発 （ 医 ・ 森）高橋 フ ォ ー ラ ム） ピ ッ グサ イ ト ジ ャ パ ン 株式会社 生 ま れ る な ど ， 産 学官 ・ 研究分 野 の 垣根 を 越 え た 情 － 人 々 の健康 を守 る ニ ュ ー バ イ オ セ ン サ の 開発 （工 ・ 篠原）
旧 ： 国 際バ イ オ EXPO 報交換 ・ 人 的 交 流 が行 わ れ る ア ジ ア で も 有数 の パ イ
オ フ ォ ー ラ ム 。
5月
昭和38年 ( 1 963年） に 76 の メ ー カ ー が集 ま り 第 l 回 ・ 板紙 の 点字エ ン ボ ス 加工性 に 及 ぼすこ層 簡 易 金型構造 の 影響 （工 ・ 高辻）
MEX金沢 20 1 3 石川 県 を 開 催。 昭和59年 に は 特許庁 の 博覧会指定 を 受 け ，
• A6063合金の マ イ ク ロ ・ メ ゾ押 出 し に 及 ぼす ダ イ ス 角 度 の 影響 （工 ・ 高辻）
高橋 1 6 日 ～ 1 8 日 第5 1 回機械工業見本市 産業展示館 制石川 県鉄工機電協会 地方 を 代表す る 総合的 な機械工業見本市 に 成長。 53,2 18  6 ・ ハイ ブ リ ッ ド整流回路形小水 力 ・ 小風力 用 発電装 置 （工 ・ 作井）中尾 金沢 （金沢） ・ 高速走行時非接触給電 の た め の 伝送効率評価装置 の 開発 （工 ・ 大路）－ 富 山 大学産学連携部 門 の 紹介
・ 知財 ・ 産学連携 の ワ ン ス ト ッ プサ ー ビ ス （技術相 談か ら 技術移転 ま で〉
ト ヨ タ 商談会 富 山 県 の 企業 が得意 と す る 技術， 新商 品 ， 知 財等 を ・ 理学療法土 が行 う 持続受動運動法 を 再現す る 足首用拘縮防止技術（工 ・ 戸 田）
高橋 7月 25 日 ～26 日 （ と や ま 新技術
ト ヨ タ 自 動 車 （一財） マ イ ク ロ マ シ ン セ ン タ 紹介 し ， ト ヨ タ 自 動車株式会社 お よ び ト ヨ タ 自 動 車 1 ,58 1 3 ・ 精神疾患 に お け る 運転特性検 出 （ 医 ・ 松井）
－ 新工法展示商談会） 本社 一（MMC) 関連企業 へ の 受注 に つ な げ る こ と を 目 的 に 商談会 を ・ 加 工性 に優れ る 軽量 ア ノレ ミ ニ ウ ム ー リ チ ウ ム 合金（工 ・ 才川 ， 松 田 ， 柴柳）ト ヨ タ 自 動車株式会社 の 協 力 を得て 開催。
2013年度上半期 大阪産業 Drug Seeds Alliance Network Jap会
an員 （創薬 シ ー ズ ・ 基 · G郎2 阻害剤 の研究（ 医 ・ 服部）
平川 ｜ 27 日 DSANJ疾患別 商談会 創造館 大阪商工会議所 盤技術ア ラ イ ア ン ス ネ ッ ト ワ ー ク ） 企業へ個別面談 42,505 1 を す る 形式の 商談会。
大 学 の 研究成果 が社会 に 還元 さ れ 日 本 を 活性化 す る ・ 足首拘縮の機能回復用 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン運動装置 （工 ・ 戸 田 ）
原動 力 と な る こ と を 目 指 し ， 研究 シ ー ズ と 企業 ニ ー ・ タ ン パ ク 質 の 作用 時機 を厳密 に 制 御 で き る 生分解性高分子微粒子 （テ ニ ュ ア ・ 中 路）
8月 イ ノ ベー シ ョ ン ・ ジ ャ パ ン （独） 科学技術振興機構， ズ と の 出会 い の 場 を 提供す る 「大学見本市j 。
· T細胞 の 抗原受容体 を 短期 間 に 網 羅 的 ・ 確実 に 取得す る 方法 （ 医 ・ 岸）
小谷 29 日 ～30 日 20 13  東京 （独） 新エ ネ ノレ ギ ー 2 1 ,010  8 2 
・ セ リ ン ラ セ マ ー ゼ （SR） を 標 的 と し た 神経変性疾患治療薬 の 開発 （ 医 ・ 森）
大学見本市 ピ ッ グサ イ ト － 産業技術総合開発機構 ・
フ レ キ シ プノレ有機エ レ ク ト ロ ニ ク ス へ 向 け た 電子 デバ イ ス の 研究開発 （工 ・ 岡 田）
－ 微細手術支援用刺入検知 マ ニ ピュ レ ー タ シ ス テ ム （工 ・ 笹木）
· T細胞関連 ア レ ノレ ギ ー 疾患 の バ イ オ マ ー カ ー （薬 ・ 安東）
・ 薬剤 耐性サイ ト メ ガ ロ ウ イ ノレスの迅速検 出 方法 （ 医 ・ 大黒）
富 山 県 研究開発 ・ 分析 の 入 口 か ら 出 口 ま で の 最新機器 の 紹 産学連携部 門 タ ペ ス ト リ ー
高橋 4 日 ～6 日
JASIS 20 1 3  東京 制富 山 県機電工業会 介 ・ 最新情報 を 発信す る 展示会。 「研究機関j コ ー ナ ー 23,034 1 
旧 ： 分析展 ／ 科学機器展 ビ ッ グサ イ ト 納富 山 県新世紀産業機構 は研究分野 と 産業分野の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 目 的
9月 日 本貿易 振興機構 （ジェ ト ロ 〉 に ， 大学 ・ 研究機関等 に よ る 研究成果 の 展示。
草開 1 2 日 富 山 大学 コ ラ ボ フ ェ ス タ 黒 田 講堂 富 山 大学地域連携推進機構 富 山 大学 の 研究成果 の 地域 へ の 情報発信 と と も に ， 365 46 新技術紹介， 産学連携部門 と 事業紹介， 富 山 市新産業支援 セ ン タ ー の 活動紹介20 13  地域 と の相互交流 を 行 う 。
ビ ジ ネ ス マ ッ チ ン グ富 山 と や ま コ ラ ポ産学官富 山 支部 地元企業 聞 の ピ ジ ネ ス マ ッ チ ン グ と 地元企業 か ら の ・
広 が る シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の ニ ー ズ （工 ・ 佐藤）
高橋 3 日 2013 テ ク ノ ホ ー ノレ （富山信用 金庫） 技術 ・ ビ ジ ネ ス 相談。
3 2 ・ タ ブ レ ツ ト と 仮想 空 間 で楽 し く 遊ぶ （工 ・ 佐藤）
・ 高周波誘導加熱方式 を 用 い た 缶飲料加 熱装置 の 開 発 （工 ・ 飴井）
大 田 区 の 中 小企業 向 け に ， 共 同研究 ・ 共 同 開 発 で き ・ 板紙 の 点字 エ ン ボ ス 加 工性 に 及 ぼすこ層簡易 金型構造 の 影響 （工 ・ 高辻）
小谷 3 日 ～4 日 第 3 回 大 田 区産業 る よ う な 研究 を 発表。 1 ,67 1 4 · A6063合金の マ イ ク ロ ・ メ ゾ押 出 し に 及 ぼす ダ イ ス・ 小
角
風
度
力
の
発
影
電
響
装
（工
置
・ 高辻）
お お た研究 ・ 開発 フ ェ ア プ ラ ザ ・ 制御回路が無 く て も 最大出 力 が得 ら れ る 小水力 （工 ・ 作井）
－ 口唇 ク リ ッ プ （病院 ・ 和 田 ）
東海 ・ 北 陸 の モ ノ づ く り 企業 と 国 内 大手 ・ 中 堅 メ ー ・ 富山 県産官学共 同 開 発 オ リ ジ ナ ノレ プ ラ ン ド 医薬 品 「エ ツ セ ンJ C和漢 ： 紺野）
10月 カ ー と の 受発注 の マ ッ チ ン グ及 び そ れ ら の 技術 か ら ・ 富 山 湾 の 堆積物 よ り 単離 し た 新種 の 海藻分解菌Myt- 1 株 に よ る 海藻廃棄物 の減容
産 ま れ る 新 た な ピ ジ ネ ス チ ャ ン ス の機会作 り が 目 的。 化 と 有効利 用 （理 ： 酒徳）
・ 富 山 県産 プ ラ ン ド 豚 ・ と や ま ポ ー ク に お け る 精子凍結保存技術 の 開 発及 び実 用 化
（先端 ： 西園 ）
草 開 9 日 東海北陸 モ ノ づ く り ホ テ ノレ 日 航 大垣共立銀行， 北陸銀行 8 ・ 医療現場で の応用 を も く
で き と し た 支援 ロ ボ ッ ト （工 ： チ ャ ピ）
高橋 ピ ジ ネ ス ・ サ ミ ッ ト 201 3 金 沢 ・ 足首間接の 拘縮防止 リ ハ ピ リ ロ ボ ッ ト の 開発 （工 ： 戸 田 ）
・ 富 山 の 食文化 の 維持向 上 と 食 の 安全 を確保す る た め の 諸気品真正 照 明 シ ス テ ム の
構築 一 金属 イ オ ン を 用 い た キ ャ ピ ラ リ ー 電気泳動法 に よ る 食品 中 の 光学活性有
機酸の 一斉分析 一 （工 ： 曾津）
・ 高速走行時 を 模擬 し た 非接触電力 伝送評価装置 と 伝送効率測 定 （工 ：
笹
大
木
路
）
） 
・ 微細手術支援用 マニュ ピュ レー タ のためのエ気圧駆動間接の 開発（工 ：
n円uttA 
担当 備考月 日 行事名 場所 主催者 イ ベ ン ト の 狙い 参加人数 ｜ 展示 ｜ 講演件数 ｜ 件数
金田
草開
高橋
平川
高橋
小谷
草開
草開
高橋
小谷
金 田
9 日 ～ 1 1 日
10月
バ イ オ ジ ャ パ ン 2013
北 陸技術交流テ ク ノ フ ェ ア16 日 ～ 18 日 ｜ 20 13  
23 日 ～25 日
6 日 ～9 日
6 日
1 1 月
日OSPEX Japan 2013 
20 13 国 際 ロ ポ ッ ト 展
第9 回 FITネ ッ ト 商談会
ノマ シ ア イ コ
横浜
福井県
産業会館
’hl Jt 
京サ東
グ吋ノピ
東京
ピ ッ グサ イ ト
東 ホ ー ノレ
富山
テ ク ノ ホ ー ノレ
Biojapan組織委員会， （一財）バ イ オ イ ｜ 各企業 ・ 自 治体 ・ 大学 ・ 海外 ク ラ ス タ ー ・ 研究施設
ン ダ ス ト リ ー 協会， 鯛 ヒ ュ ー マ ン ｜ が一堂 に 介 し ， 最新 の 製品／サ ー ピ ス や研究成果 を 発
サ イ エ ン ス 振興財団， 畑農 林水産 ｜ 表。
先 端技術産業振興セ ン タ ー ， （一社）
バ イ オ 産 業 情 報 化 コ ン ソ ー シ ア
ム 3 日 本 バ イ オ 産 業 人会議， 日 本
バ イ オ 産 業 人 会議， 日 本 製 薬 工
業協会， NPO法人近畿 バ イ オ イ ン
ダ ス ト リ ー 振興会議， 岡地球環境
産業技術研究機構， 日 経BP社
技術交流 テ ク ノ フ ェ ア 実行委員会
（事務局 ： 福井商工会議所 産業地
域振興課） 福 井市， 北 陸経済連合
会， 側北陸産業活性化 セ ン タ ー ，
福 井 県 商 工会議所連合会， 福 井
商 工会議所， （公財） ふ く い 産 業 支援
セ ン タ ー ， 福 井県環境 ・ エ ネ ノレ ギ
ー 懇話会， 北 陸 電 力 側， 鮒福 井銀
行3 体的北 陸銀行， 側北 園銀行， 西 日
本電信電話鮒福井支店
平成 2 年 よ り 開催 の 北 陸最大規模の産学官の 交流会。
企業， 大学 ・ 高等専門学校， 公設試験場 ・ 研究機関，
支援機 関 等 が持つ優秀 な 技術， 製 品 を 一堂 に 展示実
演 し ， そ の 製品開発力， 加工技術 な ど を 紹介。 ま た ，
会場内 で商談会開催。
（一社） 日 本 医療福 祉設備協会／ （一 ｜ 日 本最大級 の病院 ・ 福祉設備機器展
社） 日 本能率協会
（一社） 日 本 ロ ボ ッ ト 工 業 会／ 日 刊 ｜ 国 内 外 に お け る 産業 用 ・ 民生用 ロ ボ ッ ト お よ び関連
工業新聞社 ｜ 機器 を 一堂 に 集 め て 展示 公 開 し ， 利 用 技術 の 向 上 と
市場 の 開 拓 に 貢献 し ロ ボ ッ ト の 市場創 出 と 産業技
術 の 振興 に 寄与す る 。
福 井銀行 ・ 北 園 銀 行 ・ 富 山 第 一 ｜ 北 陸 の 地銀連合 「 FIT ネ ッ ト j （ 北 国 ・ 福 井 ・ 富 山
銀行 に よ る 業務提携事業 【FIT ネ ｜ 第 一 ） が 東海 地 区 の 地 銀 三行 （ 十 六 ， 名 古屋 ， 百
ツ ト 】 ！ 五 ） と 協 力 し た 共 同 商 談 会 。 取 引 先 六 百 社 参加 。
170社展示 ブー ス を 開設。
1 2,487 
1 7,008 
58,055 
103,804 
1 ,929 
4 
4 
5 
4 
4 
(medU-net枠 ＞
－ 再生 医療細胞治療材料 と して の羊膜由 来幹細胞 （医 ・ 二 階堂）
・ 血管 内注入監視 シ ス テ ム （病院 ・ 時光）
－ 薬剤 耐性サ イ ト メ ガ ロ ウ イ ノレ ス の 迅速検 出方法（医 ・ 大黒）
〈 ア カ デ ミ ア 枠〉
・ セ リ ン ラ セ マ ー ゼ新規阻害剤 の 開発 （ 医 ・ 森）
石川 県
し ん き ん ビ ジ ネ ス フ ェ ア ｜ 産業展示館
（金沢）
と や ま 産 学官金交流会
4 日 ～6 日 I SEMICON JAPAN 2013 
富 山 国 際
会議場
幕張 メ ッ セ
ウ イ ン ク
あ い ち
的北 陸地 区信用 金庫協会， し ん き ｜ 北 陸 の 多 種 多 数 の 企業， 経営者 の 参加 に よ る 出展，
ん ビ ジ ネ ス フ ェ ア 実行委員会 I PRo 産 の ニ ー ズ と 学 の シ ー ズ の マ ッ チ ン グ を 実現。
個別商談 と 技術相 談 の 場 を 提供。
富 山 県 ， 富 山 大 学 ， 富 山 県 立 大
学 ， 富 山 高 等 専 門 学校 ， と や ま
技 術 交 流 ク ラ プ， 富 山 県 新 世 紀
産業機構
新世紀産業機構主催。
新 し く は じ め る 地域産学官連携 強化事業 （仮称） の
一環 と し て 行 う 。
1 . 県 外 の 大学 も 1 大学参加。
2 . 企業 が望 む テ ー マ の 展示 を 主 眼。
3 . セ ミ ナ ー は企業等 （ 工 業会や金融 な ど ） と 大学
の 共催。
SEMI (Semiconductor Equipment ｜ 半導体 ピ ジネ ス を 未来 へ導 く キ ー プ レ イ ヤ ー と 技術
and Materials International) ｜ が集結す る ， 世界最大 の 半導体装置 ・ 材料の 国 際展
示会。
中 部 地 区 医療 ・ バ イ オ 系 シ ー ズ ｜ 先進 医療 ・ 創 薬 ・ 医療機器等 の 分野 に お い て ， 事業
発表会実行委員 会＇ （独）科学技術 ｜ 化 あ る い は 臨床研究等 に 近 く ， 企業 と の 連携 を 希 望
振興機構 ， 制 日 本 能 率協 会 コ ン ｜ す る 研究成果発表。
サ ノレ テ ィ ン グ I JST新技術説明会 を含む。
8 100 
367 
58,873 
1 7 1  
5 
26 
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・ ス マ ホ を使 っ た 路面電車 の 運行情報配信技術 （工 ・ 堀 田 ）
－ 富 山 県産官学共同 開 発 オ リ ジ ナ ノレ プ ラ ン ド 医薬品 「エ ツ セ ンJ C和漢・紺野）
－ 富 山 湾 の 堆積物 よ り 単離 し た 新種 の 海藻分解菌Myt- 1株 に よ る 海藻廃棄物 の
減容化 と 有効利用 （理 ・ 酒徳）
・ 足首間接の拘縮防止 リ ハ ビ リ ロ ボ ッ ト の 開発 （工 ・ 戸 田 〉
－ 富 山 の 食文化 の維持向上 と 食 の 安全 を 確保す る た め の 諸気品真正照 明 シ ス テ
ム の 構築 － 金属 イ オ ン を 用 い た キ ャ ピ ラ リ ー電気泳動法 に よ る 食品 中 の 光
学活性有機酸 の 一斉分析 － （工 ・ 曾津）
－ 障害 者 向 け イ ン テ リ ジ ェ ン ト 歩行支援 ロ ボ ッ ト の 開 発 を HIAC プ ー ス に展示
（工 ・ チ ャ ピ … 北陸産業活性化 セ ン タ ー か ら の依頼）
－ 血流速 イ メ ー ジ ン グ装置 と そ の 応用 （薬 ・ 安東）
－ 安全 な 抗 が ん剤治療 を 目 指 し て （病院 ・ 時光）
－ 実験小動物用 OKR測定 シ ス テ ム の 改良， 実機一部展示 （工 ・ 田 端）
・ 汚 れ な い お む つ セ ン サ， 実機展示 （工 ・ 中 島 ）
－ 足首関節の 関節拘縮 リ ハ ビ リ ロ ボ ッ ト シス テムの開発， 実機展示 （工 ・ 戸 田）
・ ガ イ ド ロ ボ ッ ト を 用 い た 屋 外 環境 に お け る 視覚 障碍者 の ナ ピ ゲ ー シ ョ ン
（工 ・ チ ャ ピ， 木谷）
－ 富 山 製薬 グ リ ー ン 化 を 目 指 す有機ハ イ ブ リ ッ ド触媒 の 創製研究 （薬 ・ 矢倉）
－ 富 山 県産 プ ラ ン ド 豚 ・ と や ま ポ ー ク に お け る 精子凍結保存技術 の 開発お よ び
実用 化 （動物実験施設 ・ 西園）
－ 制御回路が無 く て も 最大 出 力 が得 ら れ る 小水 力 ・ 小風力 発電装置 （工 ・ 作井〉
． リ エ ゾ ン オ フ ィ ス タ ペ ス ト リ
中部地 区 医療 ・ バ イ オ 系
シ ー ズ発表会
・ ガイ F ロ ポ ッ ト を用い た屋外環境にお け る 視覚障害者の ナ ピゲーシ ョ ン （工・チ ャ ピ）
・ 富 山 県産官学共 同 開 発 オ リ ジ ナ ノレ プ ラ ン ド 医薬品 「 エ ツ セ ンJ C和漢 ： 紺野）
・ 富 山 湾 の 堆積物 よ り 単離 し た 新種 の 海藻分解菌Myt- 1株 に よ る 海藻廃棄物 の
減容化 と 有効利用 （理 ： 酒徳）
－ 足首間接の拘縮 防止 リ ハ ピ リ ロ ボ ッ ト の 開発 （工 ： 戸 田 ）
・ 現代病 に 欠 かせ な い え ご ま 油 （和漢 ・ 渡辺） 略
略
1 
1 2月 ・ フ レ キ シ プノレ有機エ レ ク ト ロ ニ ク ス へ 向 け た デバ イ ス の 研究 開発p 有機太陽
電池パ ネ ノレ 2 点 の 実物展示。 （工 ・ 岡 田 ） （説明対応 ： 小野恭史）
2 
(JST新技術説明会〉
・ タ ン パ ク 質 の 作用 時機 を厳密 に 制 御 で き る 生分解性高分子微粒子 （ テ ニ ア ト
ラ ッ ク ・ 中路）
・ チ オ ア ミ ド を 利 用 し た 水 中 で の 無触媒 ク リ ッ ク 型反応 （薬 ・ 千葉〉
〈 シ ー ズ発表 （ ポ ス タ ー 展示） 〉
・ セ リ ン ラ セ マ ー ゼ新規阻害薬の 開発 （ 医 ・ 森）
〈産学官連携 コ ー ナ ー （ ポ ス タ ー展示） 〉
－ 知財 ・ 産学連携 の ワ ンス ト ッ プ ・ サー ビス （技術相 談 か ら 技術移転 ま で）
8 日
3 日
1 2 日
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6 - 5 - 2 Biotech 2 0 1  3 
5 月 8 日 ～ 5 月 10 日 の 3 日 間， 東京 ピ ッ ク サ イ ト （東京都江東区有明3-11-1） で開催 さ れ，
国内外か ら 製薬 ・ 食品 ・ 化粧 品 メ ー カ ー や バ イ オ 関係者 な ど約20,000名 が来場 し た大規模 な 展
示会であ る 。 ラ イ フ サ イ エ ン ス に 関 す る研究成果発表や技術講演を通 じ， シ ー ズ発掘や ラ イ セ
ン シ ン グ に 関 す る 商談が数多 く 生 ま れ る な ど， ま さ に産学官 ・ 研究分野の垣根を越え た情報交
換 ・ 人的交流が行わ れ る ア ジ ア で も 有数の バ イ オ フ ォ ー ラ ム と し て 注 目 が集 ま っ て い る 。
本学か ら の 出展 ・ プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン
1 . 癌 な ど に特異的 なT細胞の抗原受容体 を短期間 に網羅的 ・ 確実に取得す る 方法
大学院医学薬学研究部 （ 医学） 准教授 岸 裕幸
2 . セ リ ン ラ セ マ ーセ 新規間害薬の開発
大学院医学薬学研究部 （ 医学） 准教授 森 寿
3 . 人々 の健康を守 る ニ ュ ーバ イ オ セ ンサ の 開発
大学院理工学研究部 （工学） 教 授 篠原 寛明
6 - 5 - 3  M E  X 金沢 20 1 3
日 時 ： 6 月 16 日 附～18 日 帥 10 : 00～17 : 00 
場 所 ： 石川 県産業展示館 （ 3 ・ 4 号館） （金沢市袋畠町南193)
出展内容 ：
1 . 板紙の点字エ ン ボ ス 加工性に及 ぼす二層簡易金型構造の影響
大学院理工学研究部 （工学） 教授 高辻 則 夫
2 .  A6063合金の マ イ ク ロ ・ メ ゾ押 出 し に及ぼす ダイ ス 角 度の影響
大学院理工学研究部 （工学） 教授 高辻 則夫
3 . ハ イ プ リ ッ ド 整流回路形小水力 ・ 小風力用発電装置
大学院理工学研究部 （工学） 教授 作井 正昭
4 . 高速走行時非接触給電 の た め の
伝送効率評価装置の開発
大学院理工学研究部 （工学）
准教授 大路 貴久
5 . 富山大学産学連携部門の紹介
6 . 知財 ・ 産学連携の ワ ン ス ト ッ プサ ー ビ ス
（技術相談か ら 技術移転 ま で）
総入場者数 ： 53,218 名
6 - 5 - 4  イ ノ ベー シ ョ ン ・ ジャパン2 0 1 3 一 大学見本市
JST と NEDO に よ る ， 我が国の産学連携 を強力 に推進す る た め の， 国 内最大規模の産学マ ッ
チ ン グの場であ る 。 毎年有楽町 に あ る 東京国際フ ォ ー ラ ム で行われて き た が， 本年は東京 ビ ッ
グサ イ ト に場所を変え， 実機展示で き る 大型 プ ー ス が増や さ れた。
開催 日 ： 8 月 29 日 附～30 日 幽
場 所 ： 東京 ビ ッ グサ イ ト （東京国際展示場） 西 1 ホ ー ノレ （東京都江東区有明3-11-1)
主 催 ： 科学技術振興機構 (JST） ， 新エ ネ ノレ ギ ー ・ 産業技術開発機構 （NEDO)
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総入場者数 ： 21,010人
本学か ら の 出展
1 . 足首拘縮の機能回復用 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン運動装置
大学院理工学研究部 （工学） 講 師 戸田 英樹
2 . タ ン パ ク 質の作用 時機 を厳密 に制御で き る 生分解性高分子微粒子
先端ラ イ フ サ イ エ ン ス 拠点、 テ ニ ュ ア ト ラ ッ ク 特命助教 中路 正
3 .  T 細胞の抗原受容体を短期間 に網羅的 ・ 確実 に取得す る 方法
大学院医学薬学研究部 （ 医学） 准教授 岸 裕幸
4 . セ リ ン ラ セ マ ー ゼ （SR） を標的 と し た神経変性疾患治療薬の開発
大学院医学薬学研究部 （ 医学） 教 授 森 寿
5 . フ レ キ シ プノレ有機エ レ ク ト ロ ニ ク ス へ向 け た電子デバ イ ス の研究開発
大学院理工学研究部 （工学） 教 授 岡 田 裕之
6 . 微細手術支援用刺入検知 マ ニ ピ ュ レ ー タ シ ス テ ム
大学院理工学研究部 （工学） 准教授 笹木 亮
7 .  T 細胞関連ア レ ノレ ギー疾患のバ イ オ マ ー カ ー
大学院医学薬学研究部 （薬学） 准教授 安東 嗣修
8 . 薬剤耐性サ イ ト メ ガ ロ ウ イ ノレ ス の迅速検出方法
大学院医学薬学研究部 （ 医学） 准教授 大黒 徹
今年は， 医薬系 の展示が多 め で， 様々 な企業か ら 問 い合わせ等があ っ た。 ま た， リ ハ ビ リ テ
ー シ ョ ン機器では実機展示 を行い， 来場者 に 試 し て も ら い意見を聞 い た 。
6 - 5 - 5  第3回 おおた研究 ・ 開発 フ ェ ア
大 田 区の 中小企業向 け に ， 共同研究 ・ 共同開発で き る よ う な研究 シ ー ズ を提供 し， 大学 と 産
業界の交流の場 と な る 展示会であ る 。
開催 日 ： 10月 3 日 附 ～ 4 日 幽
場 所 ： 大田 区産業 プ ラ ザPiO （東京都大田 区南蒲田 1 - 20 - 20)
主 催 ： 大田 区 ・ （公財） 大 田 区産業振興協会
総入場者数 ： 1,671人
本学か ら の 出展
1 . 板紙の点字エ ン ボ ス 加工性 に及ぼすこ層簡易金型構造の影響
大学院理工学研究部 （工学） 教 授 高辻 則夫
2 .  A6063合金の マ イ ク ロ ・ メ ゾ押 出 し に及ぼすダイ ス 角 度の影響
大学院理工学研究部 （工学） 教 授 高辻 則夫
内ノunL 
3 . 制御回路が無 く て も 最大 出 力 が得 ら れ る 小水力 ・ 小風力発電装置
大学院理工学研究部 （工学） 教 授 作井 正昭
4 . 口 唇 ク リ ッ プ
附属病院 講師 和 田 重人
大田 区産業振興協会か ら 出展の打診があ り ， 大田 区 は金属加工業， 医療機器業が多 く 本学の
シ ー ズ と の親和性が高い と 判 断 し初 め て 出展 し た。 展示会後， 出展技術の利用 に つ い て 問 い合
わせがあ り ， 意見を交換 し た 。
6 - 5 - 6  東海北陸モ ノ づく り ビジネス ・ サ ミ ッ ト 20 1 3
趣 旨 ： “ モ ノ づ く り ” の産地 と 言わ れ る 東海 ・ 北陸地域は， 歴史や伝統 に培わ れ た 多種多様な
“モ ノ づ く り ” 企業が集積 し， 伝統的 な 匠の技術 か ら 最先端技術を駆使 し た ， オ ン リ ー ワ
ン製品を開発す る フ ェ ア ト ッ プ企業 も 数多 く 存在す る 。 ビ ジ ネ ス ・ サ ミ ッ ト は， 東海 ・ 北
陸モ ノ づ く り 企業 と 圏内大手 ・ 中堅メ ー カ ー と の 受発注の マ ッ チ ン グ及 びそ れ ら の技術か
ら 産 ま れ る 新た な ビ ジ ネ ス チ ャ ン ス の提供 を 目 的 と し た商談会で あ る 。 今回 は一般的 に言
わ れ る “ モ ノ づ く り “の テ ー マ に 「食J を加 え て ， 2年後に迫っ た 北陸新幹線開業に合わ
せ た 「食j ビ ジ ネ ス の 支援 も 行 う 。
日 時 ： 10月 9 日 制 10 : 00～17 : 00 
場 所 ： ホ テ ノレ 日 航金沢 （金沢市本町2・ 15・ 1)
主 催 ： 北陸銀行， 大垣共立銀行
特別協力 ： 金沢大学理工学域， 富山大学工学部， 福井大学工学部， 富山県立大学
新技術の展示 ：
1 . 富山県産官学共同開発オ リ ジ ナ ノレ プ ラ ン ド 医薬品 「エ ッ セ ンj
和漢医薬学総合研究所 客員教授 紺野 勝弘
2 . 富山湾の堆積物 よ り 単離 し た新種の海藻分解菌Myt- 1株に よ る海藻廃棄物の滅容化 と 有効利用
大学院理工学研究部 （理学） 助 教 酒徳 昭宏
3 . 富山県産 プ ラ ン ド豚 ・ と や ま ポ ー ク に お け る 精子凍結保存技術の 開発及 び実用化
生命科学先端研究セ ン タ ー 助 教 西国 啓文
4 . 医療現場での応用 を 目 的 と し た支援 ロ ボ ッ ト
大学院理工学研究部 （工学） 教 授 チ ャ ピ ゲ ン ツ イ
5 . 足首関節の拘縮防止 リ ハ ビ リ ロ ボ ッ ト の 開発
大学院理工学研究部 （工学） 講 師 戸田 英樹
6 . 富山の食文化の維持向上 と 食の安全 を確保す る た め の食品真正証明 シ ス テ ム の構築
一 金属 イ オ ン を 用 い た キ ャ ピ ラ リ ー電気泳動法 に よ る 食品 中 の 光学活性有機酸の一斉分析 ー
大学院理工学研究部 （工学） 教 授 曾津 宣一
7 . 高速走行時を模擬 し た 非接触電力伝送評価装置 と 伝送効率測定
大学院理工学研究部 （工学） 准教授 大路 貴久
8 . 微細手術支援用 マ ニ ュ ピ ュ レ ー タ の た めの液圧駆動関節の開発
大学院理工学研究部 （工学） 准教授 笹木 亮
商談企業 ： 3 社
来場者 ： 約1,500名
内毛U円4
6 - 5 - 7  バイ オ ジ ャ パン20 1 3 ワール ド ビジネス フ ォ ーラム
「 バ イ オ ジ ャ パ ンj は， バ イ オ テ ク ノ ロ ジ 一分野に お け る 日 本での国際的 ビ ジ ネ ス パ ー ト ナ リ
ン グイ ベ ン ト と し て 知 ら れ， 国 内 外か ら 多 く の 出展者 と 来場者がパ ー ト ナ ー 探 し， 最新情報 を 求
め て 来場す る 。
平成25年 は， 10月 9 日 ～ 10月 1 1 日 の 3 日 間， パ シ フ ィ コ 横浜 （横浜市西区み な と み ら い 1-1・1)
で開催 さ れ， 43大学の展示 ・ 発表 が あ り ， 来場者数は， 12,487人 （主催者発表） で あ っ た。 本学
は， ア カ デ ィ ミ ア 枠 プ ー ス に 一件， 医学系大学産学連携 ネ ッ ト ワ ー ク 協議会 （medU-net） プー
ス 内 に 3 件 の パ ネ ノレ を展示 し た 。
本学か ら の 出展 ・ プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン
1 . セ リ ン ラ セ マ ー ゼ新規阻害剤の開発 ［ ア カ デ ィ ミ ア 枠］
大学院医学薬学研究部 （医学） 教授 森 寿
2 . 再生医療細胞治療材料 と し て の 羊膜由来幹細胞
大学院医学薬学研究部 （医学） 教授 二階堂敏雄
3 . 血管内注入監視 シ ス テ ム ～安全 な抗がん剤治療 を め ざ し て ～
大学院医学薬学研究部 （ 医学） （元） 助教 時光 善温
4 . 薬剤サイ ト メ ガ ロ ウ イ ノレス の迅速検出方法
大学院医学薬学研究部 （医学） 准教授 大黒 徹
6 - 5 - 8  北陸技術交流 テ ク ノ フ ェ ア20 1 3
趣 旨 ： 圏 内市場が萎縮 し て い く 中， 日 本の も の づ く り 産業 は変革の 時 を 迎え て い る 。 世界 に 広 が
る 市場に 目 を 向 け， 日 本の 中小企業 に し か な い技術力 を活か し た新た な 製品開発が求め ら
れ る 。 徐々 に進行す る 円安 も 追い風に な る 今 こ そ， 日 本で も の づ く り 企業の技術力 を世界
に 向 けて発信すべ き 時であ る 。 今回で24回 目 を迎 え る 「北陸技術交流 テ ク ノ フ ェ アj は，
北陸が誇る も の づ く り 企業の技術力 を結集 し た総合技術展示会であ り ， 新た な ス テ ッ プを
踏み 出 そ う と す る 企業 ・ 団体が一堂 に 集 う 活力 の 場で も あ る 。 本 フ ェ ア を通 じ て 企業同士
の新た な連携 を創 り 出 し ， 北陸の も の づ く り 産業の振興 に 向 け た新た な一歩を生み 出す。
日 時 ： 10月 16 日附～18 日 幽
17 日 （枇 18 日 附 10 : 00～17 : 00 ［開会式 9 : 30～］ 
19 日 幽 10 : 00～16 : 00 
場 所 ： 福井県産業会館 （展示） （福井市下六条町103)
福井県生活学習館 ・ 福井県中小企業産業大学校 （講演会 ・ セ ミ ナ ー）
主 催 ： 技術交流 テ ク ノ フ ェ ア 実行委員会
事務局 ： 福井商工会議所 産業 ・ 地域振興課
A叫anL 
本学の展示
1 . ス マ ホ を使 っ た路面電車の運行情報配信技術
大学院理工学研究部 （工学） 教授 堀 田 裕弘
2 . 富山県産官学共同開発オ リ ジ ナ ノレ プ ラ ン ド 医薬品 「エ ッ セ ンJ
和漢医薬学総合研究所 客員教授 紺野 勝弘
3 . 富山湾の堆積物 よ り 単離 し た新種の海藻分解菌Myt-1株に よ る 海藻廃棄物の減容化 と 有効利用
大学院理工学研究部 （理学） 助教 酒徳 昭宏
4 . 足首関節の拘縮防止 リ ハ ビ リ ロ ボ ッ ト の 開発
大学院理工学研究部 （工学） 講師 戸 田 英樹
5 . 富山の食文化の維持向上 と 食の安全 を確保す る た め の食品真正証明 シ ス テ ム の構築
一金属イ オ ン を用 い た キ ャ ピ ラ リ ー電気泳動法 に よ る 食品 中 の光学活性有機酸の一斉分析一
大学院理工学研究部 （工学） 教授 曾津 宣ー
6 . 障害者 向 け イ ン テ リ ジ ェ ン ト 歩行支援 ロ ボ ッ ト の開発 （HIAC プ ー ス に展示）
大学院理工学研究部 （工学） チ ャ ピ グ ン ツ イ t H 一一一一r-司田圃
（北陸産業活性化セ ン タ ー か ら の依頼） ？？ 
出展者数 ： 企業 （90社） ， 特別展出展 .09社 ・ 団体） ，
大学 ・ 研究機関 （20機関）
大学 ・ 高専 ( 13研究室）
各種団体 （12団体） 合計 162社 ・ 団体
来場者数 ： 16 日 附 5,093名，
17 日 附 8,131名，
1 8 日 （甜 7,009名 － 合計 20,233名
6 - 5 - 9  HOSPEX ジヤ／＇＼ン 20 1 3
日 時 ： 10月 23 日 嗣～25 日 幽 10 : 00～17 : 00 
場 所 ： 東京 ビ ッ グサ イ ト （東京都江東区有明3-1 1-1)
本学か ら の 出展
1 . 血流速イ メ ー ジ ン グ装置 と そ の応用
大学院医学薬学研究部 （薬学）
准教授 安東 嗣修
2 . 安全な抗がん剤治療を 目 指 し て
大学院医学薬学研究部 （医学）
（元） 助教 時光 善温
3 . 実験小動物用 OKR測定システムの改良 （実機一部展示 あ り ）
大学院理工学研究部 （工学） 准教授 田端 俊英
4 . 汚れ な い お む つ セ ンサ （実機展示 あ り ）
大学院理工学研究部 （工学） 教授 中島 一樹
5 . 足首関節の 関節拘縮 リ ハ ビ リ ロ ボ ッ ト シス テ ム の 開発 （実機展示 あ り ）
大学院理工学研究部 （工学） 講師 戸 田 英樹
総入場者数 ： 58,055名
Fhd nL 
6 - 5 - 1 0  2 0 1 3国際ロボッ ト展
日 時 ： 1 1月 6 日 附～ 9 日 幽 10 : 00～17 : 00 
場 所 ： 東京 ビ ッ グサ イ ト （東京都江東区有明3・1 1・ 1 )
出 展 ： ガイ ド ロ ボ ッ ト を用 い た屋外環境 に お け る
視覚障碍者の ナ ピ ゲ ー シ ョ ン
大学院理工学研究部 （工学） 教授 チ ャ ピ ・ グ ン ツ ィ
助教 木谷 光来
総入場者数 ： 103,804人
6 - 5 - 1 1  第 9 回FITネ ッ ト 商談会
開催 日 ： 11月 6 日 制
場 所 ： 富山産業展示館 テ ク ノ ホ ー ノレ （富山市友杉1682)
主 催 ： 福井銀行 ・ 北園銀行 ・ 富山第一銀行 に よ る 業務提携事業 （FITネ ッ ト 〉
総入場者数 ： 2, 124人
1 . 富山製薬グ リ ー ン化 を 目 指す有機ハ イ プ リ ッ ド触媒の創製研究
大学院医学薬学研究部 （薬学） 教 授 矢倉 隆之
2 . 富山県産プラ ン ド豚・ と や ま ポ ー ク における精子凍結保存技術の開発 お よ び実用化動物実験施設
生命科学先端研究セ ン タ ー 助 教 西園 啓文
3 . 制御回路が無 く て も 最大出力 が得 ら れ る 小水力 ・ 小風力発電装置
大学院理工学研究部 （工学） 教 授 作井 正昭
2015年の北陸新幹線開業 を に ら み， 長野地区 か ら の 出展等 も 見 ら れた。 富山大学 か ら は上記展
示を行い， 技術相談 を 3 件受 け た。
6 - 5 - 1 2  し ん き ん ビ ジネ ス フ ェ ア 北陸 ビジネス街道 20 1 3  
日 時 ： 1 1月 8 日 幽 10 : 00～ 17 : 00 
場 所 ： 石川県産業展示館4号館 （金沢市袋畠 町南193)
主 催 ： 一般社団法人 北陸地区信用金庫協会 ・ し ん き ん ビ ジ ネ ス フ ェ ア実行委員会
講 演 ： 視覚障碍者 の た め の知能ガイ ド ロ ボ ッ ト
大学院理工学研究部 （工学） 教 授 チ ャ ピ ・ グ ン ツ イ
出 展 ：
1 . ガイ ド ロ ボ ッ ト を 用 い た屋外環境 に お け る 視覚障碍者の ナ ピ ゲ ー シ ョ ン
大学院理工学研究部 （工学） 教 授 チ ャ ピ ・ グ ン ツ イ
2 . 富山県産官学共同開発オ リ ジ ナ ノレ プ ラ ン ド 医薬品 「エ ツ セ ンJ
和漢医薬学総合研究所 客員教授 紺野 勝弘
3 . 富山湾の堆積物 よ り 単離 し た新種の海藻分解菌Myt- 1株に よ る 海藻廃棄物の滅容化 と 有効利用
大学院理工学研究部 （理学） 助 教 酒徳 昭宏
4 . 足首関節の拘縮防止 リ ハ ビ リ ロ ボ ッ ト の開発
大学院理工学研究部 （工学） 講 師 戸田 英樹
5 . 現代病 に 欠 かせ な い え ご ま 油
和漢医薬学総合研究所 准教授 渡辺 志朗
総入場者数 ： 8,100人 Fhu 円L
6 - 5 - 1 3  と や ま 産学官金交流会20 1 3
趣 旨 ： 猛暑， 豪雨， 竜巻 な ど の 自 然災害に加 え ， 円安に よ る 貿易収支の黒字幅減少な ど に よ り ，
国 内 外 を 取 り 巻 く 環境 は も の づ く り 産業 に 大 き な 影響 を 与 え て い る 。 一方， ア ベ ノ ミ ク ス
に よ る デ フ レ ー シ ョ ン か ら の脱却， 2020年東京五輪招致決定 な ど 明 る い ニ ュ ー ス も あ る も
の の ， ま だ ま だ厳 し い状況が続 い て い る 。 こ の よ う な状況の下， 「 も の づ く り の未来を拓
く 一産学官金連携で富山 を元気に － J を テ ー マ に掲 げ， 多様化す る ニ ー ズに応 え る べ く ，
自 社技術のみ で な く ， 産学官金連携で “ も の づ く り 富山 “を元気 に す る た め ， 基調講演，
ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン， と や ま の プ ロ ジ ェ ク ト X， 情報交換会等 を 内容 と し て 構成 さ れた。
日 時 ： 12月 3 日 w 13 : 30～19 : 30 
場 所 ： 富山国際会議場 （富山市大手町1-2)
主 題 ： も の づ く り の未来を拓 く ー産学官金連携で富山 を元気にー
主 催 ： 富山県／富山大学／宮山県立大学／富山高等専門学校／ と や ま 技術交流ク ラ プ／
（公財） 宮山県新世紀産業機構
内 容 ：
1 . 開 会 式 13 : 30～13 : 40 
2 . 基調講演 13 : 40～15 : 00 
「 グ ロ ー パ ノレ化 に於る， 基本的 な も の づ く り 戦略j
講師 ト ヨ タ 紡織株式会社相談役 箕浦 輝幸
3 . ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン 15 : 10～16 : 10 
会 場 ： 2 階会議室 （201 205) ' 3 階ホ ワ イ エ
富山大学新技術紹介
[ 1 . ラ イ フ サ イ エ ン ス ］
1 . 足首関節の拘縮防止 リ ハ ビ リ ロ ボ ッ ト シ ス テ ム の 開発
大学院理工学研究部 （工学） 講 師 戸田 英樹
大学院理工学教育部 修士 2 年 谷崎 亮太
2 . 微細手術支援用 マ ニ ピ ュ レ ー タ の た め の液圧駆動関節の開発
大学院理工学研究部 （工学） 准教授 笹木 亮
3 . イ ミ ノエス テノレを基質 と す る 金触媒に よ る 多連続反応 を 経 る 集約 的 ピ ロ リ ジ ン合成法の開発
大学院医学薬学研究部 （薬学） 准教授 杉本 健士
4 . タ ンパ ク 質1分子 を包接可能 なDNA分子ス ー ツ の創製
大学院医学薬学研究部 （薬学） 助 教 千葉 順哉
5 . 富山の食文化の維持向上 と 食の安全 を確保す る た め の食品真正証明 シス テ ム の構築
一 金属 イ オ ンを用い た キ ャ ピ ラ リ ー電気泳動法に よ る食品中の光学活性有機酸の一斉分析一
大学院理工学研究部 （工学） 教 授 曾津 宣一
6 . 猪由来胆汁の利用 開発の た め の基礎的検討
和漢医薬学総合研究所 准教授 渡辺 志朗
7 . 富山県産官学共同開発オ リ ジナノレ プラ ン ド 医薬 品 「エ ッ セ ンJ － 動物実験に よ る 薬効評価
和漢医薬学総合研究所 客員教授 紺野 勝弘
8 . 新規ス ク リ ー ニ ン グ法 を用 い たCREB結合分子の探索
大学院医学薬学研究部 （医学） 特命助教 員野 寛生
ヴtつω
9 .  NAS(Network Attached Storage）に よ る ハ ー ト ・ チ ー ムToyamaの構築
大学院医学薬学研究部 （医学） 准教授 深原 一晃
総合情報基盤セ ン タ ー 助 教 沖野 浩二
10. QT延長症候群の バ イ オ イ ン フ ォ マ テ ィ ッ ク ス 研究 ：
心臓イ オ ン ・ チ ャ ネ ノレ の新規遺伝子変異の 同定 と 機能解析
大学院理工学研究部 （工学） 准教授 田端 俊英
大学院医学薬学研究部 （ 医学） 助 教 木下 耕史
1 1 . 恐怖記憶連合 に 関与す る 脳領域の検索
大学院医学薬学研究部 （ 医学） 助 教 鈴木 章円
12. 血管新生 を標的 と し た新た な肥満 ・ 糖代謝障害 に対す る 治療法の開発
大学院医学薬学研究部 （薬学） 講 師 和田 努
13. フ レ キ シ プノレ な バ イ オ ケ ミ カ ノレ イ メ ー ジ ン グチ ッ プ （酸素濃度計測 を 中心 に ）
大学院理工学研究部 （工学） 教 授 鈴木 正康
14. 統合失調症患者の運転適性 を予測する 心理学的評価法
大学院医学薬学研究部 （ 医学） 研究員 星野 貴俊
准教授 松井 三枝
[ 2 . 環境 ・ エ ネ ノレ ギー］
1 . 高速走行時 を模擬 し た 非接触電力伝送評価装置 と 伝送効率測定
大学院理工学研究部 （工学） 准教授 大路 貴久
2 . 制御回路が無 く て も 最大出力点追従がで き る 小形風力 ・ 水力発電装置
大学院理工学研究部 （工学） 教 授 作井 正昭
3 . 富山湾の堆積物 よ り 単離 し た新種の海藻分解菌Myt-1株に よ る
海藻廃棄物の滅容化 と 有効利用
大学院理工学研究部 （理学） 助 教 酒徳 昭宏
4 . 高周波誘導加熱方式 を 用 い た 缶飲料加熱装置の開発
大学院理工学研究部 （工学） 講 師 飴井 賢治
[ 3 . 材料 ・ も の づ く り ］
1 . 富山製薬 グ リ ー ン化 を 目 指す有機ハ イ プ リ ッ ド触媒の創製研究
大学院医学薬学研究部 （薬学） 教 授 矢倉 隆之
2 . 高耐熱 ＆高延性 ・ 次世代マ グネ シ ウ ム 材料の創製
大学院理工学研究部 （工学） 准教授 才川 清二
3 . ダイ カ ス ト 成形性に優れた高靭性 ア ノレ ミ ニ ウ ム 合金材料の開発
大学院理工学研究部 （工学） 准教授 才川 清二
[ 4 .  I T ・ 情報通信］
1 . フ レ キ シ プノレ化 を 目 指 し たAgナ ノ 粒子電極 を持つ 自 己整合有機 ト ラ ン ジ ス タ
大学院理工学研究部 （工学） 准教授 中 茂樹 教 授 岡 田 裕之
2 . ス リ ッ ト 電極 を持つ有機半導体薄膜の キ ャ リ ヤ移動度評価
大学院理工学研究部 （工学） 准教授 中 茂樹 教 授 岡 田 裕之
3 . マ ル チ デバ イ ス 対応ホ ー ム ペ ー ジ の操作性 と facebook と の連動
側キ ャ ッ チ エ ム 代表取締役 水木 雅子
。。円JU
[ 5 . 金融 ・ 支援機関］
1 . 産学連携部門の紹介
2 . 技術者教育 ・ 人材育成事業紹介
地域連携推進機構 産学連携部門
地域連携推進機構 産学連携部門
4 . と や ま の プロ ジ ェ ク ト X 16 : 20～17 : 50 
成功事例 1
エ ネ ノレギー と 環境問題を徹底解決 ！
一 二酸化炭素 と シ ェ ルガス か ら 化学品 と 燃料への新規工業 プ ラ ン ト ー
大学院理工学研究部 （工学） 教授 椿 範立
5 . 情報交換会 18 : 00～19 : 30 
会 場 ： 2 階会議室 （202～204） ， 参加費 ： 3,000円 （一般） ' 1,000円 （学生）
参加者 ： 324名 （発表会） 80名 （情報交換会）
6 - 5 - 1 4  SEMICON ジヤI�ン 20 1 3
日 時 ： 12月 3 日ω～ 4 日 附 10 : 00～ 17 : 00 
場 所 ： 幕張メ ッ セ （千葉市美浜区中瀬2-1)
内 容 ：
1 . フ レ キ シ プノレ有機エ レ ク ト ロ ニ ク ス へ向 け た デバ イ ス の
研究開発
（有機太陽電池パ ネ ノレ 2 点 の実物展示有 り ）
大学院理工学研究部 （工学） 教授 岡 田 裕之
入場者 ： 17,020名
・ 6 - 6 研究部会
6 - 6 - 1 登録研究部会
1 . 超精密加工技術研究部会 山 田 茂
2 . 化学応用研究部会 小野 慎
3 . 自 立支援器具研究部会
6 - 6 - 2  各部会の活動
(1）超精密加工技術研究部会
1 . 研究 ・ 見学会
日 時 ： 平成25年10月 18 日 幽
場 所 ： セ ラ テ ッ ク ジ ャ パ ン株式会社 （長野市篠 ノ 井岡 田500)
内 容 ： ・ 研究講演会
丸谷 芳正
「 レ ー ザー ミ ラ ー の 高平坦加工 に つ い て j
セ ラ テ ッ ク ジ ャ パ ン株式会社 事業推進部 生産技術 チ ー ム 嶋田 俊之
「脆性材料の研磨加工技術J
セ ラ テ ッ ク ジ ャ パ ン株式会社 電子関連事業部門 部長付 佐藤 隆
「高平坦化 の た め の研磨技術J 防衛大学校 名誉教授 宇根 篤暢
． 工場見学会
Qd nJU 
・ 全体質疑応答
参加者数 ： 36名
2 . 研究講演会 ・ 見学会
日 時 ： 平成26年 3 月 4 日 ω
場 所 ： 富山大学工学部大会議室
内 容 ： ・ 特別講演
「 ト ラ イ ボ ロ ジ ー 認識 と 設計の科学J
富山県工業技術セ ン タ 一 所長 榎本 祐嗣
－ 基調講演
「 グ リ ー ン デバ イ ス と し て のSiC基板 と そ の加工 プ ロ セ ス 技術j
九州大学 産学連携セ ン タ 一 連携部門 教授 土肥 俊郎
－ 技術講演
「高硬度脆性材料のス ラ イ ス 技術j
コ マ ツ N T C 鮒 開発本部 課長 谷崎 啓
「パ ワ ー半導体 向 け高剛性平面研削盤 と SiC基板加工J
側不二越 開発事業部 商 品開発課長 田 添 洋一
「超微粒 ダイ ヤ モ ン ド ホ イ ーノレ に よ る 単結晶SiC ウ 三 一 ハ研削j
側ア ラ イ ド マ テ リ ア ノレ 工具研究部 主査 石津 智広
(2）化学応用究部会
日 時 ： 平成25年 5 月 21 日 00, 22 日 側
場 所 ： 工学部中会議室
活動内容 ： 環境応用化学科の教員 と 他学部お よ び他大学の教員聞で進 め て い る 研究 プ ロ ジ ェ ク ト
の進捗状況 を確認 し て研究討議 を 行 な っ た。 f ジ フ ェ ニ ノレ ホ ス ホ ネ ー ト 誘導体 を利用
す る キ モ ト リ プシ ン の機能化j の研究 に 関 し て ， 今回確立 し た 化学修飾法 と 立体化学
的効果の解説 と 機能性分子の導入法の提案の後， タ ン パ ク 質 を 改変 し て 環境 に や さ し
い人工生体触媒 を創製す る と い う テ ー マ に つ い て ， 今後の展望 を 話 し 合 っ た。
参加者 ： 大阪大学蛋 白質研究所， 摂南大学， 富山高専 富山大学和漢医薬学総合研究所お よ び環
境応用化学科 よ り 10名 の参加者があ っ た。
(3）自 立支援器具研究部会
（今年度 はすべて 「 コ ミ ュ ニ テ ィ で創 る 新 し い高齢社会の デザイ ンj 研究開発領域の活動）
1 .  4 月 4 日 （村 特許出願 歩行器具 2013・78521
2 .  4 月 1 6 日 （刈 18 : 00～ 産学連携部門 2 F会議室
定例会 ： ・ H25年度計画
－ ス モ ー ノレス テ ー シ ョ ン
－ 歩行車の安全性， 保険
． ア ン ケ ー ト 内容
3 .  4 月 末 倫理審査委員会への研究経過報告書提出
4 .  5 月 14 日 例 18 : 00～ 産学連携部門 2 F会議室
第 9 回研究会 につ い て ：
－ 各 グノレー プ進捗
nu 内δ
－ 計画
・ ス モ ー ル ス テ ー シ ョ ン の保険
5 .  5 月 28 日 （刈 地場も ん屋， 樹の子
IC ウ オ ー ク の読み取 り 機の設置
6 .  5 月 28 日 （刈 18 : 30～ 富山第一 ホ テ ル （富山市桜木町10-10)
歩行圏 コ ミ ュ ニ テ ィ 研究会 （第 9 回研究会） ： ・ 平成24年度報告
－ 平成25年度計画
． 意見交換
7 .  6 月 1 1 日 ω 18 : 30～ 産学連携部門 2 F会議室
定例会 ： ・ 9 回研究会の報告
・ 今後の方針 と 課題
• 9 月 14 日 の イ ベ ン ト に つ い て
8 .  6 月 24 日 （用） 18 : 00～ ま ち づ く り と や ま 3 階会議室
第 1 回企画会議 ： ・ 9 月 1 4 日 の イ ベ ン ト に つ い て
9 .  7 月 20 目 的 10 : 00～ 16 : 00 
検証会 （パ ス ハ イ ク ）
10. 7 月 26 日 （日）
第 l 回 プ ラ チ ナ大賞 ・ 富山市優秀賞
森市長の プ レ ゼ ン で富山大学ホ コ ケ ン が富山市 と 取 り 組んでい る 歩行補助車 を使っ た活動 を
大 き く 紹介 し た。 表彰式では森市長 と 共に 中林准教授 も 登壇 し た。
1 1 .  8 月 19 日 開） 13 : 30～ 県民会館502号室 （富山市新総曲輪4・18)
拡大定例会 ： ・ ト ム ズ プ レ ス 26号取材
. 9 月 1 4 日 グ ラ ン ド プ ラ ザイ ベ ン ト
． 歩行補助車製品化
12. 9 月 12 日 附 黒田講堂
富山大学 コ ラ ボ フ ェ ス タ 2013での発表 カ ナ ヤ マ マ シ ナ リ 側稲葉氏 と 丸谷教授
13. 9 月 14 日 目
グ ラ ン ド プラ ザイ ベ ン ト 「ゆ る あ る き と や ま J と JSTサイ ト ピ ジ ッ ト
14. 1 1月 5 日 （刈 18 : 00～ 産学連携部門 2 F会議室
定例会 ： ・ 研究費増額， 歩行補助車50台製造 と 商品化
－ 秋 の イ ベ ン ト に つ い て
15. 1 1 月 23 日 ω 10 : 00～ 16 : 00 富 山 市 フ ァ ミ リ ー パ ー ク
検証会 （パ ス ハ イ ク ）
16. 12月 22 日 （日） 東京都府中市
第 4 回領域合宿 「 コ ミ ュ ニ テ ィ で創 る 新 し い高齢社会の デザイ ンJ
17. 12月 25 日 附 18 : 00～ 産学連携部門 2 F会議室
定例会
18. 1 月 15 日 附 15 : 00～ 県民会館 （富山市新総曲輪4・18)
定例会 ： 三協立山側 と の顔合わせ
19. 2 月 1 1 日 （刈 13 : 00～ 都 内 ホ ー ル
句Eム円毛U
第 3 回領域 シ ン ポ ジ ウ ム
20. 2 月 13 日 附 1 1 : 45～ 総曲輪通 り
と や ま 育ホ コ ケ ンICウ オ ー ク 事業 「冬の健康づ く り は商店街でj
7 . 研究助成支援
・ 7 ー 1 国 ・ 地方自治体力、募集する助成金 ・ 補助盆への応募支援
助成機関 JST 県市町村
探索 1 シ A 実 p s 術創新県商 口 県 化支援 県端先｜ ｜  用 r T ボ 次
事業名
s ズ S イじ o A 枠出 品
ツ 世
T 
在化顕i 開 g R ト 代 術技実E 発事
業
r T ． 
術技p a 新
技町1 用
応募件数 35 6 2 1 3 2 1 
採択件数 8 1 。 。 3 1 
・ 7 - 2 富山大学産学連携プロ ジ ェ ク ト 研究助成
趣 旨 ： 富山大学教員が， 社会か ら の 多様 な 要請 に 応 え 課題解決す る た め に， 社会貢献や新産業創
出 を 目 指 し ， 企業等 と の連携 を 視野 に研究 を推進す る 目 的志向型プロ ジ ェ ク ト を支援す る 。
助成件数 ： 3 件以内
助成金 ： 最大800万円／件
選定 ・ 評価委員会の開催
日 時 ： 平成25年 7 月 19 日 幽 13:30～16:30 ; 7 月 29 日 幽 15:30～ 17:30 
場所 ： 地域連携推進機構産学連携部門 会議室
概要 ： 19件の応募に対 し て 審査 し， 3 件 を採択
平成25年度採択研究 ：
1 .  「個のがん免疫治療j に資す る ， がん特異的T細胞受容体の取得お よ び そ の 臨床応用
大学院医学薬学研究部 （ 医学） 教 授 村口 篤
2 . 多発性骨髄腫の治療抗体開発を 目 指 し た産学連携 と や ま モ デノレの構築
大学院医学薬学研究部 （ 医学） 教 授 杉山 敏郎
3 . 印刷 コ ー ト に よ る フ レ キ シ プノレ有機エ レ ク ト ロ ニ ク ス 技術の創製
大学院理工学研究部 （工学） 教 授 岡 田 裕之
中間報告会の開催 （非公開）
日 時 ： 1 1 月 25 日 開） 13 : 30～15 : 30 
場所 ： 地域連携推進機構産学連携部門 研修室
概要 ： 研究代表者 に よ る プ レ ゼ ン発表お よ び質疑応答
最終報告会の 開催 （非公開）
日 時 ： 平成26年 3 月 11 日 ｛刈 13 : 30～15 : 30 
場所 ： 地域連携推進機構産学連携部門 研修室
概要 ： 研究代表者 に よ る プ レ ゼ ン発表お よ び質疑応答
円ノuqJ 
・ 7 - 3 未来技術研究支援 フ ァ ン ド による研究助成
1 . 高圧ジ ェ ッ ト 水流 に よ る 開頭装置の 開発研究
大学院医学薬学研究部 （ 医学） 助 教 柏崎 大奈
2 . 水素吸収 に よ る磁気変化 を利用 し た水素駆動ス イ ッ チ ン グ素子の開発
水素同位体科学研究セ ン タ 一 助 教 赤丸 倍士
3 . 睡眠障害ナノレ コ レ プシ ー に対する 創薬展開の た め の萌芽研究
大学院理工学研究部 （工学） 講 師 金 主賢
4 . 分子 レベノレでの耐酸素 コ ー テ ィ ン グを施 し た 円偏光発光色素 ラ イ プ ラ リ の開発
大学院医学薬学研究部 （薬学） 助 教 伊藤 達哉
5 . 生活習慣病の慢性炎症状態 に着 目 し た創薬シ ー ズの開発
大学院医学薬学研究部 （医学） 客員准教授 長井 良憲
円δqJ 
8 . 技術者育成支援
・ 8 - 1 富山大学技術者育成協議会
1 . 平成25年度第 1 回富山大学技術者育成協議会
日 時 ： 平成25年9月 19 日 側 13 : 00～15 : 00 
場 所 ： 富山大学工学部 大会議室
議 題 ： 1 . H26年度講義構築 に 向 け て の基本的 な 考 え 方
2 .  H26年度次世代ス ー パ ー エ ン ジ ニ ア養成 コ ー ス
3 .  H26年度講義 日 程
4 .  H26年度開講 に 向 け て の ロ ー ド マ ッ プ
5 . そ の他
出 席 者 ： 48名
2 . 平成25年度第 2 回富山大学技術者育成協議会
日 時 ： 平成26年3月 1 5 日 出 1 1 : 30～12 : 30 
場 所 ： パ レ プ ラ ン高志会館 （富山市千歳町1-3-1)
報告事項 ： 1 . 平成25年度受講者状況 に つ い て
2 . 平成26年度募集要項 （ シ ラ パ ス ） に つ い て
議 題 ： 1 . H26年度委員会等の進 め方 と ス ケ ジ ュ ー ノレ に つ い て
2 . そ の｛也
出 席 者 ： 46名
・ 8 - 2 企業中核人材育成事業 一 次世代スーパーエ ンジニア養成 コ ー ス ー
8 - 2 - 1  実施形態
1 .  1 開設趣 旨 並 びに特徴
日 々 変化す る 環境下で試行錯誤 し な が ら 創 り 上 げて き た連続的 イ ノ ベ ー シ ョ ン こ そ が， 日 本企
業の競争的優位 を 支 え る 基盤であ り ， 先端技術の専門性 を 有す る 大学教員 に 加 え ， ビ ジ ネ ス の実
状に詳 し い企業技術者 を加 え た 「地域総がか り j の企業中核人材養成 コ ー ス を開設す る 。 ベ テ ラ
ン技術者 に よ る 企業間の壁 を 越 え た地域技術の集大成 を進めつつ， 先端研究 に携わ る 大学研究者
の基盤科学技術 を有機的 に結合す る こ と で f産業界で必要 と さ れ る 幅広 い知識J と 「専門分野
の深みj を学ぶ こ と がで き る 。
1 . 2 開設 目 的
富山県が二次産業 に従事す る 就労人口 の割合は， 愛知県 と 1 , 2位を争 う モ ノ づ く り 県であ る 。
モ ノ づ く り 県 と し て 更 な る 発展 を維持 し て い く た め に は， コ ア に な る 独 自性の高い技術力 を 持 ち ，
差別化商品 の 開発や生産 を行 え る 技術者の育成が必要不可欠で あ る 。 こ の た め， 本 コ ー ス で は，
「産業技術論J と 「専門技術論j で併せて 1 1 科 目 を開講 し， 技術基盤能 力 の 向 上 と ， 国際競争力
を強化 す る 多面的 な 発想や知識 を持つ意欲的 な技術者の養成 を行 う 。
1 .  3 教育方針
近年加速化 し て い る 高度かっ複雑 な技術の統合に 対応 し う る ， 幅広い基礎学問領域を基盤 と し，
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地域の研究開発や技術力 向 上 を 支 え る 「意欲J ' 「専門性J ' I創造性J ' 「マ ネ ー ジ メ ン ト 能
力 J を有す る 実践 的 な次世代技術者 を養成 す る 。
1 .  4 開設科 目
【産業技術論】
こ の講義 は主 と し て 県 内企業 の キ ャ リ ア エ ン ジ ニ ア が講師 を務め 実社会で活かせ る よ う な実
例 を主体 に講義 す る 。
実践技術経営特論MOT ( 2 単位）
ア ル ミ 加工産業特論 （ 2 単位）
機械 ・ 部品工具産業特論 （ 2 単位）
電気 ・ 電子部品産業特論 （ 2 単位）
医薬製剤産業特論 （ 2 単位）
【専門技術論】
こ の講義 は主 と し て 富山大学の教員が講師 を務め， 大学院 レ ベ ノレの専門的基礎知識 を講義す る 。
機械材料工学特論 I ( 2 単位）
機械材料工学特論 II ( 2 単位）
エ レ ク ト ロ ニ ク ス 工学特論 （ 2 単位）
電子応用技術特論 （ 2 単位）
化学 ・ バ イ オ 工学特論 （2単位）
医薬品製造 プ ロ セ ス 特論 （ 2 単位）
※講師， 会場は都合等で変わ る こ と があ る 。
1 . 5 各科 目 の単位修得
1 ） 科 目 の単位修得は， 出席 (15回中 8 回以上の 出席） 及 び レ ポ ー ト （科 目 に よ り 異 な る ） 等
に よ っ て行 う 。
2 ） 科 目 修 了者が申請 し た場合は， 履修 し た 科 目 毎に単位修得証明書 を発行す る 。
1 .  6 コ ー ス の修 了 と 履修認定
1 ） コ ー ス 修 了 に は， 【産業技術論】 と 【専門技術論】 の科 目 の 中 か ら 5 科 目 10単位以上 を取
得す る こ と が必要であ る 。 但 し 実践技術経営特論MOTの科目 習得は必修 と す る 。
2 ） 所定の単位 （10単位以上） を履修 し た 者 に は， 富山大学 （大学院理工学教育部） が修得単
位の認定 を 行い， 「次世代ス ー パ ー エ ン ジ ニ ア養成 コ ー ス J の修 了 証 を 発行す る 。
3 ） 修了者が， 富山大学の大学院修士課程 に入学 し た場合は， 上記で取得 し た 単位 を修士課程
に お け る修得単位 と し て 合算す る こ と が可能で あ る 。
1 .  7 募集定員
各科 目 と も 募集定員 を設 け て い な い。 但 し， 受講生が少人数の場合 開講 し な い場合があ る 。
2 . 受講手続 き
2 .  1 受講希望調書の提出
パ ン フ レ ッ ト ， ま た は要項 に添付 し て あ る 「受講申込書J を， 郵送， FAX， 又 はE-mail Iこ て 申
し込む。 受講申込書は， (http://www3.u-toyama.ac.jp/manabina／） か ら も ダウ ン ロ ー ド 出来 る 。
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（送付及 び連絡先）
〒930-8555 富山市五福3190
国立大学法人富山大学 地域連携推進機構 産学連携部門
次世代ス ー パ ー エ ン ジ ニ ア養成 コ ー ス 担 当
TEL : 076-445-6943 FAX : 076-445-6939 
E-mail : supereng@ctg.u-toyama.ac.j 
2 .  2 資格審査
1 ） 受講申込書に基づ き ， 富山大学 に お い て 受講生の資格審査 を行 う 。
（募集要項添付の 申 込書 に よ り 簡単 な 資格審査 を行 う 。 必要事項 を も れな く 記載）
2 ） 企業等 か ら 推薦 さ れて 受講す る場合は， そ の 旨 明記す る 。
3 ） 受講希望者が本人 自 身 に よ る 場合， 受講資格の基準 は 以 下 を 目 安 に す る 。
• 4 年制又は そ れ以上の大学 を卒業 し た者
－ 高等学校卒業者 に つ い て は 企業等 で 4 年以上の実務経験 を 有 し て い る 者
・ 高等専門学校又 は短期大学卒業者につ い て は， 2 年以上の実務経験を有 し て い る 者
2 .  3 受講申 し込み期間
平成25年度の受講生募集締め切 り は以下の通 り で あ る 。
1 ） コ ー ス 受講の場合
募集締め切 り 日 は 実践技術経営特論MOTの 開講 日 を 考慮 し て ， 3 月 末 日 ま で と す る 。
（締め切 り 後 も 受 け 付 け る 場合があ る ）
2 ） 特定科 目 の受講の場合
科 目 単位の受講も で き る 。 そ の場合の募集締め切 り 日 は開講 2 週間前 ま で と す る 。
3 ） 受講を許可 し た 受講生 に 対 し て ， 富山大学 よ り 受講証を交付す る。
2 .  4 受講料
開講後， 「受講料振込依頼書J を勤務先の受講生 （ ご本人） 宛 に郵送す る 。
（郵送先 に変更 の あ る 場合 は事前に知 ら せ る ）
2 .  4 .  1 コ ー ス 受講の場合
1 ） 受講料は 148,000円 （ 5 科 目 10単位分） 。
2 )  5 科 目 10単位以上の受講 を希望す る 場合 に は， 別途受講料 1 科 目29,600円 と す る 。
2 .  4 .  2 科 目 受講の場合
1 )  1 科 目 に つ き 29,600円。
2 .  5 開講曜 日 時刻
産業技術論 5 科 目 ， 及 び専門技術論 6 科 目 は下記の時間帯 の 中で開講す る 。
土曜 日 1 限 （9:00～10:30) , 2 限 (10:45～12: 15) , 3 限 （13:00～14:30) , 
4 限 (14:45～ 16: 15) 
2 .  6 講義会場
講義を行 う 教室は， 原則 と し て 富山大学産学連携部門研修室 （ 2 F )  （旧， 地域共同研究セ ン
タ ー ） と す る 。
但 し， 実習， 演習 そ の他の理由 に よ り ， 会場を移動す る こ と があ る 。
ア ク セ ス ： 富山大学産学連携部門 http ://www3. u-toyama. ac.jp/s�mgaku/full_ map.html 
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2 .  7 セ キ ュ リ テ ィ ー カ ー ド
土曜 日 は セ キ ュ リ テ ィ ー上玄関が施錠 さ れて い る 。 開講 日 に セ キ ュ リ テ ィ ー カ ー ド を お渡 し す
る が受講科 目 の最終 日 に返却 を お願い す る 。
（ コ ー ス 受講生の方は最終受講科 目 の最終 日 に返却 を お願す る 。 ）
3 . 受講に 際 し て
3 .  1 受講生の義務
受講生 は， 受講 に あ た り 本学が行 う 教育及 び研究 に支障を き た さ な い よ う に努め て い た だ く と
共 に ， 講義担当教員及び職員の指示 に 従っ て い た だ く 。
3 .  2 受講の停止
受講生が履行義務に違反 し， 本学の秩序 を 乱 し ， 又 は受講生 と し て 相応 し く な い言動が あ っ た
場合， 受講を停止 す る こ と があ る 。 な お， 受講停止の場合であ っ て も 既納の受講料は返還 し な い。
3 .  3 受講生の呼び出 し
授業中 そ の他， 受講生への連絡や呼び出 し に は応 じ かね る 。 ま た， 授業中 は携帯電話の電源を
切 る 。
3 .  4 図書館の利用
受講生 は図書館の利用 が出来 る 。 利 用 の 際は そ の 旨 申 し 出 る 。
3 .  5 福利厚生施設の利用
受講生は売店， 食堂を利用 す る こ と がで き る 。 （通常期）
1 ） 食堂 （図書館の隣 1 階のみ） 11 : 00～13 : 00 
2 ） 購買 （図書館の隣， 1 階及 び学生会館内 チ ュ ー リ ッ プ） 1 1  : 00～ 13 : 00 
3 .  6 損害賠償
受講生が本学の施設， 設備 を破損 し た と き は届 け 出 る 。 そ の損害を賠償 し て 頂 く こ と があ る 。
3 .  7 保険制度
受講生 は， 学生教育研究災害障害保険に加入で き る 。 こ の保険は， ①正課中， ②学校行事中，
①②以外の学校施設外で本学 に 届 け出 た 課外活動 を行 っ て い る 聞 に生 じ た急激かっ偶発な 外来事
故， 通学中の事故及び学校施設等相互間の移動中 に身体 に 障害 を被っ た場合に保険が支払わ れ る
制度であ る 。 加入 を希望 す る 場合は， 窓 口 （富山大学工学系支援グルー プ教務担当 ） に て手続き
を行 う 。
3 .  8 通学方法
キ ャ ン パ ス は駐車ス ペ ー ス が少 な い の で， で き る だ け公共の交通機関 を利用 す る 。
駐車 に関す る ト ラ プノレ や 自 動車事故が起 き た場合， 本学では責任を負わ な い。
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8 - 2 - 2 時間割表
土 1 限 目 （9:00～10:30) 2 限 目 （10:45～12:15) 3 眼 目 （13:00～14:30) 4 眼 目 （14:45～16: 15) 
4 月 13 日 ① M O T  ② M O T  ③ M O T  ④ M O T  
4 月 20 日 ⑤ M O T  ⑤ M O T  ⑦ MO T  ③ M O T  
4 月 27 日 ⑨ M O T  ⑩ M O T  ⑪ M O T  ⑫ M O T  
5 月 1 1 日 ⑬ M O T  ⑭ M O T  ⑮ M O T  
5 月 18 日 ① 機械材料 I ② 機械材料 I ① ア ル ミ 加工産業 ② ア ノレ ミ 加工産業
5 月 25 日 ③ 機械材料 I ④ 機械材料 I ③ ア ノレ ミ 加工産業 ④ ア ノレ ミ 加工産業
6 月 1 日 ⑤ 機械材料 I ⑥ 機械材料 I ⑤ ア ノレ ミ 加工産業 ⑥ ア ノレ ミ 加工産業
6 月 8 日 ⑦ 機械材料 I ③ 機械材料 I ⑦ ア ノレ ミ 加工産業 ③ ア ノレ ミ 加工産業
6 月 15 日 ⑨ 機械材料 I ⑩ 機械材料 I ⑨ ア ノレ ミ 加工産業 ⑩ ア ル ミ 加工 産業
6 月 22 日 ⑪ 機械材料 I ⑫ 機械材料 I ⑪ ア ノレ ミ 加工産業 ⑫ ア ノレ ミ 加工産業
6 月 29 日 ⑫ 機械材料 I ⑭ 機械材料 I ⑬ ア ノレ ミ 加工産業 ⑭ ア ノレ ミ 加工産業
7 月 6 日 ⑮ 機械材料 I ⑮ ア ノレ ミ 加工産業
7 月 13 日 ① 機械材料 H ② 機械材料 H ① 機械部品工具産業 ② 機械部品工具産業
7 月 20 日 ③ 機械材料 H ④ 機械材料 H ③ 機械部品工具産業 ④ 機械部品工具産業
7 月 27 日 ⑤ 機械材料 H ⑥ 機械材料 H ⑤ 機械部品工具産業 ⑥ 機械部品工具産業
8 月 3 日 ⑦ 機械材料 E ③ 機械材料 H ⑦ 機械部品工具産業 ③ 機械部品工具産業
8 月 10 日 ⑨ 機械材料 H ⑩ 機械材料 H ⑨ 機械部品工具産業 ⑩ 機械部品工具産業
8 月 24 日 ⑪ 機械材料 H ⑫ 機械材料 日 ⑪ 機械部品工具産業 ⑫ 機械部品工具産業
8 月 31 日 ⑬ 機械材料H ⑭ 機械材料 H ⑬ 機械部品工具産業 ⑭ 機械部品工具産業
9 月 7 日 ⑮ 機械材料 H ⑮ 機械部品工具産業
9 月 14 日 ① エ レ ク ト ロ ニ ク ス工学 ② エ レ ク ト ロ ニ ク ス工学 ① 電気電子部品産業 ② 電気電子部品産業
9 月 21 日 ③ エ レ ク ト ロ ニ ク ス工学 ④ エ レ ク ト ロ ニ ク ス工学 ③ 電気電子部品産業 ④ 電気電子部品産業
9 月 28 日 ⑤ エ レ ク ト ロ ニ クス工学 ⑥ エ レ ク ト ロニク ス工学 ⑤ 電気電子部品産業 ⑥ 電気電子部品産業
10 月 5 日 ⑦ エ レ ク ト ロ ニクス工学 ③ エ レ ク ト ロ ニク ス工学 ⑦ 電気電子部品産業 ③ 電気電子部品産業
1 0月 12 日 ⑨ エ レ ク ト ロ ニ ク ス工学 ⑪ エ レ ク ト ロ ニクス工学 ⑨ 電気電子部品産業 ⑩ 電気電子部品産業
1 0月 19 日 ⑪ エ レ ク ト ロ ニ ク ス工学 ⑫ エ レ ク ト ロ ニ クス工学 ⑪ 電気電子部品産業 ⑫ 電気電子部品産業
1 0月 26 日 ⑬ エ レ ク ト ロ ニ ク ス工学 ⑭ エ レ ク ト ロニク ス工学 ⑬ 電気電子部品産業 ⑪ 電気電子部品産業
1 1 月 2 日 ⑮ エ レ ク ト ロニク ス工学 ⑮ 電気電子部品産業
1 1 月 9 日 ① 電子応用 ② 電子応用 ① 医薬製剤産業 ② 医薬製剤産業
1 1 月 16 日 ③ 電子応用 ④ 電子応用 ③ 医薬製剤産業 ④ 医薬製剤産業
1 1 月 23 日 ⑤ 電子応用 ⑥ 電子応用 ⑤ 医薬製剤産業 ⑥ 医薬製剤産業
1 1 月 30 日 ⑦ 電子応用 ③ 電子応用 ⑦ 医薬製剤産業 ③ 医薬製剤産業
12 月 7 日 ⑨ 電子応用 ⑩ 電子応用 ⑨ 医薬製剤産業 ⑩ 医薬製剤産業
12 月 14 日 ⑪ 電子応用 ⑫ 電子応用 ⑪ 医薬製剤産業 ⑫ 医薬製剤産業
12月 21 日 ⑬ 電子応用 ⑬ 電子応用 ⑬ 医薬製剤産業 ⑭ 医薬製剤産業
1 月 11 日 ⑮ 電子応用 ⑮ 医薬製剤産業 ⑮ 医薬製剤産業
1 月 18 日 ① 化学バ イ オ工学 ② 化学 バ イ オ工学 ① 医薬品製造 ② 医薬品製造
1 月 25 日 ③ 化学 バ イ オ工学 ④ 化学 バ イ オ 工 学 ③ 医薬品製造 ④ 医薬品製造
2 月 1 日 ⑤ 化学 バ イ オ工学 ⑥ 化学 バ イ オ工学 ⑤ 医薬品製造 ⑥ 医薬品製造
2 月 8 日 ⑦ 化学バ イ オ 工学 ③ 化学バイ オ工学 ⑦ 医薬品製造 ③ 医薬品製造
2 月 15 日 ＠ 化学 バ イ オ 工 学 ⑩ 化学バ イ オ 工 学 ⑨ 医薬品製造 ⑮ 医薬品製造
2 月 22 日 ⑪ 化学 バ イ オ 工 学 ⑫ 化学 バ イ オ 工学 ⑪ 医薬品製造 ⑫ 医薬品製造
3 月 1 日 ⑬ 化学 バ イ オ 工学 ⑭ 化学バ イ オ 工 学 ⑬ 医薬品製造 ⑭ 医薬品製造
3 月 8 日 ⑮ 化学 バ イ オ工学 ⑮ 化学 バ イ オ工学 ⑮ 医薬品製造
3 月 15 日 修 了 式
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［産業技術論］ 実践技術経営特論M O T
授業科目名 実践技術経営特論MO T ーマ ー ケ テ イ ン グか ら リ ス ク ヘ ッ ジ ま でー
科目コーディネーター 富山大学 経済学部経営学科 教授 清家彰敏
所属・役聴・氏名 富山大学 名誉教授 城石昭弘
区 分 ス ー パ ー エ ン ン ジ ニ ア 養成 コ ー ス 授業種別 大学院修士課程実践教育特別講義科目
対象所属 理工学教育部
4月 － 5 月 土曜日 1 , 2 ,  3 ,  4 限 対象学年 社会人技術者， 大学院生
開講日程 (9:00～16: 15) 単 位 数 2 単位
逮鎗知研究室， 電話醤号， 電子メ ール等） ・ ｜ 産学連携部門 （TEL076－叫5-6943) , SU阿eng@ctg.u-toyama.ac.jp
授業のね ら いと カ リ キ ユ ラム上の位置付け
本講座では企業 に お け る 技術経営， 事業企画， 収益計画， 事業規模 と マ ー ケ テ イ ン グ， ペ ン チ ャ ー ， 企業倫理や
企業統治 の あ り 方 につ い て 実践的 な議論を展開す る 。 本講座では意思決定や技術の評価， 事業戦略策定に 於 け る
業務ス キ ノレ等を習得し， 実際の業務に提供す る場合の考 え 方 を議論す る 。
達成田練
1 ） 企業経営 に お け る 社会的責任， 技術管理の方法 に つ い て 理解を深め る 。
2 ） コ ス ト の構成 と コ ス ト 削減意識を高め， 経理計算の基本的考え 方 を 習得す る 。
3 ） 技術動向予測 と 新規事業創出の為の方法論を学ぶ。
4 ） 事業に関わ る 適用法規や コ ン プ ラ イ ア ン ス 経営の考え方 を学ぶ。
ピ ジ ネ ス モ デノレの考 え 方 と M O T の新動向 を実務に生かす方法につ い て 考 え る 。
講師の紹介
第 1 回， 2 回 （ 4 /13 9:00～12:15) 清家 彰敏氏 （富山大学経済学部経営学科教授）
筑波大学大学院経営政策科学研究科卒。 専門は中国経済， 経営戦略， 組織論。 著曾 「 日 本型組織関係のマ
ネ ー ジ メ ン ト j イ也。
第 3 回 （ 4 /13 13:00～14:30) 村上 哲氏 （ ア イ シ ン 軽金属側専務取締役）
名古屋工業大学卒。 ア イ シ ン軽金属胸入社， 富山大学大学院博士後期課程修了， 工学博士， ア イ シ ン軽金
属附取締役技術管理部長， 経営企画部長， マ ー ケ ッ テ ン グ部長， 技術開発研究所長 を経て現職， 富山大学
客員教授， 軽金属学会小山 田 記念賞， 日 本塑性加工学会技術開発賞受賞
第 4 回 （ 4 /13 14:45～ 16:15) 斉藤 潤二氏 （立山科学工業（株）技術本部特命プロ ジ ェ ク 卜 担当 ）
富山大学卒。 立 山 マ シ ン入社， 同社マ レ ー シ ア 出 向， 立山科学 グルー プ先進技術開発セ ン タ ー取締役セ ン
タ 一長， 立山科学工業側技術本部取締役副本部長 を経て現職 富山大学客員教授
第 5 回 （ 4 /20 9 :00～10:30) 大谷 渡氏 （ Y K K （株）取締役副社長 工機技術本部長）
第 6 回 （ 4 /20 10:45～12: 15) 金山 宏明氏 （ カ ナ ヤ マ マ シ ナ リ ー側 代表取締役社長）
第 7 回 （ 4 /20 13:00～14:30) 斉藤 潤二氏 （立山科学工業（株）技術本部特命プロ ジ ェ ク ト 担当）
第 8 回 （ 4 /20 14:45～ 16: 15) 大森 実氏 （ ア ノレ ピス 側 代表取締役社長）
第 9 回 （ 4 /27 10:45～ 12: 15) 橋本 久義氏 （政策研究大学院大学 名 誉教授， 客員教授）
東京大学卒 通商産業省 （現在， 経済産業省） 入省 機械情報産業局鋳鍛造課長、 中小企業庁 技術課
長， 立地指導課長， 工業技術院総括研究開発官， 埼玉大学教授（政策科学研究科） を経て 政策研究大学院大
学教授 （現在， 名 誉教授） ， 龍谷大学客員教授
第10, 11回 （ 4 /27 9:00～16:15） 村上 哲氏 （ ア イ シ ン軽金属 （株）専務取締役）
第12回 （ 5 /11 9:00～10:30) 岡田 秀一氏 （附NTTデー タ 経営研究所顧問）
東京大学卒。 ハ ー バ ー ド大学ロ ー ス ク ー ノレ終了（LLM）、 通産省入省。 機械情報産業電子政策課長， 大臣
官房参事官， 総理大臣秘書官， 経済産業審議官 を 経 て 、 平成25年NTTデー タ ー経営研究所顧問に就任。
現在 に 至 る
第13回 （ 5 / 1 1  10:45～12:15) 南雲 弘之氏 （ 日 本セ ッ ク 側 代表取締役会長）
第14, 15回 （ 5 /11 13:00～16:15） 黒 田 浩行氏 （パナ ソ ニ ッ ク側オー トモーテ ィ プ＆インダス ト リ アルシステムズ社
セ ミ コ ン ダク タ 一事業部 モ ノ づ く り 価値創造戦略担当）
キ ー ワ ー ド M O  T ， 事業企画， コ ン プラ イ ア ン ス ， サ プ ラ イ チ ェ ー ン， 産業政策
教 科 ． 等 「富山大学MO T 教本j
成績評価方法 出席 と レ ポ ー ト
備 考
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実践技術経営特論MOT ： 授業計画 （講義内容， 開講予定 日 ， 講師）
回 主題と位置付け 学習方法と内容（開催日時， 担当）
－ 産業構造の変革 と ビ ジ ネ ス パ ラ ダ モ ノ づ く り に 関 す る 狭義 の M 0 T を拡張 し ， 商品か ら の マ ー ケ ッ ト
1 イ ム の変化 情報やサ ー ピ ス 等 を含む新規 な M 0 T を定義 し， 創 出 すべ き ピ ジ ネ
2 － 仮想社会 と ピ ジ ネ ス と シ ミ ュ レ ー ス モ デノレ を シ ミ ュ レ ー シ ョ ン し て グ ロ ー パノレな 事業戦略構築に役立シ ョ ン て る 。
( 4 /13 : 9 :00～12:15) （消家）
・ モ ノ づ く り に 於 け る サ プ ラ イ モ ノ づ く り に お け る サ プ ラ イ チ ェ ー ン マ ネ ー ジ メ ン ト の現状 と と ，
3 チ ェ ー ン マ ネ ー ジ メ ン ト リ ス ク 対応力 と 競争力 を 両立す る サ プ ラ イ チ ェ ー ン の再構築 に つ い
( 4 /13 : 13:00～14:30) （村上） て述べ る 。
－ 新規事業企画の推進 と 課題 新規事業企画の進め方や研究戦略策定の考え方及び研究管理手法に
4 ( 4 /13 14:45～16: 15) （斉藤） つ い て 述べ る と 共 に新規事業制 出 に お け る 各ス テ ー ジ の管理手法の
要点や産学官連携 につ い て 概説す る 。
5 － 会社経営 と 技術管理 経営者の立場か ら ， 組織論 と 機能， 意志決定 プ ロ セ ス ， 経営資源の( 4 /20 9 :00～10:30) （大谷） 活用， 経営戦略の考え方， リ ス ク ヘ ッ ジの考え方につ いて述べ る 。
－ 長寿社会 に於 け る 付加価値創造 と 長寿社会を迎え る に 当 た っ て ， ピ ジ ネ ス の在 り 方 は大 き く 変わ ろ う
M O T  と し て い る 。 特 に 製進 業 が海外移転を加速せ ざ る を 得 な い 状況下
( 4 /20 10:45～12: 15) （金山） で， 圏内での 「 モ ノ づ く り j は ど こ へ向 か う べ き な の か が大 き な課
6 題であ る 。 当社が長年取 り 組ん で き た事業内容を紹介 し， 今 ま での価値観を検証 し つ つ ， こ れか ら 長寿社会へ向か つ て ， 望 ま れる 本 当
の付加価値 と は 何 か を 考察 し ， そ の 価値を ど の 様 に 具現化 し ， 製
造 ・ 販売 を す る ま でに 至 っ た の か弊社が経験 し て き た福祉機器開発
を参考に， MOTの観点か ら概説す る 。
・ 高齢者社会に お け る ニ ュ ー ピ ジ ネ 高齢者を支 え る エ ュ ー ピ ジ ネ ス の創 出 と 先端事例 に つ い て述べ る 。
ス と M O T  平成の大合併， 国庫補助の停止， 介護 ・ 医療保険な ど の社会保障制
( 4 /20 13:00～14:30) （斉藤） 度 の 改正 ・ 再編 な ど高齢者 を 取 り 巻 く 環境 は激変 し， 施設介護 か ら
7 在宅介護 そ し て 自 立へ と 転換が迫 ら れて い る 。 本講義では高齢者の
ニ ー ズ に応 え る サ ー ピス を事業化す る た め に必要な手法， 技術， 仕
組み， ポ イ ン ト に つ い て ， 立山 シ ス テ ム 研究所が行 な っ て い る 福祉
事業で説明 す る 。
－ 販売 に 於け る サ プラ イ チ ェ ー ン マ 消費者 と 直結 す る 「小売業j の現場では何が行われて い る の か ？ 身
ネ ー ジ メ ン ト 近な業態 「食品 ス ー パ ーj を題材に， 川 下 か ら 逆 に 眺 め た サ プ ラ イ
ース ー パ ー マ ー ケ ッ ト の例一 チ ェ ー ン マ ネ ジ メ ン ト を解説。 製造業 と は全 く 異 な る 視点、 を学べる
8 ( 4 /20 14:45～16:15) （大森） 講義 と し た い。
1 ） 食品 ス ーパ ー に と っ て の シ ェ ア と は ？
2 ） 店の 中での ジ ャ ス ト イ ン タ イ ム が重要 ！
キ ー ワ ー ド は ＜ 製品 ＞ と ＜ 商 品 ＞ の分離， 区別
－ 起業化思考 と そ の展開手法 日 本経済の強み と ， そ の 中 に お け る 起業 の 可能性， ま た そ れ を発展
9 ( 4 /27 10:45～12:15) （橋本） さ せ て い く た め の 手 法 に つ い て ， 実例 を あ げな が ら わ か り やす く 解
説す る 。
10 － 事業展開 と 適用法規 1 新規事業や新商品展開 に 際 し て遭守すべ き 様 々 な法規 と 主要規定を
11 － 事業展開 と 適用法規 2 説明す る 。 製品品質を保証 す る 観点 か ら も コ ン プ ラ イ ア ン ス 経営の( 4 /27 13:00～16: 15) （村上） 重要性 に つ い て 述べ る 。
1 2  · Global時代の産業政策 と 経営 Global時代 を迎え て 日 本の新規な産業政策を議論 し 新規 な ビ ジ ネ ス( 5 /11 9:00～10:30) （岡田） の創 出 に 向 けて の問題意識を共有 す る 。
－ 起業戦略事例 起業 す る 前 に 考 え て お く こ と （行動 も 含 め） や起業 し て か ら考え続
13 ( 5 /1 1  10:45～ 12:  15) （南雲） け る 事 （戦略・戦術） を 自 ら の起業経験に基づ い て （成功 ・ 失敗の事
例） 述べ， 起業は楽 し い ・ ・ ・ を伝 え た い。
・ 開発時の原価管理 （商品管理， 製 技術者が知 っ て お かねばな ら な い利益管理 に つ い て 述べ る 。 特 に 開
14 進管理， 利益管理） 発時の原価管理及び営業品 （上市品） の間接費の負担を含む総原価
15 ・ 営業 品 の総原価 と 間接費（営業， の成 り 立 ち に つ い て 考察 す る 。本社費， 償却等）
( 4 /27 9:00～12:15) （黒田）
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［産業技術論］ ア ル ミ 加工産業特論
授業科目名 ア ル ミ 加工産業特論
科目コーディネーター Y K K  A P 附 開発本部 開発推進室長 森本 重 久
所属・役聡・氏名 三協立 山 ア ノレ ミ 附 技術開発統括部 技術開発部部長 向 山 準ア イ シ ン 軽金属側 専務取締役 村上 哲
分 ス ー パ ー エ ン ン ジ ニ ア 養成 コ ー ス 授業種別 大学院修士課程笑践教育特別講義科目区
対象所属 理工学教育部
5 月 一 7 月 土曜 日3, 4限 対象学年 社会人技術者， 大学院生
開講日程 (13 : 00～16 : 15) 単 位 数 2 
連結先（研究室， 電話番号， 電子メール等） ｜ 産学連携部門 （Tel:076-44ふ似3) , Mail:s叩
授業のね ら いと カ リ キ ユ ラム上の位置付け
－ 産業の発展経緯 と 確立 さ れ た 固有の技術 に 対 す る 理解を深め る こ と
－ 専門分野の深い知識 ・ 能力 に加え， 他の技術分野の知識 を深め る こ と
－ 技術全体 を 見渡 し， 複眼的視点 か ら 技術の価値を見出す能力 の 習得
達成目標
富山県は我が国最大の ア ノレ ミ 加工産業集積地域であ り ， 主要各社の業容の発展経緯 と そ の 聞 の 主要な開発技術に
つ い て理解を深め る 。 講義 は企業技術者 （ キ ャ リ ヤ ー エ ン ジ ニ ア総勢13名） が オ ム ニ パ ス 方式で分担す る 。 見識
豊かな次世代の産業技術者 と し て の 育成 を 図 る 。
講師の紹介
第 1 回 ( 5 /18 13:30～15:00） 島 勲氏 （高岡 ア ノレ ミ 懇話会会長， （元） 三協立山 ア ル ミ 側 副社長）
第 2 回 ( 5 /18 15:15～16:45） 竹田 昭彦氏 （ Y K K A P 鮒 専門役員
営業本部 ピ ノレ建材第一事業部cwデザイ ン統括）
第 3 , 4 回 （ 5 /25 13:00～ 16:15） 谷畑 弘之氏 （ Y K K A P 側 生産本部素材技術部 技術企画室長）
第 5 回 ( 6 /  1 13:00～ 14:30） 南 隆雄氏 （三協立山 ア ノレ ミ 附 技術開発統括部
技術開発企画部 商品企画課）
第 6 回 ( 6 /  1 14:45～16: 15） 字野 清文氏 （＝協立山 ア ノレ ミ 脚 技術開発統括部
技術開発部 素材開発課 課長）
第 7 回 ( 6 / 8  13:00～14:30） 浅井 吉夫氏 （武内 プ レ ス 工業側 技術開発本部 第二技術開発部部長）
第 8 回 ( 6 / 8  14:45～16: 15） 玉置 雄一氏 （ 日 本軽金属鮒 名古屋工場 技術室 謀長）
第 9 ' 10回 （ 6 /15 13:00～16:15） 刑部 F背人氏 （ ア イ シ ン軽金属鮒 技術開発研究所 ・ 所長）
第 1 1 回 ( 6 /22 13:00～14:30） 木村 健氏 （脚Tan-ei-sya 品質保証部長）
第12回 ( 6 /22 14:45～ 16: 15） 大久保昌治氏 （胸住軽 日 軽エ ン ジ ニ ア リ ン グ 設計技術部 課長）
第13回 ( 6 /29 13:00～14:30） 鈴木 健太氏 （ 日 本軽金属附 グルー プ技術セ ン タ ー研究貝）
第14回 ( 6 /29 14:45～ 16: 15） 堀 久司氏 （ 日 本軽金属附 技術開発 グルー プ
接合加工 グルー プマ ネ ー ジ ャ ー ）
第15回 ( 7  / 6  13:00～14：・30） 村上 哲氏 （ ア イ シ ン軽金属側 専務取締役）
精錬， 溶湯処理， 鋳造， 押 出 し， 圧延加工， 表面処理， 防食技術， 按雑形状加工， ダイ キ ャ ス ト ，
キ ー ワ ー ド 曲 げ加工， 深絞 り ， D I ， 衝撃押 出 し加工， 鍛造， 溶接， ろ う 付 け， 固相接合， エ ネ ノレギー，
環境， ヒ ー ト シ ン ク
成績評価方法 レ ポ ー ト （各講師毎に）
備 考 ＊ 工場見学の開催 日 時は別途連絡
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ア ノレ ミ 加工産業特論 ： 授業計画 （講義内容， 開講予定 日 ， 講師）
回 主題と位置付け 学習方法と内容（開催 日 時， 担当）
－ ア ノレ ミ 加工産業概要一発展経緯一 － 富山県の主要な産業 と し て 発展 し て き た ア ル ミ 加工産業各社の事
( 5 /18 13:30～15:00) （烏） 業拡大 と 発展経緯 と ア ル ミ 加工技術産業規模の全容 に つ い て概説
す る 。
・ ア ル ミ 二 ウ ム 加工技術の建材産業 ・ ピノレ に 求 め ら れ る デザ イ ン性及 ぴ環境配慮 な どの機能性 に 関 し て
への展開 ピノレ建材への取組み 難易度が高 ま っ て き て お り ， そ の 実現 に 向 け様 々 な工夫 と 検証 が
2 ー カ ー テ ン ウ オ ー ノレデザイ ン か ら 必要 と な る 。 カ ー テ ン ウ ォ ー ノレの設計を通 し て ア ル ミ 建材 に 求 め
の ア ノレ ミ 建材への展開事例一 ら れ る 性能 ・機能につい て 開発事例を紹介 し な が ら解説す る 。
( 5 /18 15:15～ 16:45) （竹田）
・ 展伸用 ア ノレ ミ ニ ウ ム 合金の特性 と ・ 建材や 自 動車 に 広 く 用 い ら れ る ア ル ミ ニ ウ ム 合金の特性 に つ い て
溶湯処理技術 概説 し， そ の製品品質に大 き く 影響す る 均質化処理， 溶湯処理に
3 ( 5 /25 13:00～ 14:30) つ い て 改良事例 を 交 え 述べ る 。 ま た ア ノレ ミ 建材等 に 用 い ら れて い
4 － 押 出用 ア ノレ ミ ニ ウ ム 合金の特性 と る押出形材 に は品質， コ ス ト も 含 め様々 な特性が要求 さ れる 。 こ
押出技術 れ ら を ク リ ア す る た め の 材料技術， 押出技術 に つ い て 開発事例 を
( 5 /25 14:45～16: 15) （谷畑） 述べる。
－ ア ノレ ミ 建材 に お け る ア ー ル 曲 げ加 ・ ア ル ミ 建材の ア ー ノレ 曲 げ加工技術 に つ い て ， 加工技術の種類や特
5 工技術 と 商品開発事例 徴， 製造方法 を商品開発事例 と と も に述べる。
( 6 /  1 13・：00～14:30) （南）
－ ア ル ミ ニ ウ ム の表面処理技術 － ア ル ミ ニ ウ ム は表面処理を行 う こ と で， 耐久性向上 の み な ら ず，
6 ー ア ノレ ミ 建材への意 匠 と 多 彩 な 意 匠 ・ 様 々 な機能を付加 す る こ と が で き る 。 陽極酸化処機能の付加一 理 ・ 塗装 を は じ め と す る 表面処理 に つ い て ア ル ミ ニ ウ ム 建材を例
( 6/ 1 14:45～16: 15) （宇野） に技術の概略 と 開発事例 を述べ る 。
• D I (drawing & iron
概
in
要
g）技術並び · D  I 加工の概要 と 実際 に ア ル ミ 飲料缶の製造に本法を採用 し て ，
7 に衝撃押出 し加工の と 商品 開 そ の技術確立 に 至 っ た経緯につ い て 概説す る と 共 に ， 衝撃押 出 し発事例 加工を用い た製品開発事例 に つ い て述べ る 。
( 6 / 8  13:00～ 14:30) （浅井）
8 － ア ノレ ミ ニ ウ ム 合金の圧延加工技術 － 肉厚板材 か ら 箔 に 至 る 様 々 な厚み の ア ノレ ミ ニ ウ ム 合金板材の圧延( 6 / 8  14:45～ 16: 15) （玉置） 加工について， 技術開発経緯 と 課題につ いて概説す る 。
－ ア ノレ ミ ダイ キ ャ ス ト 技術の概要 と － ア ノレ ミ ダイ キ ャ ス ト 自 動車部品 は 特 に 気密性や強度 な どの要求品
自 動車部品開発事例 質が重視 さ れ る 。 本稿で は ダ イ キ ャ ス ト の概説 と 鋳造 シ ミ ュ レ ー
9 － 押 出 し技術及 び そ の周辺技術概要 シ ョ ン か ら モ ノ づ く り ま で一気通貨で高品質化 に 取 り 組んだ事例
10 と 自 動車部品開発事例 を述べ る 。
( 6 /15 13:00～ 16: 15) （刑部） ・ 自 動車部品製造で は多種多様 な 品質要求 を ク リ ア す る こ と が必要
で あ る 。 材料への添加元素の検討 に よ る 合金開発に始 ま り ， 製 品
設計か ら 工法 ま での技術開発に 取 り 組んだ事例 に つ い て述べ る 。
－ ア ノレ ミ ホ イ ー ノレ製進 と 新製品開発 － 軽合金製 自動車ホ イ ー ノレ製造 に お け る 開発～量産製造の流れ， 主
1 1  事例 要製法であ る 鍛造 ＆塑性加工 を 中心 と し た工程概要 と 特徴の解説( 6 /22 13:00～ 14:30) （木村） と そ の技術 を 生 か し た異業種製品への取 り 組み事例 に つ い て 述べ
る 。
－ ア ル ミ ニ ウ ム材料の エ ク ス テ リ ア － ア ノレ ミ の 素材特性 に 着 目 し た 建築 ・ 土木構造部材 の 開 発 に つ い
12 及 び構造材への展開 て ， 立体 ト ラ ス ， 耐震補強， ア ノレ ミ 拡幅床版， 橋梁用車両防護柵
( 6 /22 14:45～ 16:15) （大久保） の各工法開発内容 と そ の設計施工実施例 を概説す る 。
・ ア ノレ ミ ニ ウ ム の接合加工 I ・ ろ う 付 け の利点は強度 と 気 密 に 優 れ た 継 ぎ手 を 迅速 に ， 低価格
13 一ろ う 付 け技術 と 製品への応用一 で， 同時に多数を接合出来 る こ と であ る 。 そ の技術の概要 と 自 動
( 6 /29 13:00～ 14:30) （鈴木） 車用熱交換器等への応用 に つ いて述べる
－ ア ノレ ミ ニ ウ ム の接合加工 rI ー 固相 ・ 固相接合 に つ い て概説の後， FW(friction welding） を適用 し た サ ス
14 接合技術の活用 に よ る ア ノレ ミ ニ ウ ペ ン シ ョ ン， FSW(friction stir welding）を活用 し た， 各種アル ミ ニム製品の開発事例一 ウ ム 製品及びFAB( friction acoustic bonding） に よ るAl/Cu製 ヒ ー ト
( 6 /29 14:45～ 16: 15) （堀） シ ン ク に つ い て 説明 す る 。
－ 技術経営 か ら 見 た ア ノレ ミ 加工産業 － 経営者か ら 見 た ア ノレ ミ 加工産業の将来性 と 克服 す べ き 技術課題に
15 の将来性 に つ い て つ い て ， エ ネ ノレギー， 環境， コ ス ト の面 か ら 考察す る 。
( 7 /6 13:00～ 14:30) （村上）
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牢 こ れ ま での 【 ア ル ミ 加工の工場見学 コ ー ス （実習） 】
22年度 ： 武内 プ レ ス 工業側， Y K K  A P 鮒 黒部事業所
23年度 ： 三協マ テ リ ア ノレ側， ア イ シ ン軽金属側， ワ シ マ イ ヤ ー側， 宮越工芸側
24年度 ： 武内 プ レ ス鮒 ・ Y K K  A P 側
25年度 ： ア イ シ ン軽金属鮒， 富山住友電工側， 三協立山側 三協マ テ リ ア ノレ社 新湊東工場，
側T A N - E I - S Y A 
［産業技術論］ 機械 ・ 部品工具産業特論
授業科目名 機械 ・ 部品工具産業特論
． 
科目コーディネーター 側不二越 開発本部 開発企画部長 吉野一郎
所属・役磯・氏名 立山マ シ ン鞠 技術担当取締役 能島信行
コ マ ツ N T C 附 標準開発部 部長 長谷川靖夫
分 ス ー パ ー エ ン ジ ニ ア養成 コ ー ス 授鎌穂別 大学院修士課程笑践教育特別講義科目区
対象所属 理工学教育部
7 月 － 9 月 土昭 日3, 4限 対象学年 社会人技術者， 大学院生
開講日程 (13:00～16:15) 単 位 数 2 
連s先｛研究室， 電話醤号， 電子メール等） ｜ 産学連携部門 （Tel:076-44ふ6943) Mail:supereng@ctg.u-toy白百a.ac.jp
授業のねらいと カ リ キ ユ ラム上の位置付け
－ 産業の発展経緯 と 確立 さ れた 固有の技術 に 対す る 理解を深め る こ と
－ 専門分野の深い知識 ・ 能力 に加え， 他の技術分野の知識を深め る こ と
－ 技術全体を見渡 し ， 被眼的視点 か ら 技術の価値 を 見出す能力 の習得
達成目標
富山県の主要 な機械 ・ 部品工具産業 に お け る 企業技術者 （ キ ャ リ ア エ ン ジ ニ ア総勢1 1 名 ） が講師 と な り ， 技術開
発 の 事例 を 述 べ る こ と に よ り ， 確立 さ れた コ ア テ ク ノ ロ ジ ー と そ れ に基づ く 産 業 の 発展経緯 を よ り 深 く 理解 す
る 。 地域に於 け る 人材育成が産業基盤を支 え る こ と の重要性 に つ い て 自 ら 認 識 し ， 意欲的で見識豊か な次世代の
産業技術者 と し て 育成 す る 。
講師の紹介
第 1 回 ( 7 /13 14:00～15:30) 熊野 和夫氏 （鋤北陸経済研究所 産業調査グルー プ主任研究員）
神 田 信一氏 （働北陸経済研究所 地域開発調査部担当）
第 2 回 ( 7 /13 15:45～ 17:15) 堀 功氏 （側不二越 工具事業部長 取締役）
第 3 回 ( 7 /20 13:00～14:30) （向上）
第 5 回 ( 7 /20 14:45～16:15) 森川 均氏 （ 田 中柑密工業側 執行役貝 施設管理部 部長）
第 5 ' 6 回 （ 7 /27 13:00～16: 15) 村井 史郎氏 （ コ マ ツ N T C 側 標準開発部部長）
第 7 , 8 回 （ 8 / 3 13:00～16:15) 中谷 正雄氏 （附ス ギ ノ マ シ ン 新規開発部 技術顧問）
第 9 . 10回 （ 8 /10 13:00～16:15) 野口 康博氏 （ Y K K側 工機技術本部 製造技術開発部
プロ ジ ェ ク ト エ ン ジ ニ ア ）
第 1 1, 12回 （ 8 /24 13:00～16: 15) 吉田 潤二氏 （ 日 本高周波鋼業側 富山製造所 技術部
担当部長 （ 名 古屋駐在） ）
第13回 ( 8 /31 13:00～14:30) 岩井 学氏 （富山県立大学 工学部知能 デザイ ン工学科講師）
第14回 ( 8 /31 14:45～ 16: 15) 植松哲太郎氏 （富山県立大学 名 誉教授）
第15回 ( 9 / 7  13:00～ 14:30) 杉野 高広氏 （ コ マ ツ N T C 鮒 常務執行役員）
キ ー ワ ー ド 工具， 旋削， 研削， 切削， シ ス テ ム ， 画像処理， 工作機械， 高圧水切削， 熱処理， 硬質加工材，超硬合金， ウ ォ ー タ ー ジ ェ ッ ト ， マ シ ニ ン グセ ン タ ー， レ ー ザー加工機， 放電加工
履修上の注意
教科． ・ 参考．等
成繊評価の方法 出席回数， レ ポ ー ト （各講師毎 に 異 な る ）
関連科目
備 考 ＊ 工場見学の開 催 日 時は別途連絡
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機械 ・ 部品工具産業特論 ： 授業計画 （講義内容， 開講予定 日 ， 講師）
回
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10 
1 1  
12 
13 
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主題と位置付け
（開催 日時， 担当）
－ 機械工具産業の歴史的変遷 と そ の
発展経緯 に つ い て
( 7 / 1 3  14:00～15:30) 
（熊野 ・ 神田 ）
－ 機械工具の発達 と 最新の工具開発 I
( 7 /13 15:45～17:15) 
－ 機械工具の発達 と最新の工具開発 H
( 7 /20 13:00～ 14:30) （堀）
－ 研削加工の概要 と 研削加工開発事
�J 
( 7 /20 14:45～16:15) （森JI I )  
－ 自 動車の量産加工設備の変遷 と 開
発事例
－ 精密 マ シ ニ ン グセ ン タ ー及 び ワ イ
ヤ ー ソ ー の紹介
( 7 /27 13:00～16: 15) （村井）
－ ウ ォ ー タ ー ジ ェ ッ ト に よ る 加工の
原理 と 特徴
－ ウ ォ ー タ ー ジ ェ ッ ト 切断装置 と そ
の応用例
( 8 / 3  13:00～16: 15) （中谷）
• F A シ ス テ ム構築の考 え 方 I
－制御機器の活用 と
コ ン ピ ュ ー タ ー シ ス テ ム ー
. F A シ ス テ ム構築の考え 方 fl
－制御情報管理 と
画像処理応用検査一
( 8 /10 13:00～16: 15) （野口）
－ 機械 ・ 部品 ・ 工具の材料特性 と 熱
処理
－ 機械 ・ 部品 ・ 工具 の ト ラ プノレ事例
( 8 /24 13:00～16: 15) （吉田）
－ 硬質材の加工技術概要
( 8 /31 13:00～14:30) （岩井）
・ セ ラ ミ ッ ク の研削技術の開発
( 8 /31 14:45～16:15) （植松）
・ 工作機械業界 を 取 り 巻 く 環境 と 求
め ら れエ ン ジ ニ ア に つ い て
( 9 / 7  13:00～14:30) （杉野）
学習方法と内容
－ 富山県の機械工具産業の歴史的変遷 と ， どの よ う に発展 し て き た
の か を統計的 な デ ー タ に基づ き 説明 す る と と も に ， モ ノ づ く り の
原点 と して の重要性 と 産業の発展性 に つ い て 述べ る 。
・ 工具技術の全貌を紹介 し た後， 穴 あ け ， フ ラ イ ス ， ね じ切 り ， 歯
切， ブ ロ ー チ 等 の工具の具体的 な使用方法 と 特徴を事例や映像を
駆使 し て述べ， そ れぞれの工具 に つ い て技術開発の秘話や工具に
関 す る 新規材料， 表面処理， 熱処理 な どの概要 と 今後の展望 に つ
いて述べ る 。
・ 一般的 な研削加工 の モ デル に つ い て 述べた後， 研削加工の開発事
例 と し て 外球部の多数個同時加工， 内径 2 ヶ 同時加工， 外 ・ 内径
同時加工方法を紹介す る 。
－ 自 動車生産 ラ イ ン を取 り 上 げ， 加工機械装置の開発経緯を紹介す
る 。 ま た エ ン ジ ン の 変化や環境調和への対応 な ど， 今後新た に 求
め ら れつ つ あ る 設備への課題につ い て 述べ る 。
・ マ シ ニ ン グセ ン タ ー や レ ー ザー加工機 に お け る 高速化， 高精度化
の経緯を紹介 し ， 新 し い 素材や工程 の 革 新 な ど， 今 後 の 新 た な
ニ ー ズ に対す る 対応 に つ いて述べ る 。
・ 超高圧水を 小径 ノ ズノレか ら 噴射 し て ワ ー ク を切断す る 加工法に つ
い て 開 発経緯 と 確立 さ れた本法の昇庄原理， 構成機器の構造， 特
徴な ど を説明す る 。
－ 本法 に よ る加工 で は5軸制御 に よ り 複雑形状の加工可能 と な り ，
機械加工では切断が困難な材料の加工 に も 応用範囲が広 が っ て い
る 。 本法の高精度化 と 高効率化 の た め の工 夫 に つ い て概説す る 。
－ 機械 ・ 制御 ・ 情報の融合に よ る 新規 な F A シ ス テ ム を 開発 し た経
緯 に つ い て 述べ る 。 特 に 制御機器 と コ ン ピ ュ ー タ ー， 画像処理応
用検査を活用 し て 部品加工全体を管湿す る F A ネ ッ ト ワ ー ク シ ス
テ ム を作 り 上 げ る 考 え 方 に つ い て 述 べ る 。
－ 前t;I に 関 し て 専用制御機器開発 ・ 工場内撮送シ ス テ ム ・ POPシ
ス テ ム 等の 事例 に つ い て 生産設備 自 社開 発 に 対す る 考 え 方 ・ 開
発経緯を述べ る。
・ 工具の表面処理や熱処理を施す こ と に よ り ， 工具の信頼性や寿命
を 高 め る こ と が不可欠で あ る 。 本講座では鉄鋼材料の概論 と 熱処
理の基本理論及 びそ の標準条件 に つ い て述べs 材料の特性を改善
す る 熱処理方法 と そ の ト ラ プノレ事例 （海外） に つ い て概説す る 。
・ 近年， 機械部品や工具 な どの使用環境が厳 し く な っ て お り ， ト ラ
プノレが多 く 発生 し ， 生産す る 上での大 き な 問題 と な っ て い る 。 こ
の損傷 ト ラ プノレ は， 使用 し て い る材質な ど の 変更 だ け で は ト ラ プ
ノレの解消がで き な い。 こ れ ら の 対策 に は， 特殊熱処理 お よ び部品
や工具な どの加工方法 な ど も 含 め て 総合的 に検討す る こ と が重要
で あ る 。 本講座では， ト ラ プノレ事例や損傷形態 な ど か ら ， そ の原
因 と 対策事例 な ど を説明 す る 。
－ 機械工具産業の発展は， 硬質材の継続的開発 と そ れを工具 に応用
す る 技術開発 に よ る と こ ろ が大 き い。 主 た る 工具材であ る ハ イ
ス ， 超硬合金， CBN， ダイ ヤ モ ン ド な どの研削技術の変遷 と 実際
の現場で起 き て い る 問題事例 を 取 り 上 げ， 硬質材の加工技術の現
状 と 今後の展望 に つ い て述べ る 。
・ 代表的難加工材であ る セ ラ ミ ッ ク を 高能率 に研削 す る た め， 加工
機械， 加工工具 だ け で は な く ， 超音波振動や放屯加工技術を補助
的 に 利用 す る 研削加工技術の開発 ・ 提案 を 行 っ て き た 。 そ の事例
や課題 と 鉄鋼部品材料の加工への展開 について述べる。
・ 工作機械業界の取 り 巻 く 環境を統計的なデータ を交えなが ら説明 し，
① 工作機械 を製造す る 時 に必要な技術
② 企業 に お い て 必要 と さ れ る能力
等 を 説明 す る な かで こ れか ら の期待さ れ る エ ン ジ ニ ア は ど う あ る
べ き かを紹介す る 。
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＊ こ れ ま での ［切削作業の実際 （実習） ］ （見学） コ ー ス
21年度 ： YKK側， 側ス ギ ノ マ シ ン 早月 工場， 側不二越
22年度 ： 日 本高周波鋼業側， コ マ ツ NTC附， 間 中精密工業側
23年度 ： 側不二越， コ マ ツ キ ャ ス テ ィ ッ ク 側， キ タ ム ラ 機械鮒
24年度 ： Y K K 側， 三品技研鮒， 側不二越 滑川事業所， 側石金精機
25年度 ： コ マ ツ キ ャ ス テ ッ ク ス側， 側マ ス オ j; ， コ マ ツ N T C側
［産業技術論］ 電気 ・ 電子部品産業特論
授業科目名 電気 ・ 電子部品産業特論
科目コーディネーター J R M  部長 久保 浩一
所属・役聡・氏名 北陸電力闘 執行役員 技術開発研究所長 国 博昭
北陸電気工業側 執行役員 開発技術本部長 小川 明夫
分 ス ー パ ー エ ン ジ ニ ア 養成 コ ー ス 授業種別 大学院修士課程実践教育特別講義科目区
対象所属 理工学教育部
9 月 一 1 1 月 土曜 日 3, 4限 対象学年 社会人技術者， 大学院
開講日程 (13:00～16: 15) 単 位 数 2 
連総先（研究室， 電話番号， 電子メ ール等） ｜ 産学連携部門 （Tel：仰6-445-6943) Mail:su阿eng@ctg.u-toya
授業のね ら いと カ リ キ ユ ラム上の位置付け
－ 産業の発展経緯 と 確立 さ れた固有の技術に対す る理解を深め る こ と
・ 専門分野の深い知識 ・ 能力 に加え， 他の技術分野の知識を深め る こ と
－ 技術全体 を見渡 し， 複眼的視点か ら 技術の価値を見出 す能力の習得
達成目標
富山県の主要 な 電気 ・ 電子部品産業の成 り 立 ち と 特徴 を よ り 深 く 理解 し ， 開発 さ れた技術の 必然性や そ の技術を
支 え る イ ン フ ラ な ど を考 え る 。 ま た， 確立さ れた技術が時代 と 共 に変容， 発展 し て き た経緯を理解す る こ と に よ
り ， 意欲的で見識豊かな次世代の産業技術者 と し て育成す る。
講師の紹介
第 1 回 ( 9 /14 14:00～15:30） 小谷 元洋氏 （（ー財）北陸経済研究所 産業調査グル ー プ主任研究員）
第 2 回 ( 9 /14 15:45～17：・15） 園 博昭氏 （北陸電力側 執行役員 技術開発研究所長）
第 3 ' 4 回 （ 9 /21 13:00～16: 15） 長原 邦明氏 （ コ ー セ ノレ側 u S 開発部長）
第 5 回 ( 9 /28 13:00～14:30） 今村 徹治氏 （北陸電気工業側 コ ア テ ク ノ ロ ジー開発本部 開発部 係長）
第 6 回 ( 9 /28 14:45～16:15） 川 端 恵一氏 （パナ ソ ニ ッ ク側セ ミ コ ン ダ ク タ 一事業部
北陸工場 新井地区 総括）
第 7 回 (10/ 5 13:00～14:30） 中村 聡氏 （京セ ラ サーキッ ト ソ リ ューショ ンズ側 富山入善工場 技術部長）
第8回 (10/ 5 14:45～16:15） 塩 田 浩平氏 （ パ ナ ソ ニ ッ ク エ レ ク ト ロ ニ ク ス デバイ ス ジ ャ パ ン
技術グル ー プマ ネ ー ジ ャ ー）
第 9 ' 10回 (10/12 13:00～16:15） 荻浦 美嗣氏 （側富山村田製作所 セ ンサ 一事業部 第 l セ ンサ ー商品部
担当次長）
第11固 (10/19 13:00～14:30） 国井 泰夫氏 （側目 立国際電気 電子機械事業部 グ ロ ー パノレ戦略本部
製品戦略企画室 主管技師長）
第12回 (10/19 14:45～16:15） 神谷 和憲氏 （附 シ キ ノ ハ イ テ ッ ク 電子事業本部 電子機器部
基板設計課長）
第13回 (10/26 13:00～14:30） 堀井 正文氏 （（掬ユ ニ ゾー ン 常務執行役員）
第14回 (10/26 14:45～16:15） 尾上 幸夫氏 （脚立山科学ワ イ ヤ レ ス テ ク ノ ロ ジ 一 代表取締役社長）
第15回 (11/ 2 13:00～14:30） 木村 準氏 （（紛 日 本抵抗器製作所 代表取締役社長）
キ ー ワ ー ド エ ネ ノレギー， 原子力， 再生可能 エ ネ ノレ ギー， 電力品質， 瞬時電圧低下， 停電， 回路設計，電源装置， ス イ ッ チ ン グ， フ ロ ー はんだ， 薄膜形成， 加速度センサー， プリ ン ト 配線板， 多層 プ リ ン ト
履修上の注意
教科． ・ 参考書等
成績評価の方法 出席回数， レ ポ ー ト （各講師毎 に 異 な る ）
関連科目
備 考 ＊ 工場見学の開催 日 時 は別途連絡
F「υA守
電気 ・ 電子部品産業特論 ： 授業計画 （講義内容， 開催予定 日 ， 講師）
回 主題と位置付け 学習方法と内容（開催 日 時， 担当）
1 － 富山県の電気 ・ 電子部品産業概稔 － 富山県の電気 ・ 電子部品産業の発展経緯 と 現状及び今後の展開 に( 9 /14 14:00～15:30) （小谷） ついて述べる。
・ 電力 の 品 質 と 信頼性向上の取 り 組 － 工場 な ど の電気設備 ・ 機器 に 大 き な 影響 を 与 え る 電 力 の 品 質 に つ
2 み い て 説明 す る 。 特 に停電や瞬時電圧低下， 雷被害 な ど， こ れ ら を
3 ( 9 /14 15:45～ 17:15) （園） 引 き 起 こ す 自 然現象 と そ の対策に つ い て 説明 し ， こ れ ら の信頼性
の 向 上 に 向 け た 取 り 組み を紹介す る 。 更 に ， 再生可能エ ネ ノレ ギ ー
の大量普及時の課題 と そ の対策 に つ い て紹介す る 。
・ 電源装置の仕組み と 電圧安定化技 ・ 電源電圧 の変動 に伴 う ， 出力電圧の安定化 の た め に必要な電源の
術電源開発～ ピ ジ ネ ス を通 じ て の 仕組み と 構成 に つ い て述べ る 。 ま た， 生産の重要な技術であ る は
4 エ ン ジ ニ ア と し て の考 え 方 んだ付け （ フ ロ ー は ん だ） に つ い て も述べる。
( 9 /21 13:00～16:15) （長原） ・ 電源開発は ピ ジ ネ ス の一環であ り ， 新製品を開発す る エ ン ジ ニ ア
は ど う い う 考え方を持つ べ き かについて述べる。
・ セ ンサ一概論 と 開発事例 － 昨今， セ ン サ ー に 対 す る 小型化， 高性能化 な どの要求が ま す ま す
5 ( 9 /28 13:00～14:30) （今村） 高 ま っ て い る 。 本講義 で は 当 社のMEMS技術応用製品 を例 に ， セ
ンサー の特徴， ア プ リ ケ ー シ ョ ン例や技術課題 に つ いて述べる
－ 最先端半導体製品の製造技術 と 新 · SLSI と 呼ばれる 半導体製品は超最先端加工技術の結集であ る 。 本
6 た な モ ノ づ く り 手法 講義では， 65nmや45nm半導体製 品 を 世界 ト ッ プで量産出荷す る( 9 /28 14:45～16:15) (JI ！端） こ と を 可能に し た 「 ヒ モ ヅケ J ゃ fモ ジ ュ ー ノレ化J 等 の モ ノ づ く
り 手法 を紹介す る 。
・ プ リ ン ト 配線板の概要 ・ プ リ ン ト 配線板製進技術 は 求 め ら れ る 機能 に よ り 進化 し て お り ，
7 (10/ 5 13:00～ 14:30) （中村） 製品 と 製造技術の変化 に つ い て 述べ る 。 更 に ， 普遍化 し グ ロ ー パノレ化 し て い る プ リ ン ト 配線板製造 に お い て ， 日 本で も の作 り を統
けて行 く た め に どの様に対応 し て い く べ き か考察す る 。
・ コ ン デ ンサ一概論 ・ コ ン デ ン サ ー は そ の用途， 電気容量， 使用電圧等の変化に伴い，
8 (10/ 5 14:45～ 16:15) （塩田） 様 々 な材料が用 い ら れ る 。 そ の製造技術上の課題 と 最新の 開発技
術につ いて述べる。
－ 機能性セ ラ ミ ッ ク 材料の セ ン サ ー ・ 電子セ ラ ミ ッ ク の 中 で特 に機能性セ ラ ミ ッ ク 材料を用 い た セ ン サ
9 へ応用 と 市場動向 ー に フ ォ ー カ ス し ， そ の 開発過程 と 製造 プ ロ セ ス を通 し て ， 電子
10 (10/12 13:00～16:15) （荻浦） 部品に必要 と さ れる 品 質 と 特性 に つ い て述べ る 。 ま た演者の経験を 通 し て ， エ ン ジ ニ ア と し て 今後大切 に す べ き も の は何であ る か
を述べ る 。
・ 半導体製造装置開 発 と 将来動向 － 半導体製造装置 に 要求 さ れ る 機能 は デバ イ ス の 高集積化 と 共に変
1 1  (10/19 13:00～14:30) （国井） わ っ て き た 。 半導体製造装置開発の歴史を特に薄膜形成装置を例に述べ る 。 さ ら に半導体製造装置の機能 と 構造， 薄膜形成 に閉す
る 最新技術動 向 に つ い て概説す る 。
－ 半導体検査 と 検査装置 ・ 半導体の製品検査の概要 と 各検査 に 用 い ら れ る 装置 に つ い て 紹介
12 (10/19 13:00～14:30) （神谷） す る 。 付加価値 を生 ま な い検査工程に対す る 要求事項や， そ れ に
対す る 対応の例 も 一部紹介す る 。
－ 産業部品 の め っ き の役割 ・ め っ き は， 各産業部品 に 対 し て ， 単一の金属又は複数の組み合わ
(10/26 13:00～14:30) （堀井） せた皮膜を着 け る こ と で， 部品の機能向上に寄与 し て い る 。 そ の
13 中で， め っ き 会社で加工 さ れ る め っ き の種類 と ， め っ き が ど の よう な と こ ろ で使 わ れ， ど の よ う な特徴があ る か を説明 し ， 各産業
部品の要求に対す る 主 な 取 り 組み内容 と 苦心談及び不良 と な る ケ
ー ス ， ま た環境に対す る 内容 に つ い て も述べる。
－ 高齢者福祉分野への無線技術応用 ・ 近年， 孤独死や在宅看護カ の不足 な ど， 急速 な高齢化 に伴 う 社会
(10/26 14:45～16: 15) （尾上） 問題を緩和， 周囲の負担 を軽減す る こ と は社会の大 き な課題であ
14 る 。 同技術 を 高齢者福祉分野へ応用 し， そ の社会ニ ー ズに即 し た
高齢者 の 自 立 し た生活を見守る安否確認 シ ス テ ム に つ い て述べ，
そ れ を 用 い た地域で支 え あ う 仕組み作 り に つ い て も 紹介す る 。
－ 電子技術の機 々 な産業分野への 披 ・ 電子技術の革新の本質 と ， 様々 な産業分野への波及 を 取 り 上げる。
15 及 ま ずは電子技術の根幹であ る 半導体産業の動向， そ れか ら ， 家電(11/ 2 13:00～14:30) （木村） 産業， 通信 I T産業， メ カ ト ロ ニ ク ス産業や自 動車産業 の動 向 ま
でを， 技術波及の観点 か ら 取 り 上 げ る 。
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牢 こ れ ま での ［電気 ・ 電子部品の実際 （実習） ］ （見学） コ ー ス
21年度 ： 附 ト ッ パ ンNEC ソ リ ュ ー シ ョ ン ズ， 開シ キ ノ ハ イ テ ッ ク ，
パ ナ ソ ニ ッ ク 鮒 セ ミ コ ン ダク タ 一社 魚津工場， フ ァ イ ネ ッ ク ス 鮒
22年度 ： 北陸電力側 富山新港火力発電所 側 目 立国際電気， 北陸電気工業側，
コ ー セ ノレ脚 立山工場
23年度 ： 側富山村田製作所， 立山科学工業側， S M K 鮒， 胸高松メ ッ キ
24年度 ： 富士ゼロ ッ ク ス 附， パ ナ ソ ニ ッ ク 側， 附富山富士通
25年度 ： コ ー セ ノレ鮒 立山工場， 立山科学 グル ー プ 本社工場， 側富山村田製作所，
側 目 立国際電気
［産業技術論］ 医薬製剤産業特論
授業科目名 医薬製剤産業特論
科目コーディネーター 陽進堂側 社長付開発担当 坂本恵司， ダイ ト 鞠 研究開発本部開発推進室長 高橋久雄
所属・役強・氏名 日 医工鮒 監査役 熊 田 重勝， 富山県医薬品総合研究セ ン タ 一 所長 正川康明
ス ー パ ー エ ン ジ ニ ア養成 コ ー ス 授業種別 大学院修士課程実践教育特別講義科目区 分
対象所属 理工学教育部
1 1月 一 1 月 土曜 日 3, 4限 対象学年 社会人技術者， 大学院生
開講日程 (13 : 00～16 : 15) 単 位 数 2 
連鎗先｛研究室， 電話番号， 電子メ ール等） ｜ 産学連携部門 （Tel：問－445-6943) Mail:supereng@ctg.u-toyama.ac.jp 
授業のね ら い と カ リ キユラム上の位置付け
－ 産業の発展経緯 と 確立 さ れた固有の技術 に対 す る 理解 を 深め る こ と
－ 専門分野の深い知識 ・ 能カ に加 え ， 他の技術分野の知識を深め る こ と
－ 技術全体を見渡 し， 複眼的視点 か ら 技術の価値 を 見出す能力の習得
達成回線
医薬品産業 を構成 す る 要素技術全般 に つ い て の理解 を深め る 。 原薬開発か ら 最終医薬 品 に 至 る 各工程の諸業務 を
モ ノ づ く り 技術 と 捕 ら え 医薬品製造 に 関 わ る 技術全般に対す る理解を深め る 。 特 に 多様 な 製剤技術が重要であ
り ， 確立さ れた コ ア テ ク ノ ロ ジ ー と そ れ に基づ く 各社の取 り 組み事例 を述べる こ と に よ り ， 意欲的で， 見識豊か
な次世代の産業技術者の育成 を 目 指す。
講師の紹介
第 1 回 (11/ 9 14:00～15:30） 紀平 哲也氏 （ （独） 医薬品医療機器総合機構 ワ ク チ ン等審査部 審査役）
第 2 回 ( 1 1 / 9 15:45～17: 15） 才木 良則氏 （東E薬品側 執行役員 研究開発本部 副本部長
開発企画推進部長）
第 3 回 (11/16 13:00～14:30） 高橋 充博氏 （ ア ス テ ラ ス 製薬側技術本部 バ イ オ リ ー ド プ ロ ジ ェ ク ト
QMP/QA リ ー ダー）
第 4 回 (11/16 14:45～16: 15） 林 一也氏 （富山化学工業側 薬理研究部 第二グルー プ
グルー プマ ネ ー ジ ャ ー ）
第 5 回 (1 1/23 13:00～14:30） 坂本 恵司氏 （脚陽進堂 社長付研究開発担当）
第 6 回 (1 1/23 14:45～16:15） 堀内 環氏 （ リ ー ド ケ ミ カ ノレ側 医薬研究部 課長）
第 7 回 （1 1/30 13:00～14:30） 正川 康明氏 （ （公社） 富山県薬剤師会 専務理事，
医薬品総合研究セ ン タ 一所長）
第 8 回 （ 11/30 14:45～16:15） 石黒 幸男氏 （ テ イ カ 製薬鮒 常務取締役 営業本部長）
第 9 回 （12/ 7 13:00～14:30） 高橋 久雄氏 （ ダ イ ト 側 研究開発本部 副本部長 兼 開発推進室長）
第10回 (12/ 7 14:45～16:15） 川 筋 邦夫氏 （側庚貫堂 製剤開発部 部長）
第11回 (12/14 13:00～14:30） 金井 達夫氏 （ 日 医工側 執行役員 開発 ・ 企画本部 製剤開発部長 ）
第12回 （12/14 14:45～16: 15） 金井 達夫氏 （ 日 医主側 執行役員 開発 ・ 企画本部 製剤開発部長）
第13回 （12/21 13:00～14:30） 稲田 裕彦氏 （救急薬品工業側 代表取締役社長）
第14回 （12/21 14:45～16: 15） 原 哲氏 （富士製薬工業側 執行役員 富山工場 信頼性保証部 部長）
水谷 畳氏 （富土製薬工業側 富山工場 第三製造グループ マ ネ ー ジ ャ ー）
第15回 （ 1 /11 13:00～ 14:30） 小貫 崎男氏 （ 日 東メ デ ッ ク 鮒 執行役員 研究開発本部 部長）
第16回 （ 1 /11  14:30～16: 15） 埜村 益夫氏 （ ダ イ ト 側 執行役員 経営企画室長）
製剤， G M P ,  G Q P , G V  P ， 原薬， 中間体， 錠剤， 原価計算， バ リ デー シ ョ ン， 頼粒，
キ ー ワ ー ド 粉剤， 錠剤， 丸剤， 処方， 製剤装置， 薬物の 吸収， 薬物送達， 外用製剤， 口腔内速崩壊錠，
増粘剤， 徐放性， 経皮吸収， ジ ェ ネ リ ッ ク ， 配置薬， グ リ ー ン ケ ミ ス ト リ ー
可，．Aせ
眉修上の注意
教科． ・ 参考．等
成績評価の方法 出席回数， レ ポ ー ト （各講師毎 に 異 な る ）
関連科目
備 考 ＊ 工場見学の開催 日 時は別途連絡
医薬製剤産業特論 ： 授業計画 （講義内容， 開催予定 日 ， 講師）
回 主題と位置付け 学習方法と内容（開催日 時． 担当）
－ 富山 県 に於 け る 製薬産業 の 発展 と ・ 国内外製薬産業の産業構造及び社会的 ・ 経済的状況を概観 し ， 製
将来性 薬産業 に お け る 政策的課題 と 将来像につい て 理解 を深め る 。 そ の
(11/ 9 14:00～15:30) （紀平） 上で， 本県の製薬産業発展の歴史的経緯 ， 現在おかれた経営環境
と 将来性， 異業種連携の可能性 に つ いて概説す る 。
－ 薬剤学概論 ・ 医薬品 は錠剤， 注射剤， 座剤， 軟膏剤 な ど に製剤加 工 さ れて人体
一 最適な薬物治療 を 目 指 し て ー に投与 さ れる 。 投与さ れた医薬品の有効成分は体内 に 吸収 さ れ，
2 ( 1 1 / 9  15:45～17:15) （才木） 分布 し ， 標的部位 に到達 し て そ の薬効を現すが， 医薬品の投与経
路 と 有効成分の体内での動態 な ど に つ い て 述べ る 。 ま た， 弊社で
開発 し た 品 目 に つ い て例示紹介す る
－ 薬事戦略を考臆 し た 医薬品の製造 － 薬事法を知 ら な い と 医薬品の製造 は で き な い が， 薬事法は無味乾
( 1 1/16 13:00～14:30) 燥で勉強 し に く い。 そ こ で， 興味 を も っ て も ら う た め， 製薬会社
3 （高橋 （充） ） の ピ ジ ネ ス モ デノレ ・ 業界動向 と そ の薬事戦略の概要 を説明す る 。
次 に ， 製造 に 閲 す る 日 本， 欧州， 米国， PIC/S,ICHの薬事の基礎
を解説す る 。 さ ら に ， 最近の 品質や査察に 関 す る ホ ッ ト ト ピ ッ ク
ス に対 し ， 各社の活動 に生かす ヒ ン ト を提供す る 。
4 ・ 創薬研究 （特に探索研究について） ・ 新薬探索研究の概略 に つ い て述べた後， こ れ ま での 自 社 に お け る(1 1/16 14:45～16:15) （林） 創薬研究 に つ い て 事例 を 挙 げて紹介す る 。
－ 原薬製造 － 医薬 品 の 薬効成分で あ る 原 薬 は低分子薬 と 生物 医 薬 に 大別 さ れ
( 1 1/23 13:00～14:30) （坂本） る 。 各 々 の原薬製造 に 至 る プ ロ セ ス 開発か ら 工業化 ま での流れに
5 つ い て ， そ の 求 め ら れる 事柄や ポ イ ン ト を概説す る 。 ま た ， 原薬
製造 に必要 と さ れ る グ リ ー ン ケ ミ ス ト リ ー に 関 し て ， 酵素法 に よ
る 工業化事例 を挙 げ る 。
－ 外用 製剤 と 開発事例 － 生体バ リ ア ー で あ る 皮腐 を 通 し て 薬 を 吸収 さ せ る と い う 経皮吸収
6 (1 1/23 14:45～16:15) （堀内） 剤の発想 の原点， そ の開発初期の基本戦略 と 有効性を証明 す る ため に 実施 し た実験例 を踏 ま え ， 経皮吸収剤 と い う 医薬品の新 し い
ジ ャ ン ノレ を 切 り 開 い て い っ た エ ピ ソ ー ド に つ い て紹介 す る 。
・ 天然物 と 医薬品産業 － 微生物や植物， 鉱物 な ど の 天然物素材は， そ れ 自 身が， 或 い は そ
( 1 1/30 13:30～14:30) （正Jll) れ ら を起源 と す る 物質が医薬品の主薬 と し て ， ま た ， 添加剤 と し
て 多用 さ れて い る 。 こ れ ら の物が， 医薬品 と し て 用 い ら れて 行 く
7 過程を紹介 し ， 医薬品産 業 に 与 え た影響 に つ い て 述べ る と と も
に， 未来の可能性 に つ い て 考 え て み る 。
ま た， こ れ ら の物が， 医 薬品 と し て 製品 に な る ま での コ ス ト に つ
いて考察 す る 。
・ 医薬品事業の収益性 と 生産管理 － 医薬品の原価計算 に お け る 新薬 メ ー カ ー ， 後発品メ ー カ ー， 受託
( 1 1/30 14:45～16:15) （石黒） メ ー カ ー ， 配 置 薬 メ ー カ 一 等 の 価終体系 の 基本 的 な 違 い を述べ
8 る 。 ま た， 原材料費， 労務費， 経費， 減価償却費， 運賃等 に つ いて の シ ュ ミ レ ー シ ョ ン を行 い ， 事業の収益性 に つ い て 検討す る 。
生産管理 に つ い て は具体的事例 を 示 し ， そ の留意点 に つ い て 概説
す る 。
－ 高薬理活性物質製造施設 （原薬並 ・ 抗がん剤， ホ ノレ モ ン 剤 な ど の 高薬理活性物 質 を 取 り 扱 う 場合，
ぴ に 製剤） の リ ス ク ア セ ス メ ン ト GMPの基本であ る 交叉汚染 （ ク ロ ス ・ コ ン タ ミ ネ ー ジ ョ ン） 対策
並びに製進施設の適確性評価 と 環境安全対策に必須な作業員への健康被害の影響を防止 （ コ ン
9 (12/ 7 13:00～14:30) （堀内） テ イ ン メ ン ト ） 対策の 2 つ の観点 か ら リ ス ク ア セ ス メ ン ト を行 うこ と が必要であ る 。 そ こ で， 製造施設を設計す る 段階で ど の よ う
な手法で リ ス ク ア セ ス メ ン ト を 行 え ばい い の か， ま た こ れ ら の 製
造施設 あ る い は装置 を ど の よ う に設計 し検証 を 実施す ればい い の
か実例 を 用 い て紹介す る 。
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回 主題と位置付け 学習方法と内容（開催 日 時， 担当）
－ 配置薬 と 最近の製剤及び製剤技術 － 日 本の伝統文化の一つであ る 配置薬 は 古 く か ら 人々 に親 し ま れて
10 (12/ 7 14:45～16:15) (JI l筋） き た が， 最近の 医療事情やOTC医薬品の市場背景か ら 配置薬に求
め ら れ る 性能や機能及び特徴が変化 し て き て い る 。 今回は配置薬
の歴史や製剤技術の発展 を会社紹介も 含め て 話 を し た い。
－ 医薬品添加剤 と 経口 投与製剤の処 ・ ジ ェ ネ リ ッ ク 医薬品の開発手順 を 解説 し ， ジ ェ ネ リ ッ ク 医薬品の
方設計 理解 を深め る と と も に製剤化技術の重要性 を述べ る 。 ま た， 経 口
1 1  (12/14 13:00～14:30) （金井） 投与製剤 に 用 い ら れ る 添加剤の種類 と 特徴 に つ い て 概説 し た後，
経 口 製剤 の 処方設計 に つ い て 述べ る 。 更 に放出制御（徐放性）， 溶
解性改普， 保存安定性確保な ど， 添加剤の選定 に よ る 商品質を付
与 し た様々 な製剤処方設計 に つ い て 述べ る 。
－ ジ ェ ネ リ ッ ク 医薬品の製剤差別化 ・ ジ ェ ネ リ ッ ク 医薬品 は先発製剤 と の生物学的同等性 を 求 め ら れ る
(12/14 14：・45～ 16：・15) （金井） が， 患者様， 医療従事者の方々 が使用 し や す い剤形， 包装設計な
12 どが工夫す る 点 も あ り ， そ れが受入れ ら れれ ばジ ェ ネ リ ッ ク 医薬
品 と し て の価値向上 に つ な が る 。 製剤工夫 さ れた， い わ ゆ る 差別
化製剤の実例を紹介す る 。
－ 新剤形開発 と ラ イ フ サイ ク ノレ マ ネ － 医薬品新規有効成分の開発の成功率が近年急激に低下 し て い る 中
ー ジ メ ン ト に あ っ て ， 新薬メ ー カ ー は新規有効成分 （特に 固形製剤） の承認
一剤形ア ド ヒ ア ラ ン ス を 目 指 し て ー が な さ れ る 前 に す で に別剤形での開発が開始 さ れ る こ と が多い。
(12/21 13:00～14:30) （稲田） こ れはPLCM （ プロ ダ ク ト ラ イ フ サ イ ク ルマ ネ ー ジ メ ン ト ） が新
13 薬メ ー カ ー の標準 と な っ て き た の と 同 時 に 患者 に や さ し く ， 使 い
や す い 製剤開発が医療現場か ら 強 く 求 め ら れて い る た め であ る 。
こ の 講義では 固形剤 を 中心 に剤形コ ン プ ラ イ ア ン ス ・ ア ド ヒ ア ラ
ン ス を 目 指 し た 医薬品メ ー カ ー の剤形戦略 と 製剤技術 に つ い て 紹
介す る 。
－ 注射剤 に求め ら れる 品質 に つ い て ・ 注射剤 に 求 め ら れ る 品質 に つ い て ， 特 に 「無菌操作法 と 最終滅菌
14 (12/21 14：・45～16:15) 法J の 視点 か ら ， 弊社新製剤棟建設の コ ン セ プ ト を 交 え解説す
（原 ・ 水谷） る 。
15 － 眼科用剤の種類 と 製造管理 － 眼科用剤の用途 と 種類， 販売ノレー ト に 付 い て企業概要 を 交 え紹介( 1 /1 1  13:00～ 14:30) （小貫） す る 。 ま た， 無菌製剤 に お け る 製造管理に付いて事例紹介す る 。
－ 医薬品産業の動向 と 方向性 － 富山県の 医薬品生産高は今後大幅 な増加が期待で き る 。 そ の イ ン
1 6  ( 1 / 1 1  14:45～ 16: 15) （埜村） フ ラ の整備 と モ ノ づ く り と し て の製剤技術の重要性につ い て 述べ
る 。
本 こ れ ま での ［医薬品製剤 の実際 （実習） ］ （見学） コ ー ス
2 1年度 ： 東E薬品側 富山工場， 富山化学側， ダイ ト 側， 鮒広貫堂 滑川工場
22年度 ： 日 東メ デ ッ ク 鮒， リ ー ド ケ ミ カ ノレ鮒， 日 医工附 滑川工場
23年度 ： ア ス テ ラ ス 富山側， 金岡邸， テ イ カ 製薬側， 側広貰堂 呉羽工場
24年度 ： （掬陽進堂， 阪神化成工業側， 富士化学工業側
25年度 ： ア ス テ ラ ス フ ァ ー マ テ ッ ク 鮒 富山技術セ ン タ ー， 富山大学 民族薬物資料館，
側富士薬品， 朝 日 印刷側
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［専門技術論］ 機械材料工学特論 I （基礎）
授業科目名 機械材料工学特論 I
科目コーデイネサー
所属・役鴫・氏名 富山大学大学院理工学研究部 （工学系） 教授 小熊規泰， 教授 平津良男， 教授 砂田 聡
区 分 ス ー パ ー エ ン ン ジ ェ ア養成 コ ー ス 授業種別 大学院修士課程実践教育特別講義科 目
対象所属 理工学教育部
5 月 一 7 月 土昭 日 I, 2隈 対象学年 社会人技術者， 大学院生
間前日程 (9:00～12: 15) 単 位 数 2 単位
連絡先（研究室， 電話醤号， 電子メ ール等） 小熊規泰 TEL : 076-445・6776, E-mail : oguma@eng.u-toyama.ac.jp 
オ フ ィ スアワー （自 由質問時間）
授業のね ら い と カ リ キ ユラム上の位置付け
金属 を 中心 と し た 材料の結晶構造 お よ び物性の基礎知 識 を 学 び， も の づ く り の た め の様 々 な加工方法 ・ 製造方法
の原理 と そ の仕上 が り 状態への影響 に つ い て 理解 を深め る 。
達成田練
－ 金属材料の車邸琉 物性の基礎が理解で き る
－ 金属材料の加工法， 製造法が理解で き る
－ 環境 に対す る 材料の信頼性向上手法の理解を深め る
講師の紹介
第 1 回 （5/18 9 :30～ 1 1 :00) 平津 良男氏 （富山大学大学院理工学研究部 （工学） 教授）
環境負荷低減のためのエネルギ一利用 の基礎研究， 潜熱蓄熱の研究， 複合材料の熱物性 に 関 す る 研究 に従事
第 2 回 （ 5 /18 1 1 : 15～12:45） 平津 良男氏 （向上）
第 3 回 （ 6 / 1 9 :00～10:30） 才川 清二氏 （富山大学大学院理工学研究部 （工学） 准教授）
索形材の材料研究が専門。 民間企業 （鋳造メ ー カ ー ） での ア ノレ ミ ニ ウ ム お よ びマ グネ シ ウ ム 合金に関する
25年間の研究開発を経て ， 昨年 よ り 現職に着任。 主 に 軽金属材料の凝固組織制御等 に よ る 商機能 ・ 高強度化
等を研究中
第 4 回 （5/25 10:45～ 12:15) 高辻 則夫氏 （富山大学大学院理工学研究部 （工学） 教授）
ア ル ミ ニ ウ ム 合金お よ びマ グネ シ ウ ム 合金の熱間押出 し加工， 精密せん断加工
第 5 回 （ 6 / 1 9 :00～10:30） 佐伯 淳氏 （富山大学大学院理工学研究部 （工学） 教授）
薄膜材料や機能性セ ラ ミ ッ ク ス の製造 プ ロ セ ス の開発 と 解析 を 中心 と し た材料工学， X線結晶解析学の教
育研究
第 6 回 （ 6 / 1 10:45～ 12: 15） 松田 健二氏 （富山大学大学院理工学研究部 （工学） 教授）
電子顕微鏡 を用い た 組織観察 に基づ く 材料の構造解析 と 機能評価， 新規材料の開発 に 関 す る 研究に従事
第 7 回 （ 6 / 8 9:00～10:30) 池野 進氏 （富山大学名誉教授， 現 北陸職業能力開発大学校 校長）
非鉄金属材料の ミ ク ロ 組織 に基づ く 材料の構進解析 と 機能評価， 新規材料の開発に 関 す る 研究に従事
第 8 回 （ 6 / 8 10:45～12:  15） 増山 圭一氏 （富山 高等専門学校 機械 シ ス テ ム 工学科 准教授）
粉末冶金 （メ カ ニ カ ノレ ア ロ イ ン グ， 粉末材料の高圧ね じ り （HPT） 加工 に よ る 固化成形）
第 9 回 （ 6 /15 9 :00～ 10:30） 山 田 茂氏 （富山大学大学院理工学研究部 （工学） 准教授）
各種合金の被削性評価， 機械加工用工具の設計
第10回 （ 6 /15 10:45～12: 15） 柴柳 敏哉氏
（富山大学大学院理工学研究部 （工学） 教授） 溶接冶金学， 摩擦撹枠接合
第 1 1 回 （ 6 /22 9 :00～10:30） 園部 勝氏 （株式会社 不二越 開発本部 事業化推進部 チ ー フ ）
表面処理
第 1 2回 （ 6 /22 10:45～12:15） 砂田 聡氏 （宮山大学大学院理工学研究部 （工学） 教授）
電気化学を 用 い て た腐食メ カ ニ ズム の解明
第13回 （ 6 /29 9:00～10:30) 草開 清志氏 （富山大学地域連携推進機構産学連携部門 准教授）
金属材料学， 超高温材料学 （Ni基超合金， Nb基合金， W-Mo基合金等） ， 高温酸化 ・ 高温腐食工学， 高温
融体物性学
第14回 （ 6 /29 10:45～12:15） 会田 哲夫氏 （富山大学大学院理工学研究部 （工学） 准教授）
マ グネ シ ウ ム 合金の 固化成形， 結品組織構造の微細化お よ びナ ノ 結晶構進の作製 に 関 す る 研究に従事
第15回 （ 7 / 6  10:45～12: 15） 小熊 規泰氏 （富山大学大学院理工学研究部 （工学） 教授）
金属疲労， ト ラ イ ボ ロ ジ ー， 機械部品の健全性評価 に 関 す る 研究に従事
キ ー ワ ー ド ｜ 材料， 加工 製造 評価
ハUEU 
履修上の注意 授業で配布す る 資料
教科． ・ 参考書等 出席 と レ ポ ー ト
成績評価の方法
備 考
機械材料工学特論 I （基礎） ： 授業計画 （講義内容， 開催予定 日 ， 講師）
回 主題と位置付け 学習方法と内容（開催日時， 担当）
伝熱 熱エ ネ ノレ ギ ー の移動現象は一見 し て複雑であ る が， 熱伝導， 対流伝
1 ( 5 /18 9 :30～11 :00) （平津） 熱， ふ く 射伝熱， 相変化イ云熱 な ど の伝熱現象が複合的 に 生 じ た結果であ る 。 こ れ ら の熱 エ ネ ル ギー移動形態 に つ い て 基礎か ら解説 し ，
実際の現象に結びつ け る 能力 を会得す る こ と を 目 的 と す る 。
断熱材料 と 断熱技術 省 エ ネ ノレ ギ 一 対策 あ る い は熱エネ ノレ ギ ー 有効利用 の た め に は， 高性
( 5 /18 11 : 15～12:45) （平津） 能 の 断熱材の利用が非常に効果的であ る 。 し か し， 断熱材内部の伝
2 熱機構や熱移動現象は種々 の物理現象 を伴 う た め， 非常に複雑である 。 電熱の基礎事項を理解 し た 上で， 実際の 断熱材内部の物理現象
と 伝熱機構 と の 関わ り を理解す る と と も に， 伝熱現象の推測方法な
ど実践的な知識の応用 力 を身につ け る こ と を 目 的 と す る 。
鋳造 ・ 凝固 鋳造 と は， 溶融させた金属 を 型 に 流 し込み凝 固 さ せ る こ と に よ り 目
( 5 /25 9 :00～10:30) （才｝ ｜ ｜ ） 的 と す る 部品形状 を 得 る 方法で あ り ， 塑性加工 な ら びに粉末冶金法
3 な ど と 共 に 金属部品 の 主 な 製造法のーっ と さ れ る 。 こ こ では， 実用
鋳造法の種類 と 特徴 に つ い て 知 り ， 次い で各種金属＆合金の凝固挙
動 と こ れ ら の実部品特性への影響につ い て 講義す る 。
金属材料の変形 と 塑性加工 圧延や鍛進 な ど様々 な塑性加 工 に お い て ， 材料の変形解析や加工機
4 ( 6 /  1 10:45～12: 15) （高辻） 械の能力設定 に 際 し て必要 と な る 塑性力学の基礎を解説 し ， ア ノレ ミ
ニ ウ ム 合金の押 出 し加工な どの実際の塑性加工の具体例 を挙げな が
ら ， そ の加工技術の特徴 と 位置付 け を 重点的 に講義す る 。
材料の結晶構造 材料工学の基礎であ る 金属結晶の基本的構造や性質， 表記法， 対称、
5 ( 6 /29 9:00～10:30) （佐伯） 関係 に つ い て講義す る 。 ま た ， 応用 と し て 結晶 の不完全性や化合物
に お け る 結晶の基本構造や物質の構造変化 （相転移， 多形） の 例 に
つ い て も 説明 す る 。
平衡状態図 と 相変態 ・ 熱処理 ア ル ミ ニ ウ ム 合金 を 中心lこ， 金属材料の熱処理 に伴 う 囲相一回相変
6 一熱処理 ・ 命一 態 に つ い て ， マ ク ロ ， ミ ク ロ そ し て ナ ノ の観点 で そ の原理 と 硬 さ や
( 6 /29 10:45～ 12: 15) （松田） 引 張強度等， 機械的性質 と の関係 に つ い て述べ る 。
非鉄金属 金属 の定義の難 し さ を考 え る 。 膨大な非鉄材料の内， 基幹 と な る 元
7 ( 6 /  1 9:00～ 10:30) （池野） 素 を 選択 し て 一般的特徴 を述べ る 。 さ ら に ， 特徴あ る 材料を選択
し ， 特異な現象 を解説す る 。
焼結 粉末材料は， 使用 目 的 が化粧品や食品等一部の機能性材料 を除い て
( 6 / 8  10:45～12:15) （増山） 所望の形状に圧縮 ・ 成形 し て 用 い ら れ る 。 本講義では， 超微粒子を
8 は じ め と す る 粉末 の 製造技術， 粉末の混合， 造粒お よ び充填方法，
固化成形 （圧縮成形， 射出成形） の 為 の成形技術， 成形 し た 粉末 の
原子の拡散現象 を利用 し た焼結理論 と 方法， な ら びに焼結 に よ り 固
化成形 し た 焼結体の評価方法に つ い て講義 を行 う 。
切 削 ・ 研磨 二次元切 削 を例 に し て ， 切 り く ずの生成機構 と 各種の用語を解説す
( 6 /15 9 :00～10:30) （山田） る と と も に ， 被削性 を 評価 す る 切 削抵抗， 仕 上 げ面粗 さ ， 工具寿
9 命， 切 り く ずの処理性 に つ い て 説明 す る 。 ま た， 研磨加工 に 関 す る
基礎知識 と し て砥粒， 研磨剤や研磨布な ど に つ い て解説 し， 各種工
具材料 ・ 砥石材料の特徴 と そ の摩耗機構 に つ い て解説す る 。
接合 溶接 ・ 接合技術の基礎学理 （ 主 と し て 溶接冶金学） を説明 し ， ア ノレ
10 ( 6 /15 10:45～12: 15) （柴柳） ミ ニ ウ ム の先端接合法であ る 摩擦撹伴接合 （FSW） の原理な ら び に
適用例 に つ い て 詳述す る 。
噌，ょにu
回 主題と位置付け 学習方法と内容（開催 日 時． 担当）
表面処理 代表的な 表面処理の方法 と そ の特徴 を説明 し， 工具の例 を 中 心 に 物
1 1  ( 6 /22 9:00～10:30) （園部） 理蒸措法の適用例 を説明す る 。 さ ら に新分野への技術展開の事例 と
最近の表面処理に対す る ニ ー ズ を紹介す る 。
腐食 ・ 防食 材料の耐食性 を 評価 す る 方法 と し て 最近の電気化学的方法を解説す
12 ( 6 /22 10:45～12: 15) （砂田） る 。 分極曲線が示す各パ ラ メ ー タ ー の意味お よ び特徴を解説 し， 各
種方法で作製 さ れた材料の具体的 な事例を紹介す る 。
鉄鋼材料 鉄鋼材料は極軟材か ら 高強度材， 低温材か ら 高温材， 構造材 か ら 機
一各種鋼材， そ の機 々 な性質を生み 能性材料 ま で様 々 な 分野で広範囲に利用 さ れて い る 。 こ れは鉄の持
13 出 す最新技術ー つ潜在的 な性質 に加え， 短所 を補 う 様 々 な技術の 開発 に よ る と こ ろ( 5 /25 10:45～12: 15) （草開） が大 き い。 本講義では用途別に鋼材の特徴を示 す と 共に ， 近年話題
の最先端分野で利用 さ れて い る 鋼材 の 開発技術 に つ い て も 紹介 す
る 。
金型の た め の プ ロ セ ス ト ラ イ ボ ロ ジ 成型加工の た め の金型材料の特徴 に つ い て解説す る と と も に ， 金型
14 ー技術 形状の必要特性を説明 し な が ら 形状設計 に つ い て 講義 す る 。 ま た ，( 6 /8 9:00～10:30) （会田） 鋳込み ・ 押 出 し ・ 射出成型の た め の成型技術の特徴 と 最新動向 に つ
い て も 講義 す る 。
機械材料系品質管理 も の づ く り に お け る 品質管理 に つ い て ， そ の考 え 方 と 問題解決手順
15 ( 7  / 6  10:45～12:15) （小熊） を解説 し， 定量的評価手法 と し て の統計解析 に つ い て 講義 す る 。 また， 実験計画法 を 例 に 挙 げて分散分析 に よ る 実験効率 と 信頼性の評
価手法 を講義 す る 。
円LPhd 
［専門技術論］ 機械材料工学特論II （実際 と 応用）
綬着陸科目名 機械材料工学特論H
科目コーディネーター
富山大学大学院理工学研究部 （工学系） 教授 小熊 規泰， 教授 平津 良男， 教授 砂田 聡所属・役聡・氏名
ス ーパ ー エ ン ン ジ ニ ア養成 コ ー ス
授業種別 大学院修士課程実践教育特別講義科目
区 分
対象所属 理工学教育部
7 月 － 9 月 土曜 日 1 ' 2 限 対象学年 社会人技術者， 大学院生
開講日程 ( 9 :00～ 12: 15) 単 位 数 2 単位
連M先（研究室， 電話醤号， 電子メ ール等） 小熊規泰 TEL : 076・445・6776, E-mail : oguma@eng.u・toyama.ac.jp
オ フ ィ スアワー （自 由質問時間）
授業のね ら いと カ リ キユ ラム上の位置付け
各種先端材料の特徴 と 実例の解説を基に， そ の基礎か ら 製造 ・ 応用 ま での知識を習得す る 。 ま た， 製品の性状評
価， 使用 中 の信頼性評価， シ ス テ ム の設計 ・ 組立て な ど実用 に 関連深い様々 な講義を行い， 幅広い職場業務に役
立つ よ う 配慮 さ れて い る 。
達成目徳
－ 各種先端材料の現状が理解で き る
・ 材料の強度 と 破壊 に つ い て理解で き る
－ 製品の仕上が り 評価， 使用中 の健全性評価 な ど各種評価法を理解で き る
・ シ ス テ ム の安心設計の た め の手法を理解で き る
講師の紹介
第 1 回 （ 7 /13 9 :30～ 1 1 ：・00） 橋爪 隆氏 （富山大学大学院理工学研究部 （工学） 助教） 機能制御工学
第 2 回 （ 7 /13 1 1 : 15～ 12:45） 西村 克彦氏 （富山大学大学院理工学研究部 （工学） 教授）
金属磁性材料お よ び超電導材料の物性研究
第 3 回 （ 7 /20 9:00～10:30) 高成 政彦氏 （宮山高等専門学校 物質化学工学科 教授）
高分子材料物性， 特 に 半結晶性高分子材料のネ ッ キ ン グ特性解析お よ びプ ラ ス チ ッ ク リ サ イ ク ノレ
第 4 回 （ 7 /20 10:45～12:15) 太田 孝雄氏 （富山高等専門学校 機械シ ス テ ム 工学科 准教授）
植合材料工学， 材料力学。 主 に繊維強化 プ ラ ス チ ッ ク （FRP） の界面 に 関 す る 研究， 農業廃棄物を有効利用
し た環境 に 優 し い複合材料の開発
第 5 回 （ 7 /27 9 :00～10:30） 野瀬 正照氏 （富山大学芸術文化学部 教授）
薄膜材料工学 （主 と し て ス パ ッ タ リ ン グ技術の開発 と そ れ を 用 い た硬質保護膜およ び機能性膜の研究に従事）
第 6 回 （ 7 /27 10:45～ 12: 15） 小原 治樹氏 （富山大学工学部フ エ ロ ー）
（元） 富山大学大学院理工学研究部 （工学） 教授 放電加工， 電解加工に 閲 す る 研究
第 7 回 （ 8 / 3 9 :00～10:30） 田代 発造氏 （富山大学大学院理工学研究部 （工学） 准教授）
レ ー ザ ー お よ び光応用計測， デ ジ タ ノレ画像計測 に関す る 研究
第 8 回 （ 8 / 3 10:45～12: 15） 小熊 規泰氏 （富山大学大学院理工学研究部 （工学） 教授）
金属疲労， ト ラ イ ボ ロ ジ ー， 機械部品の健全性評価に関す る 研究
第 9 回 （ 8 / 10 9 :00～10:30） 井上 誠氏 （富山高等専門学校 機械 シ ス テ ム 工学科 教授）
軽金属材料 を専門 と し， マ グネ シ ウ ム ， ア ノレ ミ ニ ウ ム の リ サ イ ク ノレや特性等 に 関 す る研究
第10回 （ 8 /10 10:45～12: 15) 長柄 毅一氏 （宮山大学芸術文化学部 准教授）
金属材料工学， 金属材料加工学お よ び文化財科学
第 1 1 回 （ 8 /24 9:00～10:30) 笠場 孝一氏 （富山大学大学院理工学研究部 （工学） 准教授）
超伝導材料の機械的特性 と 強度評価 に 関 す る研究
第12回 （8/24 10:45～ 12:15） 三原 毅氏 （富山大学大学院理工学研究部 （工学） 教授）
超音波探傷手法 と 映像化技術， 超音波伝搬の可視化 と 解析技術， 非線形超音波計測 に関す る研究
第13回 （8/31 9:00～10:30) 木田 勝之氏 （富山大学大学院理工学研究部 （工学） 教授）
破壊カ学， ト ラ イ ポ ロ ジ ー に関す る 研究
第14回 （ 8 /31 10:45～ 12: 15） 木村 弘之氏 （富山大学大学院理工学研究部 （工学） 教授）
機械振動 に 閲 す る 計測 ・ 解析 ・ 評価 に関す る 研究
第15回 （ 9 / 7 10:45～12: 15） 笹木 亮氏 （富山大学大学院理工学研究部 （工学） 准教授）
1洋体 ロ ボ ッ ト に よ る環境情報 シ ス テ ム の構築， 画像処理 を 用 い た 微小組立て に関す る 研究
キ ー ワ ー ド 先端材料， 性状評価， 非破綴検査， 疲労強度， 安全設計， 振動解析
教科書 ・ 参考書等 授業で配布 す る 資料
成績評価の方法 出 席 と レ ポ ー ト
円。RU 
機械材料工学特論II （実際 と 応用 ） ： 授業計画 （講義内容， 開催予定 日 ， 講師）
回 主題と位置付け 学習方法と内容（開催 日 時， 担当）
セ ラ ミ ッ ク ス セ ラ ミ ッ ク ス 材料の概略 に つ い て 述べ る 。 古代のセ ラ ミ ッ ク ス 製 品
1 ( 7  /13 9 :30～ 1 1 :00) （橋爪） か ら ， 最先端 に 至 る セ ラ ミ ッ ク ス 材料 に つ い て ， そ の歴史 は奥探
く ， 数多 く の セ ラ ミ ッ ク ス 製品 に つ い て解説 し ， セ ラ ミ ッ ク ス の所
特性， 製造方法， 機能性 に つ い て も 言及す る 。
磁性材料 ハ イ プ リ ッ ド カ ー に 利用 さ れて い る 強力磁石や電磁誘導 に よ る 充電
2 ( 7 /13 11 : 15～12:45) （西村） シ ス テ ム に 関連 す る 最新情報を基に原理 と 応用 に つ い て磁性の基本
を講義 す る 。
樹脂材料 工業材料 と し て 使用 さ れて い る 各種高分子材料 （熱可塑性樹脂， 熱
3 ( 7  /20 9 :00～10:30) （高成） 硬化性樹脂， 繊維材料， ゴム ・ エ ラ ス ト マ 一等） の基本的 な性質に
つ い て 解説 し ， そ の用途， 加工方法 な ら び に 加工条件 に つ い て 概説
す る 。
複合材料 本講義では， 被合材料の機械的性質， 評価方法 お よ び設計手法に関
( 7 /20 10:45～12:15) （太田） す る 基礎事項に つ い て講義す る 。 ま た ， 自 動車や航空機等の輸送機
4 器の 軽量化技術 と 抱合材料の 関 わ り に つ い て 講義 す る 。 さ ら に ， 天
然素材を用 い た環境 に 優 し い複合材料の最近の開発動 向 に つ い て 講
義 す る 。
薄膜材料 薄膜材料の微細構造 は そ の機誠的性 質 を 決定す る 大 き な 要 因 で あ
( 7  /27 9 :00～10:30) （野瀬） る 。 そ の た め ， 本講では， ま ずPVD膜の形成機構 に つ い て 解説す
5 る 。 そ の上で成膜条件 と 微細構進 と の 関係 な ら び に 微細構造 と 機械的性質 と の 関係 に つ い て 説明す る 。 さ ら に， 薄膜の機械的性質お よ
ぴ微細構造等の各種評価技術につい て解説す る と と も に ， 各種硬質
保護膜や ナ ノ コ ン ポ ジ ッ ト 膜 な どの応用例を紹介す る 。
6 特殊加工 放電加工， 電解加工， レ ー ザー加工， 電子 ピ ー ム 加 工 な ど， 様々 な( 7 /27 10:45～12: 15) （小原） 特殊加工の種類 と そ れ ら の加工法の特徴 に つ い て概説す る 。
加工表面の性状評価 光学的手法 に よ り 非接触で加工面の形状， 位 置 お よ び性状 を測定す
( 8 / 3  9 :00～10:30) （田代） る 方法 と そ の評価技術を講義す る 。 ま た， 光学的基礎理論 （干渉。
7 回折。 偏光等） と 光学部品の使い方。 測定の事例 を説明す る 。 そ し
て ， 画像処理 （ ウ エ ー プ レ ツ ト ， 画像相関， 位相 シ フ ト ） を中心 と
し た 計測 と そ の測定の事例 を説明 す る 。
摩擦 ・ 摩耗 2 物体の動的接触問題 と し て ， 垂直荷量 と 摩擦カ に よ っ て 生 じ る 応
( 8 / 3  10:45～12: 15) （小熊） カ場の基礎を解説 し， 滑 り 接触 と 転が り 接触の差異 に つ い て 講義す
8 る 。 ま た 摩擦 ・ 摩耗の種類 と メ カ ニ ズ ム に つ い て 解説す る と と も
に， そ れ ら を低減 さ せ る 潤 滑 に つ い て ， 潤滑剤の種類 と 潤滑方法，
お よ び表面粗 さ と 潤滑膜の関係 も 講義 す る 。
金属の リ サ イ ク ノレ 近年， 自 動車等の燃費向上， リ サ イ ク ノレの観点で， 需要が増加傾向
9 ( 8 /10 10:45～12: 15) （井上） に あ る 軽金属材料 （ ア ル ミ ニ ウ ム ， マ グネ シ ウ ム ） の リ サ イ ク ノレの
現状お よ び研究開発の現状 に つ い て講義す る 。
破援 と 破面解析 金属， セ ラ ミ ッ ク ス 等の機械材料が破援 し た と き の解析方法 と 事故
10 ( 8 /10 10:45～12:15) （長柄） を再発 さ せ な い た め の 対策 に つ い て ， 過 去 の 事例 を も と に概説す
る 。
構造用材料の静的強度 ・ 疲労強度 応 力 と ひ ず み を 基礎 と し た 静 的 な 材料強度 （破壊強度） を 踏 ま え
( 8 /24 9 :00～10:30) （笠場） て ， 機械構造用材料の破壊原 因 の ほ と ん ど を 占 め る 疲労破援 に つ い
1 1  て解説す る 。 ま た ， 疲労 き 裂進展 と そ の強度を評価す る た め の破綴力 学 に つ い て 講義 す る と と も に， 各種破綴力学パ ラ メ ー タ の意 味 と
扱い方について説明 し， 安全設計の た め の最近 の 規格化動 向 に つ い
て も ふ れ る 。
安心 ・ 安全の た め の非破壊検査 最 も 汎用 的 な 非被壊検査手法で あ る 超音波法 に つ い て ， ま ず超音波
( 8 /24 10:45～12: 15) （三原） の入射 ・ 伝搬に 関 す る 基礎 を概説 し， 加工表面の外観計測 に対す る
12 超音波法の位置付け， お よ び， 内部欠陥検出 と 寸法評価法に つ い て講義す る 。 ま た ， 超音波の音速測定 に よ る 弾性定数の計測の原理 と
そ の方法 を概説 し， 超音波の減衰測定 に よ る 材質評価 お よ び薄板や
加工表面居への評価適用例 を講義す る 。
Aιτ Fhu 
回
主題と位置付け 学習方法と内容（開催日時． 担当）
使用環境 と 材料選択 損傷の80パー セ ン ト は金属疲労で起 こ る こ と が知 ら れて い る 。 実際
( 8 /31 9 :00～10:30) （木田） に 選択 さ れて い る セ ー フ ラ イ フ 設計， フ ェ ー ノレセ ー フ 設計， 損傷許
容設計 な ど の穏 々 の 設計手法が ど の よ う な構造に選択 さ れて い る の
13 か を説明す る 。 特 に ， メ ー カ ー か ら 受 け 取 っ た ユ ー ザ ー が ど の よ う
に維持管理す る の かの視点が必要な こ と を解説 す る と と も に， 単一
経路負荷構造， 多経路負荷構造， ク ラ ッ ク ア レ ス タ 構造 な ど， 構造
様式 に よ る設計手法の相違につい て講義す る 。
振動解析 機械 シ ス テ ム に発生す る 振動 に つ い て ， そ の 理論的 な 基礎 を解説
14 ( 8 /31 10:45～12:  15) （木村） し s 振動の伝達や減衰 お よ び加振や防振 に つ い て 講義す る 。 ま た，振動の 固有モー ド解析， 動機械の振動解析 と 安全性評価 に つ い て 説
明 す る 。
組立て技術 加工部品の組立 自 動化 お よ び精密位 置 決 め に 関連 す る 技術 に つ い
( 9 / 7  10:45～12:15) （笹木） て ， 定速回転 ・ 直線運動機構や位置決め運動機構な ど， 組立技術の
15 基礎につ い て 解説す る 。 ま た 加工部品の組立 自 動化お よ び精密位
置決め に 関連 す る 技術 に つ い て ， サ ー ボ制御位置決め運動機構や追
従運動機構な ど， 組立技術の応用 に つ い て も 講義 す る 。
Ru phu 
［専門技術論］ エ レ ク ロ ト ニ ク ス 工学特論
銀業科目名 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 工学特論
科目コーディネーター 富山大学大学院理工学研究部 （工学系）
所属・役峨・氏名 教授 作井 正昭， 教授 小川 晃一， 教授 前漂 宏一
区 分 ス ー パ ー エ ン ン ジ ニ ア養成 コ ー ス 授業種別 大学院修士課程実践教育特別講義科目
対象所属 理工学教育部
9 月 － 1 1 月 土曜 日 1 ・ 2時限 対象学年 社会人技術者， 大学院生
開講日程 ( 9 :00～ 12: 15) 単 位 数 2 単位
連結先｛研究室， 電話香号， 電子メ ール等） 作井正昭 TEL:076・445・6711 , E-mail : sakui@eng.u-toyama.ac.jp 
オ フ ィ スアワー （自 由質問時間）
授業のね ら い と カ リ キ ユ ラム上の位置付け
高度情報化社会 を 支 え る 基盤技術 と し て ， 電気 ・ 電子工学は重要 な 役割 を 果 た し て い る 。 本講義では， 電気 · m
子工学の多様な分野の基礎 と な る 電磁気の基礎物理， 電気回路の基本定理や法則， 電子回路 （ ア ナ ロ グ回 路 と デ
ジ タ ノレ回路） の 動作原理や設計手法， 半導体デバ イ ス の基礎 と 最先端の デバイ ス 技術， パ ワ ー エ レ ク ト ロ ニ ク ス
の基礎 と 先端技術を解説す る 。 ま た， フ リ ー ソ フ ト を用 い た 回路の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン技術 を 実習 す る 。
達成回線
． 内
1 ） 電磁気の物理現象， 電気回路の基本定理や法則 を理解 す る 。
2 ） 電気機器の基礎 と な る 回転機の原理 と 特性を理解 す る 。
3 ） 半導体の基礎物理を理解す る と と も に各種半導体デバ イ ス の構造や特性を理解 す る 。
4 ） ア ナ ロ グ回路 と デジ タ ノレ回路の動作原理や設計手法を理解 す る 。
5 ） パ ワ ー エ レ ク ト ロ ニ ク ス の基礎か ら 応用技術を理解 す る 。
6 ） 電気回路， 電子回路， パ ワ ーエ レ ク ト ロ ニ ク ス 回路 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン技術を修得す る 。
講師の紹介
第 1 ' 2 回 ( 9 /14 9 :30～12:45) 作井 正昭氏 （富山大学大学院理工学研究部 （工学） 教授）
パ ワ ー エ レ ク ト ロ ニ ク ス 関連技術を専門 と し ， 風力や小水力 な どの再生可能エ ネ ノレギ一発電装置や コ ン パ ー
タ な ど の電力変換装置の高性能化， 低 コ ス ト 化 に関 す る 研究に従事。
第 3 , 4 回 ( 9 /21 9 :00～12:15) ' 
第 5 , 6 回 ( 9 /28 9 :00～12:15) 前津 宏一氏 （富山大学大学院理工学研究部（工学）教授）
II I-V族化合物半導体のエ ピ タ キ シ ヤ ノレ成長技術及 び そ の 高周波半導体デバ イ ス ， ナ ノ デバ イ ス ， 量子効果
デバ イ ス の応用。 ま た， そ れ ら を利用 し た 高周波集積回路の研究に従事。
第 7 , 8 回 (9:00～ 12: 15) 中島 一樹氏 （富山大学大学院理工学研究部 （工学） 教授）
医用電子工学， 生体計測工学や高齢者工学を専門 と し ， 研究室だけの研究で な く ， 日 常生活や介護福祉の現
場で真に役立つ機器や技術の開発 を 目 指 し た 高齢者用の福祉機器開発に従事。
第 9 ' 10回 小熊 博氏 （富山高等専門学校電子情報工学科 准教授）
衛星系／地上系の統合通信ネ ッ ト ワ ー ク を対象に FPGA， 車lli6み技術， 位置捕捉（QZSS, GPS）， モ バ イ ノレ シ ス
テ ム 等の研究 に従事。
第11, 12回 (10/19 9 :00～12: 15） 作井 正昭氏 （富山大学大学院理工学研究部 （工学） 教授）
第13, 14回 (10/26 9 :00～12:15） 松本 康氏 （富士電機 （株） 技術開発本部
パ ワ エ レ技術開発セ ン タ 一 応用技術開発部 部長） 鉄道車両 ・ 産業用モ ー タ 駆動装置， 太陽光 P c S な ど
パ ワ ーエ レ ク ト ロ ニ ク ス 装 置の電気回路 ・ 制御技術分野お よ び S i C な ど ワ イ ド バ ン ド ギ ャ ッ プの パ ワ ー半
導体分野の研究開発に従事。
第15回 (11/ 2 10:45～12:  15） 飴井 賢治氏 （富山大学大学院理工学研究部 （工学） 講師）
専門分野はパ ワ ーエ レ ク ト ロ ニ ク ス 。 主 に 太陽光や風力 な どの再生可能エ ネ ル ギー か ら最大限に電力 を取 り
出す技術やマノレ チ レ ベ ノレ イ ン バ ー タ の効率改善， 誘導加熱装置の高効率化な どの研究に従事。
電磁気， 電気回路， 電子回路， ア ナ ロ グ回路， デ ジ タ ノレ回路， 電気機器， 半導体， 集積回路，キ ー ワ ー ド
パ ワ ー エ レ ク ト ロ ニ ク ス ， 電力変換， 回路 シ ミ ュ レ ー タ
層修上の注意
教科． － 参考．等 渋谷 道雄 著， 「回路シ ミ ュ レ ー タ LTspiceで学ぶ電子回路J ， オ ー ム 社
成編評価の方法
備 考
nhu phd 
エ レ ク ト ロ ニ ク ス 工学特論 ： 授業計画 （講義内容， 開催予定 日 ， 講師）
回 主題と位置付け 学習方法と内容（開催日 時， 担当）
電磁気基礎 と 回路論 電磁気の基礎であ る 静磁界， 電流 と 磁界， 電磁誘導に つ い て 講義す
1 ( 9 /14 9:30～11 :00) （作井） る 。 ま た ， 電気回路は， 過渡現象 を含む直流回路， 電気回路の諸定理， 単相 お よ び三相交琉回路， 非正弦波 （ ひずみ波） 交流 に つ い て
講義す る 。
電気機器の種類 と 特性 ・ 効率的運用 電気機器の基礎 と し て 回転機 （直流機， 誘導機， 同期機） の構造，
2 ( 9 /14 11 :15～ 12:45) （作井） 動作原理， 特性 に つ い て 説明 す る 。 ま た 回転機の効率的な運用 と し
て， 新 し い 構造や特徴 を も っ回転機 に つ い て 紹介 す る 。
半導体物性の基礎 半導体 の エ ネ ノレ ギ ー バ ン ド 構造， 電子統計， 電子輸送， pn接合や
3 ( 9 /21 9:00～10:30) （前津） シ ョ ッ ト キ ー接合 な ど の種々 の接合の性質 に つ い て 講義す る 。 こ れら は今後の講義の基礎 と な る概念で あ る 。 ま た太陽電池な ど， 接合
を利用 し た重要な デバ イ ス に つ い て も 説明 す る 。
半導体デバ イ ス の基礎 最 も 多 く 使われて い る 半導体デバイ ス で あ る ， 電界効果型 ト ラ ン ジ
4 ( 9 /21 10:45～ 12:15) （前津） ス タ （FET） に つ い て ， そ の動作原理， 性能指針 に つ い て 説明 す る 。
特に現在の集積回路の基本であ る Si-MOSFETの動作原理 について述
Jて る 。
半導体 プ ロ セ ス技術 半導体集積回路の作製 に 関 わ る プ ロ セ ス 技術の基本 に つ い て解説す
5 ( 9 /28 9 :00～10:30) （前湾） る 。 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー， 薄膜形成， エ ッ チ ン グ な どの基本技術に つ い て 学 ん だ後， 最近の ト ピ ッ ク と し て ， 原子府堆積技術に つ い
て述べる。
先端半導体デバ イ ス Si・CMOS集積回路の最先端技術 と そ の問題点， そ れ を解決す る試み
6 ( 9 /28 10:45～12: 15) （前灘） に つ い て 述 べ る 。 ま た ， 半導体ヘ テ ロ 接合 と そ れ を 用 い た デパ イ
ス ， 特 に 化合物半導体 を 用 い た 高官子移動度 ト ラ ン ジ ス タ （HEMT)
に つ いて講義する 。
電子回路の基礎 電子回路は 計測 ・ 通信 ・ 制御 な ど の エ レ ク ト ロ ニ ク ス の応用分野に
(10/ 5 9 :00～10:30) （中島） お け る 汎用 的 な基礎技術であ る 。 本講では ア ナ ロ グ電子回路の基本
7 的 な 動作原理 を理解 す る こ と を 目 的 と し て ， 最 も 基礎 と な る ダ イ
オ ー ド の 特性及 びバイ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ の基本回路に つ い て 概説
す る 。
ア ナ ロ グ回路 と そ の応用 増幅器やセ ンサ回路な ど ア ナ ロ グ電子回路で広 く 用 い ら れ る 演算増
8 (10/ 5 10:45～12: 15) （中島） 幅器 （ オ ペ ア ン プ） の基本特性を理解 し ， オ ペ ア ン プ を 用 い た代表
的 な 回路の動作を概説す る 。
デ ジ タ ノレ回路の基礎 デ ジ タ ノレ回路の基本 と な る 組み合わせ回路， 順序回路， デ ジ タ ノレ回
9 (10/12 9 :00～10・：30) （小熊） 路設計用 の 言 語 で あ る ハ ー ド ウ ェ ア 記述言語及 びFPGA (Field P
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デ ジ タ ノレ回路の応用 無線通信装置等の開発事例 を通 し て FPGA設計の利点 と 課題 と に つ
10 (10/12 10:45～12: 15) （小熊） いて講演す る ． 加 え て ， 現状の書 き 換 え 可能 な リ コ ン ブ イ ギ ュ ラ プ
ノレデバ イ ス の動 向 に つ い て 言及 す る ．
パ ワ ー エ レ ク ト ロ ニ ク ス の基礎 1 電力変換装置の構成要素 と し て 用 い ら れ る 電力用半導体デバ イ ス の
1 1  (10/19 9 :00～10:30) （作井） 種類， 構造， 特性 な ど を 説明 し た後に， 電力用半導体デバ イ ス を用
いて電力変換 を 行 う 基本的 な 回路であ る 整流器， 直流テ ョ ッ パ， イ
ンパ ー タ な ど の 回路構成， 動作原理な ど に つ い て 説明 す る 。
パ ワ ーエ レ ク ト ロ ニ ク ス の基礎 2 交流を直流に変換す る 整流回路は高調波を発生 し ， カ率の低下や各
(10/19 10:45～12:15) （作井） 種の障害の原因 と な っ て い る 。 そ こ で， 整流回路か ら 発生す る 高調
12 波 を低減す る 方法 に つ いて説明す る 。 ま た ， 直流を交流に変換す る
装置であ り ， 省エネ に 大 い に貢献 し て い る イ ン バ ー タ の 出 カ電圧の
波形 を 改善 す る 方法 に つ い て も 説明 す る 。
パ ワ ーエ レ ク ト ロ ニ ク ス 先端技術 1 パ ワ ー エ レ ク ト ニ ク ス 装置で用 い ら れ る 最新の電力用半導体デパイ
13 (10/26 9:00～10:30) （松本） ス の構造， 特性な ど に つ い て解説す る 。 ま た， 新 デバ イ ス を 応用 し
た機器を紹介 し ， そ の導入効果 な ど に つ い て解説す る 。 さ ら に ， 今
後の電力用半導体デバ イ ス の技術動 向 に つ い て も 解説す る 。
司rphd 
回 主題と位置付け 学習方法と内容（開催 日 時， 担当）
パ ワ ーエ レ ク ト ロ ニ ク ス 先端技術 2 パ ワ ー エ レ ク ト ニ ク ス 技術 を 誘導機や同期機 な ど の モ ー タ 制御分
14 (10/26 10:45～12:15) （松本） 野， 直流や交流電源の電源分野， 直流送電な ど の電力分野， 太陽光発電や風カ発電 な ど の再生可能エネ ノレ ギ一分野 に応用 し た事例 を紹
介 し ， そ の応用技術 に つ い て解説す る 。
電気 ・ 電子回路シ ミ ュ レ ー シ ョ ン技 回路 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ソ フ ト “LTSpice＂ を操作 し て ， 受動素子を
術 用 い た 簡単 な 電気回路か ら オ ペ ア ン プ な ど の 電子回路， さ ら に パ
15 ( 1 1 / 2 10:30～ 12:15) （飴井） ワ ー エ レ ク ト ロ ニ ク ス 回路 に 至 る ま で様 々 な 回路の解析を体験 し，
回路 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン技術を修得す る と と も に， 回路動作の理解を
深め る 。
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［専門技術論］ 電子応用技術特論
授業科目名 電子応用技術特論
科目コーディネーター 富山大学大学院理工学研究部 （工学系）
所属・役聡・氏名 教授 作井 正昭， 教授 小川 晃一， 教授 前穣 宏一
分 ス ーパ ー エ ン ン ジ ニ ア 養成 コ ー ス 授業種別 大学院修士課程実践教育特別講義科目区
対象所属 理工学教育部
1 1月 一 1 月 土曜 日 1 ' 2 限 対象学年 社会人技術者， 大学院生
開講日程 ( 9 :00～12:15) 単 位 数 2 単位
連鎗先｛研究室， 電話番号， 電子メ ール等） 作井正昭 TEL:076-445-6711 , E-mail : sakui@eng.u-toyama.ac.jp 
オ フ ィ スアワー （自由質問時間）
授業のね ら い と カ リ キユ ラム上の位置付け
高度情報化社会を 支 え る 基盤技術 と し て ， 電気 ・ 電子工学は重要 な役割 を果た し て い る 。 本講義では， 電気 ・ 電
子工学の 多様な分野の専門基礎 と な る セ ン サ， 計測， 制御， ロ ボ ッ ト の基礎 と 応用 技術 に つ い て 解説す る 。 ま
た， 高度化が加速 し て い る 情報通信分野の基礎技術 と 最先端の シ ス テ ム 技術につ い て も 解説す る 。 さ ら に， 次世
代技術と し て プ ラ ズマ ・ レ ー ザの役割 と そ の応用例を概説す る 。
達成目棟
1 ） セ ン サ と 計測の基本事項を理解す る と と も に， 物理セ ンサ， 化学セ ンサ及びバ イ オ セ ン サ の原理 と 応用 を理
解 す る 。
2 ） 自動制御の基礎であ る ラ プ ラ ス 変換 と 伝達関数， フ ィ ー ド パ ッ ク 制御， 安定判別 を理解 す る 。
3 ） ロ ポ ッ ト の基礎技術 か ら 高度 な技術ま でを理解 す る 。
4 ） 通信技術の基礎理論か ら 先端の通信 シ ス テ ム 技術 ま でを理解 す る 。
5 ） プ ラ ズマ ・ レ ー ザ ー に 係 る 基本的な原理を理解す る と と も に応用分野 に つ い て も 理解す る 。
講師の紹介
第 1 , 2 回 (11/ 9 9 :30～12:45) 鈴木 正康氏 （富山大学大学院理工学研究部 （工学） 教授）
パ イ オ セ ン サ， バ イ オ チ ッ プ， バ イ オ エ レ ク ト ロ ニ ク ス と い っ た ， バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー と エ レ ク ト ロ ニ ク ス
を融合 し て 主 と し て 計測技術に応用 す る 研究に従事。
第 3 , 4 回 (1 1/16 9 :00～12: 15) チ ャ ピ グ ン ツ ィ 氏 （富山大学大学院理工学研究部 （工学） 教授）
知能 ロ ボ ッ ト は， 移動 ロ ボ ッ ト を ベ ー ス に 自 分で考え行動す る ロ ボ ッ ト の知能 と 行動 に 関 す る研究 に従事。
第 5 , 6 回 ( 1 1/23 9 :00～12: 15） 戸田 英樹氏 （富山大学大学院理工学研究部 （工学） 講師）
パ ワ ー ア シ ス ト ， 生体が特異的 に見せ る 制御方式 に 関 す る研究， MRI, MEG， 脳波， 味党計測 な ど生体の計
測技術 に 関 わ る 中， 世界最高速の気体セ ン サ の 開 発 に成功。 後 に富山大学工学部に 赴任 し 福祉機器 ・ ロ ボ
テ ィ ク ス の研究に従事。
第 7 , 8 回 ( 1 1/30 9 :00～12:15) ' 
第 9 ' 10回 (12/ 7 9 :00～12: 15) 小川 晃一氏 （富山大学大学院理工学研究部 （工学） 教授）
携帯電話， 無線LAN， 地上デジ タ ノレ テ レ ピ放送， 無線ホ ー ム ネ ッ ト ワ ー ク な ど最新の移動通信シス テ ム に 関
す る 多重波電波伝搬， ア レ ー ア ン テ ナ に よ る 適応信号処理， ア ン テ ナ と 人体の相互影響， シ ス テ ム 設計 と 評
価方法 な どの研究に従事。
第 1 1, 12回 (12/14 9 :00～12: 15) 吉川 嘉茂氏
パ ナ ソ ニ ッ ク 株式会社 ア プ ラ イ ア ン ス 社 技術本部 制御技術セ ン タ ー， 各種家電 に搭載 す る 無線 シ ス テ
ム の企画／開発を担当。 小電力無線 （400MHz帯／900MHz帯特定小電力無線， Wi-Fi無線な ど） の通信に お け
る 電波伝搬特性の評価， 機器内蔵に適 し た ア ン テ ナ設計， お よ び超低消費電力 を特徴 と す る 無線ICの開発に
従事。
第13, 14回 (12/21 9 :00～12: 15) ' 
第15回 ( 1 / 1 1  10:30～12:15） 伊藤 弘昭氏 （富山大学大学院理工学研究部（工学）教授）
プ ラ ズマ理工学， パノレス電力技術， 高電圧工学の教育研究に従事。
キ ー ワ ー ド セ ン サ， 計測， 自 動制御， シ ス テ ム 制御， 情報通信， 通信 シ ス テ ム ， ス マ ー ト ハ ウ ス ，
プ ラ ズマ ， レ ー ザー， 核融合
履修上の注憲
教科書 ・ 参考書等 第5, 6回 ： 多賀厳太郎著 「脳 と 身体の動的デザイ ン 運動 ・ 知覚の非線形力 学 と 発達j 金子書房
成繍評価の方法
備 考
Qd phu 
電子応用技術特論 ： 授業計画 （講義内容， 開催予定 日 ， 講師）
回 主題と位置付け 学習方法と内容（開催日時， 担当）
セ ンサ と 計測技術 1 セ ン サ に 関 す る 基本的事項を講義す る 。 セ ンサや計測 に 関 す る 基礎
(11/ 9 9:30～11 :00) （鈴木） 知識に続い て ， 代表的 な物理セ ンサであ る 光 セ ン サ や機械量セ ン サ
1 な ど， ま た 化学セ ン サ と し て ガ ス セ ンサやバイ オ セ ン サ な ど に つ い
て， 原理や特徴な ど を 簡潔に説明 す る 。
講義 は 配布 プ リ ン ト を基に行い， テ キ ス ト は用 い ない。
セ ン サ と 計測技術 2 セ ン サの応用や先端技術， 将来展望 に つ いて講義す る 。 マ イ ク ロ 化
( 1 1/ 9 1 1 : 15～ 12:45) （鈴木） 技術を用い た微小セ ンサ， 患者 自 身 が 自 宅で使 え る 携帯型血糖値セ
2 ンサ， 味ゃ に お い な ど感性を測 る セ ン サ な ど い く つ かの 事例 を 紹介
し ， セ ンサ技術の今後の方向性を考え る 。 講義は配布 プ リ ン ト を 基
に行い， テ キ ス ト は用 い ない。
自 動制御の基礎 1 制御工学 に お い て よ く 使 わ れ る ラ プ ラ ス 変換の式及び ラ プ ラ ス 変換
3 ( 1 1/16 9:00～10:30) （ チ ャ ピ） が制御工学で ど の よ う に応用 さ れて い る か， に つ いて説明す る ． ラプ ラ ス 変換 を 用 い て 導 出 さ れ る 入 出 力 の 関係式 に お い て 「伝達関
数j が現れる。 微分方程式 と の 関連か ら 伝達関数 を 説明 す る 。
自 動制御の基礎 2 制御対象 と コ ン ト ロ ー ラ が組み合わ さ っ た フ ィ ー ド パ ッ ク 制御系 の
( 1 1/16 10:45～12: 15) （ チ ャ ピ） 安定性を解説す る 。 フ ィ ー ド パ ッ ク 制御系 の場合でも 伝達関数の極
4 を 用 い て安定性が論 じ ら れ る が， 単一の シ ス テ ム の場合に は な か っ
た注意事項が出て く る 。 「 フ ィ ー ド パ ッ ク 制御系が安定j と は ど う
い う こ と か， 安定 に な る た め の条件は何か， に つ い て 説 明 す る 。
最新の ロ ボ ッ ト 制御技術 l フ ィ ー ド パ ッ ク 制御技術の復習 か ら 。 自 動制御の特性 ・ 定常偏差 ・
5 (11/23 9 :00～10:30) （戸田） 過渡特性 ・ 安定性 に関す る 議論 な ど を 通 し て ， 古典制御 か ら現代制御への歴史 を た ど る 。 加 え て現代 ロ ボ ッ ト 技術が到達 し つ つ あ る 高
度 な制御技術 を動画を交え て解説す る 。
最新の ロ ボ ッ ト 制御技術 2 第二講では， ア ク テ ュ エ ー タ ・ 機構 ・ ロ ボ ッ ト の感覚 に 関 す る 解説
6 (1 1/23 10:45～12:15) （戸田） を 行 う 。 具体的 に は， 運動学 ・ 動 カ 学 ・ 誤差解析 と パ ラ メ ー タ 同定， 位置制御 ・ 軌道追従制御 ・ ロ ボ ッ ト の 計算機シ ミ ュ レ ー タ か ら
画像処理 ・ 認識 ・ 人工知能 ま で概説す る 。
通信の基礎 1 本講義では， 携帯電話のセ ノレ設計 （無線回線設計） に焦点 を 当 て ，
( 1 1/30 9:00～10:30) （小） I I ) 基礎理論 を 説明 し ， セ ノレ設計 と ア ン テ ナ ・ 伝搬 ・ 変復調技術の関連
性 を解説す る 。 さ ら に ， シ ス テ ム モ デノレ を 簡単 な モ デノレ か ら 現実 に
即 し た複雑 な モ デノレ に 徐 々 に変化 さ せ な が ら携帯電話 シ ス テ ム が ど
の よ う な仕組みで構成 さ れて い る か を理解す る こ と を 目 標 と す る 。
7 講義は， 以下の よ う に進め る 。
通信の基礎 1 ： ア ン テ ナ お よ び自 由 空間伝搬路の基本的性質
通信の基礎 2 ： 携帯電話シ ス テ ム の電波の減衰 と 回線設計
通信 シ ス テ ム 技術 1 ： デジ タ ノレ変調 と 伝送品位
通信 シ ス テ ム 技術 2 ： フ ェ ー ジ ン グが回線設計に及ぼす影響
講 義 は 配布 プ リ ン ト を ペ ー ス に 黒板 ま た は プ ロ ジ ェ ク タ に よ り 行
う 。 テ キ ス ト 等 は用 い な い。
8 通信の基礎 2 携帯電話シ ス テ ム の電波の減衰 と 回線設計(1 1/30 10:45～12:15) （小川）
9 通信シ ス テ ム 技術 1 デジ タ ノレ変調 と 伝送品位(12/ 7 9 :00～10:30) （小JI I )  
10 通信 シ ス テ ム 技術 2 フ ェ ー ジ ン グが回線設計に及ぼす影響
(12/ 7 10:45～12:15) （小Jll)
先端通信 シ ス テ ム 技術 l 本講義では， 生活の場に普及が進んで き た 無線通信 シ ス テ ム の現状
(12/14 9 :00～10:30) （吉JI I )  に つ い て説明す る 。 家電ネ ッ ト ワ ー ク 無線 シ ス テ ム に つ い て ， 通信
1 1  の基礎で学 ん だ ア ン テ ナや電波伝世の性質 を ど の よ う に利用 し て 実
現 さ れ る か解説す る 。 ま た， 低 コ ス ト に高性能 な 無線機 を実現す る
省電力CMOS プ ロ セ ス を用 い た 無線IC技術 に つ い て 解説す る 。
先端通信 シ ス テ ム 技術 2 本講義では， 屋 内 での電波伝撮特性の測定 と 特徴か ら ， 要求 さ れ る
12 (10/ 45 10:45～12:15) （吉川） 無線シス テ ム の性能 に つ い て解説 し ， 改善への取組み に つ い て 説明
す る 。 そ し て将来の展望 に つ いて述べる。
nU FO 
回
主題と位置付け 学習方法と内容（開催日時， 担当）
プラ ズマ技術 身近 な プ ラ ズ マ の 例 を 説 明 し な が ら プ ラ ズ マ と は ど の よ う な 物
(12/21 9:00～10:30) （伊藤） （状態） を指す の か ？ を述べ， プ ラ ズマ温度， プラ ズマ周波数， デ
パ イ 遮蔽 な ど プ ラ ズマ の特性を表すパ ラ メ ー タ や電場 ・ 磁場下での
13 荷電粒子の運動を講義 し て ， 微視的 な 振 る 舞い と プ ラ ズ マ の 巨視的
性質の関係 に つ い て 講義す る 。 そ し て ， 実際に使用 さ れて い る プ ラ
ズマ生成装置の具体例 を挙げて プ ラ ズマ の生成法や応用 に つ い て 講
義 す る 。
レ ー ザ一発振を理解す る 上で重要であ る 基本的 な原理であ る 誘導放
レ ー ザー技術 出， 反転分布， 光増幅， 光共振器 な ど を講義す る と と も に， 時間 ・
14 (12/21 10:45～ 12:15) （伊藤） 空 間 コ ヒ ー レ ン ス ， 単色性， 指向性， 集光性な ど の レ ー ザ一光の特
徴， お よ び そ の 特徴を利用 し た 短パノレ ス レ ー ザー の発生法を講義す
る 。 ま た ， 実際 に産業応用 に 利 用 さ れて い る 炭 酸ガス レ ー ザ ー ，
YAG レ ー ザー， エ キ シ マ レ ーザ ー な どの構造や特徴を講義 す る 。
電気エ ネ ノレ ギー有効利用技術 プ ラ ズマ や レ ーザ ー の エ ネ ノレ ギ 一 分野への応用 と し て ， 核融合エネ
15 (1/11 10:30～12:15) （伊藤） ノレ ギ ー な ど次世代 エ ネ ノレ ギ ー 開 発 に つ い て概説す る 。 ま た， プ ラ ズ
マ や レ ー ザー の 応用分野の l つ で あ る 材料 プ ロ セ ス に つ い て 講義 す
る と と も に， 様々 な応用分野に つ い て紹介す る 。
噌EAPO 
［専門技術論〕 化学 ・ バ イ オ 工学特論
授重量科目名 化学 ・ バ イ オ工学特論
科目コーディネーター
宮山大学大学院理工学研究部 （工学系） 教授 篠原 寛明， 教授 遠田 浩司所属・役喰・氏名
分 ス ー パ ー エ ン ン ジ ニ ア養成 コ ー ス 授業種別 大学院修士課程実銭教育特別講義科目区
対象所属 理工学教育部
1 月 一 3 月 土曜 日 1 ' 2 限 対象学年 社会人技術者， 大学院生
開講日程 ( 9 :00～12:15) 単 位 数 2 単位
連錨先（研究室， 電話醤号， 電子メ ール等） 篠原寛明， TEL:445-6832, hshinoha@engルtoyama.ac.jp
オ フ ィ スアワー （自由質問時間） 随時。 各担当講師に相談下 さ い。
綬業のね らいとカ リ キ ユ ラム上の位置付け
医薬品産業 に従事 す る 企業技術者 お よ び医薬品関連技術者 を 志望 す る 大学院生を対象 と し ， 医薬品製造 ・ 開発 に
お け る 要素技術の基盤 と な る 高分子化学 ・ 有機化学 ・ 団体化学 ・ 分析化学 ・ 薬物 と 生体 と の 関 わ り ・ 医薬品開
発 ・ 再生医工学 ・ バ イ オ 医薬品開発の分野 に 関 し て ， 専門的基礎 に 重点 を置 い て 講義 す る 。 こ の “学び直 し” に
よ り ， 医薬品開発に 閲 す る 基礎 力 の 充実 を は か り ， 次世代の産業技術者の育成 を 目 指す。
達成回線
－ 医薬品開発の基盤 と な る 化学分野の専門的基礎知識を修得す る 。
－ 医薬品開発の基盤 と な る 薬物代謝学， 生理学やバ イ オ 工学の専門的基礎知識を修得す る 。
－ 化学及びバ イ オ 工学の専門的基礎 と 医薬品製進 ・ 開発 に お け る 実践的技術 と の 関連を理解 し ， 研究開発 ・ 技術
カ の 向 上 を は か る 。
講師の紹介
第 1 回 ( 1 /18 9 :30～ 1 1 :00） 篠原 寛明氏 （富山大学大学院理工学研究部 （工学） 教授）
生物電気化学 ・ 細胞電気工学分野 （培養細胞 を用 い る 薬物 ・ 毒物の迅速簡便 な検出定量方法の開発， 酵素を用 い る
代謝物計測用バ イ オ セ ンサの開発な ど） 。
第 2 回 ( 1  /18 11 : 15～12:45） 北野 博巳氏 （富山大学大学院理工学研究部 （工学） 教授）
高分子化学分野 （医用高分子の開発， 高分子 と 水 と の相互作用の解析， 高分子の修飾 に よ る 材料の高機能化）
第 3 回， 4 回 （ 1 /25 9 :00～ 12: 15） 吉村 敏章氏 （富山大学大学院理工学研究部 （工学） 教授）
応用物理有機化学分野 （新規硫黄窒素 3 霊結合化合物やス ノレ フ ェ ン酸等不安定化学種の合成及 ぴ そ の反応機
構に基づ く 新規有機合成試薬の開発等） 。
第 5 回， 6 回 （ 2 / 1 9 :00～ 12:15） 阿部 仁氏 （富山大学大学院理工学研究部 （工学） 教授）
有機合成化学分野
第 7 回， 8 回 （ 2 / 8 9 :00～ 12:15） 宮崎 章氏 （宮山大学大学院理工学研究部 （工学） 准教授）
精密無機合成化学分野 （電気伝導性 ・ 磁性を示す有機分子 ・ 金属錯体 ・ 有機金属錯体か ら な る 分子性結晶の
開発 な ど）
第 9 回， 10回 （ 2 /15 9 :00～12:15） 遠田 浩司氏 （富山大学大学院理工学研究部 （工学） 教授）
環境分析化学分野 （生体内環境 を モ ニ タ ー す る オ プテ イ カ ル糖セ ン サ の 開発， 環境水中重金属 モ ニ タ ー 用 イ
オ ン選択性電極の開発な ど）
第11回 ( 2 /22 9:00～10:30) 佐山三千雄氏 （富山大学大学院理工学研究部 （工学） 講師）
生物化学分野 （生化学， 薬物代謝， 放射線 な ど）
第12回 ( 2 /22 10:45～ 12:15） 川原 茂敬氏 （富山大学大学院理工学研究部 （工学） 教授）
脳 ・ 神経シス テ ム 工学分野 （電気生理及 び画像解析の手法 を 用 い て動物の行動解析 と 神経活動解析 を行い，
学習 ・ 記憶メ カ ニ ズ ム を シ ス テ ム 論的観点 か ら 研究）
第13回 ( 3 /  1 9 :00～10:30） 畳間 尚樹氏 （富山大学大学院理工学研究部 （工学） 教授）
生体機能性分子工学分野 （有機合成化学を 用 い た新規医薬品の開発， 糖尿病， ア ノレ ツ ハ イ マ ー病， ニ コ チ ン
受容体に基づ く 脳機能改善薬 な ど）
第14回 ( 3 / 1  10:45～12: 15） 中村 真人氏 （富山大学大学院理工学研究部 （工学） 教授）
生体シス テ ム 医工学分野 （高度な機械の手 に よ る 高度 な再生医療技術の開発 ： 細胞を配置す る 3次元 プ リ ン
タ ー の開発， 印刷技術を活用 し た組織工学 な ど）
第15回， 16回 （ 3 / 8 9:00～12:15) 磯部 正治氏 （富山大学大学院理工学研究部 （工学） 教授）
遺伝情報工学分野 （単一抗体産生細胞由来新規迅速抗体単離シ ス テ ム の開発， グ ノ ム 解析技術 を 用 い た疾患
（がんや認知症）関連遺伝子 の 同定 と そ の機能解明）
円LFhu 
分子設計， 有機合成戦略， 溶解度， 結晶， X線回折， 分光分析， 分離分析， 薬物代謝， 毒性発現，
キ ー ワ ー ド 神経生理学， 脳機能改善薬， 抗体医薬， バ イ オ 医薬分析， バ イ オ セ ンサ， 再生医工学，
生体適合性高分子， 有機硫黄化学， 物理有機化学， 有機合成試薬
履修上の注憲 大学 レ ベノレの化学 ・ 生物学の基礎知識を有 す る こ と を前提 と し ま すが， 異分野の受講生がいれば配慮 し ま す の で， 最初 に 申 し 出 て く だ さ い。
教科書 ・ 参考．等 各回の講師が講義時に紹介 し ま す。
成績評価の方法 出席回数， 各講師の講義時の小 テ ス ト あ る い は レ ポ ー ト 提出 で評価 し ま す。
備 考
化学 ・ バ イ オ 工学特論 ： 授業計画 （講義内容， 開催予定 日 ， 講師）
回 主題と位置付け 学習方法と内容（開催日時， 担当）
緒言及びバ イ オ セ ン サの開発 と 応用 本講義 の コ ー デ ィ ネ ー タ ー と し て 目 的 概要 と 予定 （医薬品開発
( 1 /18 9 :30～ 1 1 :00) （篠原） の基礎 と な る 有機分子の設計・ 合成， そ の 結晶化学， 機器分析 ・ 同
定， 薬品の生体代謝 と 動物実験， 薬物評価に役立つ再生医工学， 有
機新薬 か ら バ イ オ 医薬の開発 ト ピ ッ ク ス ま でつ な が っ て 学ぶ） を 説
明 す る 。
1 続 け て ， 私の専門 で あ る 医薬品の作用評価に役立つ バ イ オ分析法の
開発か ら ， 新 し い薬物ス ク リ ー ニ ン グ技術の紹介， さ ら に は， 医薬
品 と と も に健康維持に役立つ体外診断薬のーっ と し て の パ イ オ セ ン
サ （主 に 酵素セ ン サ） の基本構成， 計測原理， 設計・作製 か ら 実用
ま で を紹介す る 。 血精値セ ン サ に よ る グル コ ー ス 測定， ア ミ ラ ー ゼ
モ ニ タ ー に よ る ス ト レ ス 評価 な どの演示実験 も 行 う 。
高分子化学 高分子 と 水 と の相互作用 を評価す る 手法 を紹介 し， 実際に医療 に 用
2 ( 1 /18 1 1 : 15～12:45) （北野） い ら れて い る 生体適合性材料表面の化学構造 と ， 当該材料近傍の水の構造 と の 相 関 に つ い て 論 じ る 。 さ ら に ， 国体表面の商機能化 に 重
要な， 高分子 に よ る修飾法 に つ い て ， わか り やす く 説明 を加 え る 。
有機分子化学 1 計算科学 は創薬の分野 に お い て は分子設計に利用 さ れる べ く 現在研
( 1 /25 9 :00～10:30) （吉村） 究が進め ら れて い る が， ま だ ま だ発展の途上であ る 。 そ の 内， 量子
化学計算 を用 い る 方法は最も 基本的な原理に基づ く 方法で あ り ， 有
機合成や有機化学の研究の場では 巨大分子や多量の溶媒分子 を含む
系 で な い 限 り ， 既 に よ く 利用 さ れて い る 。 本授業第3, 4 回 で は そ
の 量子化学計算の概要お よ び利用例 に つ い て 学ぶ。 第3回 の 内 容 は
3 量子化学の理論 に 基 づ く 分子構造の最適化， 分子構造 と 分子 の 性
質， い ろ い ろ な物性値， d
理
ip
解
ole moment, ionization potential， 結合距
離， 結合角， 化学結合の ， 未知 の化合物が得 ら れた 時 に ス ペ ク
ト ノレ の ア サ イ メ ン ト の確認や理論的予想 す る た め の， 振動解析 と 零
点 エ ネ ノレ ギ ーlR · Raman ス ペ ク ト ノレ， NMRス ペ ク ト ノレの計算な ど
に つ い て 学ぶ
有機分子化学 2 第4回 の 内容 はパ ソ コ ン を 用 い たMOPAC ま た は GAUSSIAN プ ロ グ
( 1 /25 10:45～12: 15) （吉村） ラ ム に よ る 実習 を行い， 生成熟， 異性体の安定性の比較 と 予想， 反
4 応熱， 歪み の エ ネ ノレ ギ ー の 見積 も り ， ス ペ ク ト ノレの計算， 電荷， フ
ロ ン テ ィ ア 軌道 と 反応性指数か ら い ろ い ろ な試薬が どの原子 に反応
し 易 い か を 予測す る。
有機合成化学 （基礎の部） 有機合成 の 基礎 に つ い て 講義 す る 。 そ の上で， 受講生が身 に 付 け て
5 ( 2 /  1 9 :00～10:30) （阿部） い る で あ ろ う 化学の基礎的知識を総動員 し て ， 複雑な分子を構築す
る た め の ノ ウ ハ ウ を概説す る 。
有機合成化学 （応用の部） 多 く の 有機単位反応が実際の化学合成 に お い て ど の よ う に 用 い ら れ
6 ( 2 /  1 10:45～ 12: 15) （阿部） る か演 習 す る 。 特 に ， 複 雑 な 構進 を 持つ天然物の合成 を教材 と し
て ， 標的分子の実践合成法を修得 さ せ る 。
固体化学の基礎 分子国体中の分子間相互作用 に つ い て 概説 し ， 国体の溶解度 ・ 結晶
7 ( 2 / 8  9 :00～10:30) （宮崎） 化溶媒の 吸脱着 ・ 結晶多形の発現 な ど の 固体の示す諸性質 に つ い て
議論を行 う 。
8 機器分析化学 ： X線回折 結晶学の基礎を概説 し ， 粉末 ・ 単結品X線回折法 を 用 い て 結晶相の( 2 / 8  10:45～12: 15) （宮崎） 同定， 分子 ・ 結晶構造の決定 を 行 う 際の留意点 に つ い て講義す る 。
内ベUFO 
主題と位置付け
回 （開催日時， 担当） 学習方法と内容
原理 ・ 基礎 ・ 応用 電磁波 と 物質 の 相互作用 を概説 し ， 原子発光／吸光分析法及び分子
9 発光／吸光分光分析 と NMR 吸光／蛍光分析法の原理 と 最新の応用例 に つ い て 述べ る 。 ま た ， 分( 2 /15 9:00～10:30) （遠因） 子構造解析の強力 な ツ ー ノレであ る 核磁気共鳴法の原理 と 1次元及び2
次元ス ペ ク ト ノレの解析法 に つ い て解説す る 。
原理 ・ 基礎 ・ 応用 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー 及 び質量分析法の原理を概説 し ， こ れ ら の最新
10 分離分析 と 化学セ ン サ の応用例 に つ い て述べ る 。 ま た ， 測定対象物質の連続的 な モ ニ タ リ( 2 /15 10:45～12:  15) （遠因） ン グが可能な電気化学セ ンサ及びオ プテ ィ カ ノレセ ン サ に つ い て解説
す る 。
1 1  薬物 （化学物質） と 生体 と の関わ り 薬物代謝研究の意義， 薬物代謝の様式， 代謝研究の ド ラ ッ グデザイ( 2 /22 9:00～10:30) （佐山） ンへの応用， 代謝 と 毒性発現機構研究の笑例 に つ い て講義す る 。
中枢神経作用薬の ス ク リ ー ニ ン グ法 神経生理学の概要 （ ニ ュ ー ロ ン の電気生理学 と 主 な脳領域の構造 と
12 ( 2 /22 10:45～ 12: 15) CJ 1 1原） 機能） に つ い て 学んだ後， 動物 （特に遺伝子組み換え マ ウ ス ） を持ち い た 行動神経科学的実験 （ス ク リ ー ニ ン グ法） に つ い て 知識 と 理
解を深め る 。
医薬品開発の新展開 有機合成化学手法を駆使 し た 新規医薬品の創製例 を述べ る 。 具体的
ー デザイ ン， 構造活性相関 一 タ ー グ ッ ト と し て ， AKR阻害 に基づ く 新規抗がん剤の開発， 栄養飢
13 ( 3 / 1  9 :00～10:30) （盛岡） 館耐性解除 に よ る 新規騨臓がん治療業の開発， ニ コ チ ン受容体抑制
活性に基づ く 新規脳機能改善薬の開発， セ リ ン ラ セ マ ー ゼ阻害 に 基
づ く 神経変性疾患治療薬の開発等 につ いて述べる 。
再生医工学の基礎 か ら 最前線 再生医療 お よ び再生医工学の概要 と 研究の流れを概説す る 。 ま た，
14 ( 3 /  1 10:45～12:15) （中村） モ ノ づ く り の観点 か ら ， 再生医療を 支 え る こ れか ら 開発が必要 と な
る 次世代技術， 現場医療へ の応用 や医薬開発への応用 な ど を述べ
る 。
バ イ オ 医薬品開発 現在世界の製薬企業で注 目 を 集 め て い る 抗体医薬に関連す る ， 免疫
15 ( 3 / 8  9 :00～12: 15) （磯部） 学や抗体の基礎知識か ら 抗体医薬の応用分野， さ ら に は最先端の抗
16 体単離技術 な ど を 含 め て 講 義 を行 う 。 ま た ， 近年注 目 さ れて き た パ
イ オ後発医薬品 と そ の課題に つ い て も 概説す る 。
［専門技術論］ 医薬品製造 プ ロ セ ス 特論
授業科目 名 医薬品開発 プ ロ セ ス特論
科目コーディネーター 富山大学大学院理工学研究部 （工学系） 教授 森英利
所属・役聡・氏名 宮山大学 名 誉教授 城石昭弘
区 分 ス ー パ ー エ ン ン ジ ニ ア 餐成 コ ー ス 授業積別 大学院修士課程実践教育特別講義科目
対象所属 理工学教育部
1 月 一 3 月 土曜 日 3 ,  4 限 対象学年 社会人技術者， 大学院生
開講日程 (13・：00～16: 15) 単 位 数 2 単位
連絡先（研究室． 電話醤号， 電子メ ール等） 森 英利 TEL: 6856 E-mail: hmori@eng.u-toyama.ac.jp 
オ フ ィ スアワー （自由質問時間）
授業のね ら い と カ リ キユ ラム上の位置付け
医薬品の製造過程では， 原薬の反応合成 ・ 精製分離に お け る 品析， 波過， 分離， 乾燥 な ど の操作が， ま た 製剤化
過程では原薬の充填， 圧密， 打錠 に よ る賦形化 な ど の操作が行わ れ る 。 本講座では， 医薬品製造 プ ロ セ ス の構成
と 各工程で必要 と さ れる エ ン ジ ニ ア リ ン グ を列挙 し ， 特に粉体工学 を 中心 と し た 粉体特有の現象， ハ ン ド リ ン グ
に お け る ト ラ プノレの実際な ど を ， 種 々 な単位操作 を 通 し て 理解 し ， 医薬品製進 プ ロ セ ス への応用 に 役立て る こ と
を 目 的 と す る 。
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達成目纏
1 . 医薬品製造過程を一連の プロ セ ス （主 と し て粉体工学） と し て 捉 え そ の特徴 と 原理原則を理解で き る こ と 。
2 . 医薬品製剤原料 と して の粉体の基本的特性を理解 し ， そ の 評価方法を修得す る こ と 。
3 . 粉体が関与 す る 粉砕， 造粒， 品析， 波過分離， 乾燥， 圧密な どの単位操作の重要性 を ， 粉体特性 と の 関係 と
し て理解で き る こ と 。
4 . 実際の製造現場 に お け る 問題点や ト ラ プルな ど を把握 し， 問題解決能力 を身に付け る こ と 。
講師の紹介
第 1 回 （ 1 /18 14:00～15:30) 
・ 正川 康明氏 （富山県医薬品総合研究セ ン タ 一所長） 。
（元）広貫堂取締役開発 ・ 営業本部長を経て現職。 製剤の研究開発の業務に経験豊富であ り ， 講師 も 務 め る 。
・ 城石 昭弘氏 （富山大学名誉教授）
日 産化学側， 富山大学教授を経て， 本事業の事務局 を務めた。 専門 は晶析工学， 特に結晶癖， 結品多形。
第 2 回 （ 1 /18 15:45～ 17:15) 
第 3 回 ( 1 /25 13:00～14:30） 高額 均氏 （富山大学大学院理工学研究部准教授） 。
ナ ノ ， マ イ ク ロ メ ー タ オ ー ダーの微粒子 を 対象 に し た ， 気中， 液中 に お け る 界面物性の制御に よ る ， 多様な
構造の凝集体の作製， 固／液分離， 界面動電現象 に 関 す る 研究。
第 4 回 ( 1 /25 14:45～16: 15） 羽多野霊信氏 （鮒ナ ノ シ ー ズ技術顧問）
粉体の諸操作 に 関 わ る 粉体物性の測定法 ・ 評価法， 特 に粉体の ハ ン ド リ ン グ に 大 き な影響を及ぼす付着性粉
体の流動性 に 関 す る 評価法の開発， お よ び生産現場 に お け る 粉体の流動性に関与す る 因子お よ び そ の メ カ ニ
ズ ム の研究
第 5 回， 6 回 （ 2 / 1  13:00～16: 15） 山本 健市氏 （（元）富山大学理工学研究部教授）
粉体の混合 ・ 偏析 ・ 流動 ・ 帯電現象の解析お よ び そ の応用， 粒子の形状解析 ・ 定量化 な ど の基礎研究。
第 7 回 ( 2 / 8 13:00～ 14:30） 劉 貨鹿氏 （富山大学大学院理工学研究部助教）
粉体流動層 の環境分野での応用技術開発， 固体一気体系反応 プ ロ セ ス の設計お よ びバ イ オ マ ス を含む 固体廃
棄物の熱エ ネ ル ギー利用 プ ロ セ ス に 閲 す る 技術研究開発。
第 8 回 ( 2 / 8 14:45～16: 15） 森 英利氏 （富山大学大学理工学院研究部教授）
生体が も っ 自 己組織化機能 を模倣 し ， 生体 に適合 す る 材料 （骨， イ ン プラ ン ト ， 薬剤放出制御製剤， カ プセ
ノレ内視鏡） の み な ら ず， 一般的な材料合成 プ ロ セ ス に発展 さ せ る た めの技術開発。
第 9 回 （ 2 / 1 5  13:00～ 14:30) 
第10回 ( 2 /15 14:45～ 16: 15） 福森 義信氏 （神戸学院大学薬学部長）
京都大学薬学部卒， 東京農工大非常勤講師， 東北大学非常勤講師， 神戸大学医学専攻科客只教授 を経て現
職。 専門：微粒子の コ ー テ ィ ン グに関す る 研究， ガン治療の た め の 医薬品微粒子製剤の開発， 薬物及び原子の
送達の為の ナ ノ デバ イ ス の開発等。 日 本粉体工業技術協会委員， 日 本薬学会編集委員等
第11回 （ 2 /22 13:00～14:30) ' 
第12回 ( 2 /22 14:45～16:15） 山本 辰美氏 （富山大学大学院理工学研究部助教）
成分分離場 と し て の液 ー 液乳化分散系や気 ー 液分散系の動的挙動 に関す る 研究， 液 ー 液抽出 プ ロ セ ス や品祈
プ ロ セ ス な ど の成分分離 プ ロ セ ス に関す る 基礎的研究
第13回 ( 3 / 1  13:00～14:30） 森 英利氏 （富山大学大学理工学院研究部教授）
生体 が も っ 自 己組織化機能 を模倣 し ， 生体に適合する 材料（骨， イ ン プ ラ ン ト ， 薬剤放出制御製剤， カ プセ
ノレ内視鏡）の み な ら ず， 一般的 な材料合成 プ ロ セ ス に発展 さ せ る た めの技術開発。
第14回 （ 3 / 1  14:45～16:15) ' 
第15回 ( 3 / 8  13:00～14：・30） 吉田 正道氏 （富山大学大学院理工学研究部准教授）
医薬品原末他の高機能材料製造 プ ロ セ ス に お け る 乾燥操作の最適化 ・ 効率化・を熱物質の移動現象論の立場か
ら理論的 に解析， お よ び計測手法の開発研究。
キ ー ワ ー ド
履修上の注意
教科書 ・ 参考書等
成績野備の方法
備 考
粉体 ・ 品析 ・ ろ過 ・ 分離 ・ 乾燥 ・ 庄密 ・ 賦形
物理 ・ 化学の基礎知識（大学教養程度）
出席お よ び レ ポ ー ト
phU FO 
医薬品製造 プ ロ セ ス 特論 ： 授業計画 （講義内容， 開催予定 日 ， 講師）
回 主周と位置付け 型携習方法と内容（開催日時， 担当）
緒論 医薬品製進 プ ロ セ ス の構成 と 特徴， 単位操作的思考法に基づ く プ ロ
1 ( 1 /18 14:00～15:30) セ ス の問題点 と 共通課題 に つ い て述べ る 。 更 に 商品設計 と 規格， 分
（正川， 城石） 析法 と 交叉汚染の防止法等 につ い て 言及す る 。
粒子群の集積特性 医薬品の製造 プ ロ セ ス に お け る 粉体の充填， 圧密， 貯蔵な どの操作
( 1 /18 15:45～17:15) （高瀬） に お い て は ， 粒子群の集積特性 を よ く 知 る こ と が肝要で あ る 。 ま
2 ず， 均一球の系統的配列 に よ る ユ ニ ッ ト セ ノレ， 最密充填理論について説明 し ， 次に一般の粒子の ラ ン ダム 充填 に お け る 集積特性 に つ い
て述べる。 ま た ， 粒子居 中 に液体が存在す る 場合の， 粒子間カ， 粒
子聞の保持液量， 粒子層 内 の毛管上昇高 さ に つ い て も 説明 す る 。
湿 っ た粒子群の特性 造粒や粒子層の乾燥操作を理解す る 上で重要 な， 粒子層 中 に 液体が
3 ( 1 /25 13:00～ 14:30) （高瀬） 存在す る場合の粒子間力， 粒子聞の保持液量， 粒子層 内 の 毛管上昇
高 さ ， 残留平衡飽和度 に つ い て 説明 す る 。
粉体操作 1 ： 粉砕 微粒子の集合体であ る 粉体 を 得 る 一 手段 と し て の粉砕法 に つ い て ，
( 1 /25 14:45～ 16:15) 基礎的な理論を で き る だ け 平易 に紹介す る 。 つ ぎ に ， 従来か ら 用 い
（羽多野） ら れて い る 粉砕装置の特徴お よ び用途を概説 し た う え で， 原料粉体
4 の性状 に 応 じ た粉砕方法の選択， 粉砕後の用途に適合 す る 粉砕方法
の選択 な ど に つ い て 考察す る 。 さ ら に ， 新 し く 提案 さ れて い る サ プ
ミ ク ロ ン か ら ナ ノ オ ー ダー ま で粉砕が可能な粉砕装置に つ い て も 紹
介 す る 。
粉体操作 2 ： 混合 ・ 分級 粉粒体の混合度， 混合速度等， 混合に 関 す る 基本的事項を概説 し，
5 ( 2 /  1 13:00～14:30) （山本） そ の 均一性の評価法 つ い て考察す る 。 更 に 様 々 な 分級方法 （湿式法， 乾式法， 迎続分級法） の特徴 と 分級 さ れた製品の特性 に つ い て
述べる。
6 粉体操作 3 ： 輸送 ・ 偏析 粉体圧， 閉塞限界寸法， 流出 （ フ ラ ッ シ ュ ） 速度の概念 に つ い て 説( 2 /  1 14:45～16：・ 15) （山本） 明 し ， 様 々 な粉体輸送装置の設計計算 に つ い て 述べ る 。
粉体操作 4 ： 進粒 ・ 整粒 流動層造粒設計に かかわ る 流動層の原理お よ び形成条件や粉体粒子
( 2 / 8  13:00～14:30) （劉） 聞 の 諸作用 力 に つ い て詳述す る 。 造粒粒子の形状， 大 き さ お よ び強
7 度 な どの特性に影響 を 与 え る 粉体の付指 ・ 凝集性や流動状態や結合
剤の種類 に つ い て 考察 す る 。 ま た 新方式造粒法 と し て パ イ ダ レ ス
（結合剤 な し） 造粒法や圧力 ス イ ン グ進粒法 も 述べ る 。
粉粒体の レ オ ロ ジ ー特性 粉体の レ オ ロ ジ ー特性 は， 粉体層 が流動 す る場合の基本単位であ る
( 2 / 8  14:45～16: 15) （森） 粒 子 ま た は粒子集合体 同 士 の 内部摩擦 に よ る 現 象 と し て 説明 さ れ
る 。 こ の特性は粉体の圧密 ・ 充填特性 に 強 く 影響 す る こ と を理解す
8 る た め ， 流動性 の 簡 便 な 評価法， 圧密試験 に よ る 内部摩擦 の 求 め
方， 圧密過程の解析法につい て詳述す る 。 ま た粉体の凝集 ・ 偏析，
貯蔵容器内での圧力分布 な ど， 流動性が関与 す る 粉体特有の現象に
つ い て も 考察 す る 。
打錠 打錠は頼粒 あ る い は粉末を 臼 と 杵 に よ り 圧縮 し て錠剤 を成型す る 過
9 ( 2 / 15 13:00～14:30) （福森） 程で， 製剤化の基本であ る 。 単発お よ びロ ー タ リ 一 打錠 プ ロ セ ス の概要 と 粉体特性が関与す る 打錠 ト ラ プノレの発生要因， お よ び打錠障
害 を 引 き 起 こ す原因等 に つ い て 詳述す る。
コ ー テ イ ン グ コ ー テ ィ ン グ は錠剤， 頼粒剤表面 を 白鞘や高分子の皮膜 を 形成 す る
( 2 /15 14:45～16:15) （福森） 操作で， 不快な味や臭い の マ ス キ ン グ， 防湿， 遮光， 酸化防止， ま
. 10 た コ ー テ ィ ン グ剤特性を利用 し た薬物溶出制御 な ど を 目 的 と す る 。
代表的な被膜剤お よ び そ の コ ー テ イ ン グ法， ま た徐放性製剤 な ど の
機能付与 について述べる。
品析 1 （晶析の基礎的事項） 有効成分の分離精製お よ び粒子群製造操作 と し て の 品析を理解 す る
1 1  ( 2 /22 13:00～14:30) 上で欠かせな い基礎事項 と し て ， 固1夜間の相変化， 過飽和 と 準安定
（山本 （辰） ） 域， 結晶の核化現象， 結晶成長の機構 と 速度， 結晶系の分類 な ど に
つ い て概説す る 。
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回 主題と位置付け 学習方法と内容（開催日時， 担当）
品析 2 医薬品原薬の 分離精製 プ ロ セ ス と し て の 晶析において特に重要な結
12 （工業的晶析操作の理解 に 向 け て ） 品多形現象 を ， そ の 一般的 な 評価法 と 共 に概説す る 。 ま た ， 工業的( 2 /22 14:45～16:15) 晶析操作の基本戦略な ど を， 原薬製造 プ ロ セ ス で一般的 に用 い ら れ
（山本 （辰） ） る 回分晶析 を中心に述べ る 。
減過 ・ 分離操作 品析な どの湿式 プ ロ セ ス で得 ら れた結品物質は， 精製 ・ 分離操作 と
( 3 /  1 13:00～14:30) （森） し て ケ ー ク 液過が行 わ れ る 。 減過抵抗が比較的小さ い場合や密閉系
13 で処理 し た い場合に は加圧瀦過が， そ れ以外では波過速度や脱液特
性に優れる 遠心滅過が適用 さ れ る 。 基本的 な滅過特性の評価法， 減
過の機構お よ び波過操作の実際について述べる。
乾燥 l 乾燥機構の基礎 に つ い て概説 し ， 乾燥操作の最適化 ・ 効率化 に つ い
14 ( 3 / 1  14:45～16:15) （吉田） て 言及 す る 。 と く に 熱 と 物質の同時移動を総括的 に 捉え ， 様 々 な 乾
燥法の特徴お よ び装置設計や操作設計の指針について述べる。
乾燥 2 真空乾燥， 凍結乾燥， 噴露乾燥， お よ び流動乾燥 な ど， 乾燥操作の
15 ( 3 / 8  13:00～ 14:30) （吉田） 基礎につい て述べ， そ れ ら の装置特性 に つ い て 言及す る 。 ま た操作条件 と 得 ら れ る 製品の流動性や充填性の改善， 化学的性質の安定性
な ど， 品 質 と の相聞につ いて概説す る 。
受講生 ： 延べ226名 （163名 内 コ ー ス 受講者 9 名）
・ 8 - 3 . 平成25年度 ［次世代ス ーパーエンジニア養成 コ ースj 修了式
日 時 ： 平成26年3月 1 5 日 （却 13 : 00～ 13 : 45 
場 所 ： パ レ プラ ン 高志会館 カ ノレチ ャ ー ホ ー ノレ
式次第
1 . 開 式 の 辞 ： 富山大学 地域連携推進機構長 丹羽 昇
2 . 学 長 式 辞 ： 富山大学 学長 遠藤 俊郎
3 . 修了証授与 ： （ コ ー ス 修了 者， 科 目 履修生 に修了証を授与）
4 . 祝 辞 ： 富山大学産学交流振興会 会 長 津田 信治
富山大学技術者育成協議会 副会長 北野 芳則
5 . 閉 式 の 辞 ： 富山大学 地域連携推進機構長 丹羽 昇
出 席 者 ： 139名 （来賓， 富山大学技術者育成協議会委員， 講師， 科 目 コ ー デ ィ ネ ー タ ー，
修了生及び関係者 （上司） ， 本学及び富山高等専門学校の教職員， 他）
【修了 記念 シ ン ポ ジ ウ ム 】
【第 l 部 修 了 生 に よ る プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 】
14時15分～ 15時15分 カ ノレ チ ャ ー ホ ー ノレ
司 会 ： 産学連携部門長 高辻 則夫
発表者 ： 受講生の 中 か ら 各科 目 代表 と し て
1 .  Y K  K側 水林 舞
2 . 北陸電気工業側 矢野 秀和
3 .  リ ー ド ケ ミ カ ノレ側 岡 田 晃範
4 . ニ協立山側ニ協マ テ リ ア ノレ社 谷 晋仁
5 . 鮒不二越 中村 陽一
6 . 附池田模範堂 木戸 美幸
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機械材料関係の専門技術論
エ レ ク ト ロ ニ ク ス 関係の専門技術論
バ イ オ 医薬関係の専門技術論
ア ル ミ 加工産業特論
機械 ・ 部品工具産業特論
医薬製剤産業特論
7 . ア イ シ ン軽金属側 池田 史也 電気 ・ 電子部品産業特論 （ コ ー ス 受講）
8 . 田 中精密工業側 角川 祐司 実践技術経営特論MOT （ コ ー ス 受講）
プ レ ゼ ン内容 ： ① 自 社の紹介， 現在の仕事内容， ②受講動機や有益だ っ た講義内容
③受講 に伴 う 仕事への活用 ・ 決意， ④国際競争力強化の た め に な すべ き こ と
パ ワ ー ポ イ ン ト を 用 い た説明 発表5分 （科目 受講生） , 10分 （ コ ー ス 受講生）
参加者 ： 126名
【第 2 部 パ ネ ノレ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン】
15時30分～17時30分 カ ノレチ ャ ー ホ ー ノレ
演 題 ： 国際競争力強化 の た め の 「モ ノ づ く り j と 「 ヒ ト づ く り j
座 長 ： 学長 遠藤 俊郎
副座長 ： 産学連携部門長 高辻 則 夫
1 .  Y K  K 鮒 取締役 副社長 工機技術本部長 大谷 渡
2 . ア イ シ ン軽金属側 専務取締役 村上 哲
3 . コ マ ツ N T C 附 取締役 常務執行役員 福野工場長 杉野 高広
4 . 側 目 立国際電気 執行役 電子機械事業部 副事業部長兼富山工場長 金井 史幸
5 . 鮒富士薬品 取締役 生産事業本部 本部長兼富山工場長 中川 正之
6 . 富山県 プ ラ ス チ ッ ク 工業会 会長 （側タ カ ギセ イ コ 一代表取締役社長） 笠井 千秋
7 . 工学部長 堀 田 裕弘
聴講者 ： 115名 （来賓， 富山大学技術者育成協議会委員， 講師， 科 目 コ ー デ ィ ネ ー タ ー，
修了生及び関係者 （上司） 本学及び富山高等専門学校の教職員）
【懇親会】 17時45分～ 19時15分 2階 嘉月 の閉 会費 ： 5,000円 （受講生 2,000円）
参加者 ： 85名
・ 8 - 4 産学連携人材育成事業の元受講者に対する 聞 き取 り 調査
趣 旨 ： 平成19年以来本部門 が産学連携人材育成事業 を 実施 し て き た。 こ の間， プロ フ ェ ッ シ ョ ナ ノレ
コ ー ス ， イ ン ダス ト リ ア ノレ コ ー ス を受講 し た産業界 の 方 々 に ア ン ケ ー ト 調査 と イ ン タ ビ ュ ー
を実施 し て ， 受講に よ る そ の後の業務への活用状況や効果 を知 る と 共 に， 今後講義内容の さ
ら な る 改善 を行 う た め の情報収集 を 目 的 と す る 。
産学連携人材育成事業の経緯 ：
H 1 9  I H20 I H21 H22 I H23 I H24 I H25 I 
一－ � 
プロ フ エ ツ シヨナルコース F・ 園次田佳時代ス－I tーエンジニア養成コースltl車問踊 3科白
． 
プロ フ ェ
一
ッ ショナルコ ース
一｛文部省矯助金｝ ． 
1 1  1 1  1 1  ． 
． 
イ ンダス ト リ アル�誕百E倫Dii�'J
4 4 • 
珂門筏術省
1 0  1 0  6 
Z量減按術筒
5 5 5 
H26 
6科目
6科目
プラスチック新盤
MOT移管 専門筏術鎗再編
ア ン ケ ー ト 項 目 ：
・ 講義 を 聞 い て ， 実際 に モ チ ベ ー シ ョ ン が向上 し ま し た か。
・ 市場探索や商品開発等の 業務で， 講義で受 け た原理 ・ 原則 を今 で も 思い 出 し ま す か。
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・ 仕事上で困難に遭遇 し た 際に， プロ ジ ェ ク ト X 的 な講義 は役立ち ま し た か0
・ 受講後， 人間力 を 向上 さ せ る 自 己啓発に努め て い ま す か。
－ 講義内容 を部下育成 に活用 し て い ま す か。
調査対象者の抽出方法 ： イ ン ダス ト リ ア ノレ コ ー ス 受講者 （ ほ と ん ど が プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ノレ コ ー ス も
同 時受講） (lll名） を対象 と し ， そ の 内， 受講生の推薦 を継続 し て い る 企業 か ら ア ン ケ ー ト
調査者 を抽 出 し （40名） ， ア ン ケ ー ト 返答者 （22名） か ら ， イ ン タ ピ ュ 一対象者 （13名） を
抽 出 し た。
聞 き 取 り 方法 ： 受講者の所属企業 に赴 き ， 1 ～ 3 名 の元受講生 （一部， 上司） 同席で， ア ン ケ ー ト
回答結果 に基づ き ， 一人当 た り 約30～40分の イ ン タ ビ ュ ー を実施 し た。
聞 き 取 り 調査の結果 ：
受講の動機
・ 企業内 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 上司 か ら の 受講推薦がほ と ん ど で， 本人か ら の希望 に よ る 受講 は
わずかであ っ た。 業務 と 関連す る 科 目 の 受講が ほ と ん どで， 一部， 興味が動機の受講科 目 も
あ っ た。
講義内容への要望， 感想
専門技術論
・ 教科書的 な講義では な く ， 実例 を提示 し た 上で原理 ・ 法則等の説明 が あ る と 理解 し や すい。
メ リ ハ リ の あ る 講義 は理解を助 け る 。 時間を掛け深 く 掘 り 下 げ る 講義 があ っ て も よ い。
産業技術論
・ 5 ～ 10年の実務経験を も っ て 受講す る と 講義内容を実感 し ， 理解が深 ま る 。 顧客の 考 え 方等
を正 し く 理解す る た め に は 業務 に 直接関連 し な い科 目 を受講す る こ と も 有益で あ る 。 同業
他社の工場見学 か ら 刺激 を 受 け た 。
受講後の報告
・ 受講者の 多 く は， 社内で報告， 資料回覧を行 っ て い る 。 ま た ， 入社 2 ～ 3 年 目 の社員教育 に
活用 し て い る 企業 も あ る 。
業務への活用例
・ も の の 見方， 考 え方が複眼的 に な り ， 技術面 だ け で な く 顧客の立場で も 考 え ら れる よ う に な
っ た 。 以前は系列親会社か ら の仕事で安泰意識だ っ た が， 他社に も 展開す る 必要があ る 時，
MOTの講 義 を 振 り 返 り ， 何 を考 え る べ き か を 認識 し た。 ま た ， 異分野の講義 を受講す る こ
と で， 自 社の新商品， 新技術の開発 に役立つ と 感 じ た。 他社を知 る こ と に よ り モ チ ベ ー シ ヨ
ン が高 ま り ， 失敗 を恐れず に チ ャ レ ン ジ す る よ う に な っ た 。
企業 に お け る 本事業への対応
・ 受講料は企業負担であ る が， 社内の人材育成 シ ス テ ム への組込 は 少 な く ， ほ と ん ど が 自 己啓
発の扱い で あ る 。 但 し， 中 に は社内基準に沿っ て 教育手当 を 支給 し た り ， 受講時間 に 時間外
手 当 を支給 し て い る企業があ る 。
本事業の評価指標
・ 受講 に よ る 直接評価は難 し い が， 継続的 な受講者数の維持， 増加や新 た な 科 目 の再受講者の
増加 があ る こ と や， よ り 多 く の企業 か ら の受講者の 出現か ら判断で き る の で は な い か。
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9 . 広報活動
・ 9 - 1 リ エ ゾンニュ ースの発行
9 - 1 - 1 5 月 1 日 No.1 5 650部
． 大学発新技術の紹介
薬物標的 がわ か る 手軽 な 高性能光技術 ： 「一見 し て 判別で き る J 構造解析戦略
大学院医学薬学研究部 （薬学系） 准教授 友康 岳則
再生可能 エ ネ ノレ ギ ー を利用 し た発電シ ス テ ム の 高効率化 ・ 長寿命化
～ イ ン タ ー リ ー プ制御 を 用 い た パ ワ ー コ ン デ ィ シ ョ ナ の開発～
大学院理工学研究部 （工学系） 講師 飴井 賢治
． 富山大学産学交流振興会 会員企業便 り
富 山 か ら 世界へ
中越合金鋳工株式会社 代表取締役社長 本多 真貴
産学連携強化への要望
日 本カ ー バ イ ド工業株式会社 魚津 ・ 早月 工場長 富川 哲志
． ト ピ ッ ク ス
・ 今後の主 な行事
9 - 1 - 2  9 月 1 日 No.1 6 650部
． 大学発新技術の紹介
ハ ー ド か ら ソ フ ト な 時代へ 感性を軸に し た商 品の イ メ ー ジ評価や生活者の行動分析
人開発達科学部 准教授 孫 珠照 （SOHN Ju-hee) 
寝 た き り を 予 防 す る 「歩行機能回復可能 な J 足 首 拘 縮 防 止 ス ト レ ッ チ シ ス テ ム の 開 発
大学院理工学研究部 （工学系） 講師 戸田 英樹
・ 富山大学産学交流振興会 会員企業便 り
産学連携が 目 指す も の
日 本海ガス 株式会社 取締役社長 新田 八朗
富山 か ら新材料の創製 を
日 本高周波鋼業株式会社 富山製造所
常務取締役富山製造所長 久留島 靖章
－ ト ピ ッ ク ス
・ 今後の主 な行事
9 - 1 - 3  平成26年 1 月 1 日 No.1 7 650部
． 大学発新技術の紹介
ア ー ト を デザイ ン す る ー デザイ ン マ イ ン ド に気がつ く き っ か け 一
芸術文化学部 准教授 渡遺 雅志
車両走行時を模擬 し た非接触電力伝送評価装置の紹介
大学院理工学研究部 （工学） 准教授 大路 貴久
nu 司I
・ 富山大学産学交流振興会 会員企業便 り
自 動車関連の顧客依存か ら の脱却
津根精機株式会社 代表取締役社長 津根 良史
産学連携 は 可能性の窓
日 本セ ッ ク 株式会社 代表取締役社長 中 田 吉泰
． ト ピ ッ ク ス
・ 今後の主 な行事
9 - 1 - 4  配布先
富山大学産学交流振興会会員企業及び個人会員の他， 製造業 を中心 と し た 県下 の企業等。
同内容は ホ ー ム ペ ー ジ で も 公開 し た 。
・ 9 - 2 平成2 4 年度報告 地域連携推進機構 産学連携部門の発行
目 的 ： 平成24年度内 に産学連携部門が実施 し た 事業 ・ 関係 し た 事業 の総括 を行い， 学内外に広
報 す る と 共 に今後の活動の充実に資す る こ と を 目 的 と す る 。
内 容 ： 産学連携部門が携わ っ た 諸事業等
体 裁 ： A 4 版 91頁
発 行 日 ： 平成25年 4 月 22 日
発行部数 ： 250部
配 布 先 ： 富山大学産学交流振興会 会員企業， 個人会員 の他， 製造業を主体 と し た県内企業等
・ 9 - 3 関連ホームペー ジの管理
産学連携部門 の ホ ー ム ペ ー ジ （http://www3.u-toyama.ac.jp/sangaku/index.html) の維持 ・ 管理 に 努
め， 最新の活動紹介， ニ ュ ー ス ， お知 ら せ， 募集， 規則等 に 関 す る 情報を発信 し た 。
又， 富山大学教員 の研究 シ ー ズを広報す る 目 的 で、 学内教員の新技術の紹介及 び工学部教員 の シ ー
ズ集 を ホ ー ム ペ ー ジ に掲載す る こ と に し た。
1 0 . 補助事業関連活動
・ 1 0 - 1 TREC事業
昨年度 （H24年度） で補助事業百 と し て は終了 し たTREC事業で あ る が， 本年度 は 更 な る 展開 を 図
る た め本事業で得た方法論の技術移転を 目 的 と し た ネ ッ ト ワ ー ク づ く り を始 め た 。
本事業の 目 的 と し て は 地域の伝統的工芸産業で あ る 銅鋳物 ・ 漆器 ・ 木彫 ・ 和紙等 が伝統的職人技
と し て 継承 さ れて き た が， 産業規模 は縮小の一途， 技能 そ の も の の伝承 も 困難 に な り つ つ あ る 状況 を
改善， 地域の生活環境 ・ 暮 ら し へ還元 さ れて い く 循環の構築を 目 指 し た も の であ る 。 そ の取組み と し
て ， 伝統的技能の伝承方法， 人材育成方法の検討， 伝統的技能の知的財産化， 現代化へ の検討 を行っ
て き た。 昨年度末の最終報告会で総括 し た通 久 本事業期間内 に 立 ち 上げた 「高岡地域職人技の プラ
噌’A司I
ン ド 化推進協議会j の 事務局 を高岡市に移管 し た こ と で， 事業 目 的の う ち 本学の地域貢献の か な り の
部分が達成 さ れた が， 今後更 な る 活性化 を 図 る た め に も ， 本事業 を全国に展開 さ せ る （資源化 と 具体
化が急務 と な る 伝統的工芸 ・ 産業 を有す る 他の地域へ技術移転す る ） こ と が必要であ る と 考 え て い る 。
今年度 は， そ の展開 と 連携 の手始め と し て 事業期間 内 に接点 の あ っ た地域の う ち， 特徴的 な取組み を
行 っ て い る 沖縄を訪問 し， 本事業内容 を 踏 ま え た 講演会を開催 し ， 大学 ・ 地場産業 ・ 行政関係者 と の
情報交換 を行 っ た 。
出 張 者 ： 芸術文化学部 教 授 前田 一樹， 准教授 矢口 忠態
調査機関 ： 平成26年 3 月 16 日 ～ 3 月 18 日
訪 問 先 ： 沖縄県立芸術大学首里崎山 キ ャ ン パ ス （那覇市首里崎山町4・212-1)
面 談 者 ： 沖縄県立大学 准教授 笹原浩造
協議内容 ： 沖縄県立芸術大学 と の協力 関係で本事業の 考 え 方 を継承 し， 沖縄独 自 の展開 を 試 み る
こ と で互 い の連携 に よ る 相乗効果発揮の可能性 に つ い て検討を行っ た 。
こ れ ら の情報を， “ プ ラ ン ド 化推進協議会 事務局” であ る 高岡市商工労働部 と 共有 し， 今後の地
域関連携の醸成 と 活性化の一助 と す る 。
ま た， 本学内での 自 立化 と し て 芸術文化学部の教育 プ ロ グ ラ ム への実装 に 関 し て は， 適宜 に 関連す
る 授業及 びプロ ジ ェ ク ト な ど を 通 し て 学生 に提供 特徴あ る 人材育成 の カ リ キ ュ ラ ム と し て の定着 を
目 指 し て い る 。
以上がTREC補助事業終了後の本学の取組みの概要 で あ り ， 今後は他地域 で も 継承 ・ 展開 さ れ， そ
れぞれの地域間での相乗効果 と 共 に 各分野で活か さ れて い く も の と 確信 し て い る 。
（記 芸術文化学部， 産学連携部門 デザイ ン マ ネ ジ メ ン ト ・ プロ デ ュ ーサー 前 田 一樹）
牢 注） 産学官連携戦略展開事業 （戦略展開 プロ グ ラ ム ） (H20・21年度） 大学等産学官連携 自 立化
促進 プロ グ ラ ム （機能強化支援型） (H22-24年度）
1 1 . 知的財産の管理
・ 1 1 - 1 発閉届 け及び特許出願
(1）発明 ・ 圏 内 出願 ・ 国 内登録 ・ P c T 出願 （但 し ， 平成25年度の値は変動 す る 可能性有 り ）
平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度
発明件数 43 49 32 38 55 
出願件数 34 39 30 34 42 
登録件数 4 17 21 37 31  
PCT件数 6 4 4 9 8 
(2）実施許諾 ・ 譲渡
実施許諾 ｜ 平成21年度 ｜ 平成22年度 ｜ 平成23年度
件数 I 19 I 23 I 18 
金額 （万円） I 2,451 I 340 I 314 
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件数
平成21年度 ｜ 平成22年度 ｜ 平成23年度 ｜ 平成24年度 ｜ 平成25年度
。 。 1 4 
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1 1  金額 （万円） I o 1 o I 42 
JST特許出願支援応募件数 ： 10件 採択 2 件 審査中 3 件
・ 1 1 - 2 開放特許一覧
電気電子分野
発明の名称 公開番号／登録番号
1 整流回路お よ び発電装置 特開2013-176254
2 三相三倍電圧整流回路 特開2012-249419
3 信号分配回路の設計方法， 信号分問3の設計方法， 信号分配回路の設計プロ グラム， 及び信号分配器の設計プログラム 特開2011-21 1679
4 動 き 推定方法， 動 き 推定装置， 及 び動 き 推定 プ ロ グ ラ ム 特開2011-081761
5 信号解析方法， 信号解析装置， 及 び信号解析 プ ロ グ ラ ム 再表2009/038056
6 二重 自 己整合 プ ロ セ ス に よ る 多重 チ ャ ネ ノレ 自 己整合 ト ラ ン ジ ス タ 特許5403614
7 薄膜積層体及 び そ れ を用 い た 有機 ト ラ ン ジ ス タ 特許5305461
8 多機能有機ダイ オ ー ド 及 び そ の マ ト リ ク ス パ ネ ノレ 特許5417598
9 平面構成マ イ ク ロ 波信号多分配器 特許5142220
10 信号分配器及 び そ の 設計方法 特許4982806
1 1  有機 E L 材料薄膜の形成お よ び装置 特許4910144
12 画像処理方法， 画像処理装置及 び画像処理 プ ロ グ ラ ム 特許4815597
13 複合機能マ ト リ ク ス ア レ イ 特許4018070
14 両面発光有機 E L パ ネ ノレ 特許4002949
15 有機電界発光素子の作製方法， 有機電界発光素子， 及 び有機電界発光層 特許3951022
機械 ・ 加工 ・ 材料
発明の名称 公開番号／登録番号
16 熱処理型ア ノレ ミ ニ ウ ム 合金 特開2013-253297
17 磁気冷凍材料， 蓄冷材料及 び そ れ を 用 い た冷凍シ ス テ ム 特開2013・189543
18 磁気冷却材料お よ びそ れ を 用 い た極低温生成方法 特開2012-052755
19 複合膜の成膜装置及 び成膜方法 特開2012・031503
20 加工工具用硬質保護膜 特開2011 -190487
2 1  マ グネ シ ウ ム 系複合材料 特開2011-1 13951
22 金属表面への被膜生成方法 特開2011・021220
23 ア ノレ ミ ニ ウ ム 合金 特開2010-156046
24 工具位置決め方法お よ び工具位置決め装置 特許5187677
25 磁気浮上装置並びに磁気浮上方法 特許5176097
26 軽金属複合材料の製造方法及 び こ の方法で得 ら れ た 軽金属複合材料 特許4961557
27 磁気反発支持回転機 特許4923238
28 電解加工方法お よ び電解加工装置 特許4892718
29 Al-Mg-Ge系 の ア ノレ ミ ニ ウ ム 基合金及 びそ れ を 用 い た ア ル ミ ニ ウ ム 合金材 特許4876249
30 展伸用 マ グネ シ ウ ム 合金 と そ の製造方法 特許4852754
3 1  磁性 ア ル ミ ニ ウ ム複合体 特許4590633
内べUワd
発明の名称
32 I 羽毛状晶 ア ノレ ミ ニ ウ ム 合金鋳塊及びそ の鋳造方法
33 J 反発形磁気浮上 ユ ニ ッ ト 及 びユ ニ ッ ト を用 い た搬送シ ス テ ム
公開番号／登録番号
特許4586166
特許3864227
計測
発明の名称 公開番号／登録番号
34 微小角 変位測定方法 と 装置 特開2013・076689
35 超音波発受信機 お よ び超音波計測装置 特開2012-088113
36 表面電荷量計測装置及 び表面電荷量計測方法 特許4910132
37 表面情報取得装置及 び表面情報取得方法 特許4910131
38 レ ー ザス ペ ッ ク ノレ に よ る ナ ノ メ ー ト ノレ変位測定方法 と 装置 特許4843789
39 X 線回折方法お よ び中性子線回折方法 特許4492779
化学
発明の名称 公開番号／登録番号
40 二酸化炭素の水素還元方法 特開2013・163675
41 タ ンパ ク 質 ー カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー プ複合体お よ びカ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー プ分級 ・ 選別方法 特関2012-046402
42 二酸化炭素の水素還元用触媒及び二酸化炭素の水素還元方法 特許5392812
43 オ ク タ エ チ ノレ ポ ノレ フ ィ リ ン誘導体か ら な る 分子機能素子 特許5374701
44 パ ラ ジ ウ ム 錯体及 びそ の製造方法， 触媒並 びに反応方法 特許5135582
45 ホ ノレ ム ア ノレ デ ヒ ド の測定方法 特許4769940
環境
発明の名称 公開番号／登録番号
46 新規微生物 お よ び そ の利用 特許5339339
47 金属 の分離方法， お よ び金属 の 回収方法 特許5114704
48 金属の分離回収方法 特許4862148
49 重金属固定化材及び重金属固定化方法 特許4837291
50 廃液に含有 さ れ る 有用金属の 回収方法 特許4709995
5 1  金属含有廃液の処理方法 特許4604203
エ ネ ノレ ギ ー
発 明 の 名 称
5 2  I ケ カ ビ に よ る エ タ ノ ー ルの製造法
号
一
番
一
録
一2
登
一泊
／
一れ
号一
幻
番一
向
畑
一 隅
バ イ オ ・ ラ イ フ サ イ エ ン ス
発明の名称 公開番号／登録番号
53 サイ ト メ ガロ ウ イ ノレスの薬剤耐性変異の検出方法およ び薬剤耐性変異遺伝子の同定方法 W02014/014077 
54 胆汁 う っ 滞性障害 の モ デノレ動物 お よ びそ の作製方法 特開2014・036613
55 血管内注入監視装置及 び そ れ を用 い た血管内注入監視 シ ス テ ム W02013/146696 
56 ハ イ プ リ ッ ド ス キ ャ ホ ー ノレ ド お よ び そ れ を 用 い た生体組織再生方法 特開2013-248221
57 ナ チ ュ ラ ノレ キ ラ ーT細胞お よ びそ の取得方法 特開2013・034459
Aせ司t
発明の名称 公開番号／登録番号
58 l ー チオ キ ソ － 1 , 2 , 3 , 4 ー テ ト ラ ヒ ド ロ － E ー カ ノレボ リ ン誘導体お よ びそ れ ら を含有す る抗癌剤 W02012/1577 44 
59 有機ハ イ プ リ ッ ド 型触媒 W02012/060347 
60 非球体細胞の生死活性判定方法及び判定装置 特開2012-143231
61 フ ェ ニ ノレ ア ラ ニ ン ま た は ア ラ ニ ン の電気化学的測定方法 特開2012・078338
62 リ ガン ド探索用細胞， リ ガン ド探索方法，抗肥満薬ま た は抗メ タ ボ リ ツ ク シ ン ド ロ ーム 薬探索用細胞 特開2012-010597
63 食後過血糖改善剤， お よ び ピ ロ リ ジ ン 型 イ ミ ノ 糖 ま た は そ の塩 W0201 1/058975 
64 指尖脈波解析装置及 び こ れ を 用 い た血管内皮機能評価 シ ス テ ム 特開201 1 -189060
65 装具 特開2011- 147749
66 刺激装置， 視機性動眼反射測定装置お よ び視機性動眼反射測定方法 特開2011・ 130907
67 保定装置 特開2011-130906
68 神経活動 を可視化 す る プロ ー プ 再表2010/018840
69 グノレの製造方法 特許5472844
70 検体の毒物検出方法 特許5447913
71 ア ノレ ド ー ス 還元酵素阻害活性 を有す る 縮合 一 環化合物 特許536621 1
72 プロ ス タ ノ イ ド D P l 受容体作動物質 に よ る タ キ キ ニ ン N K l 受容体の発現抑制 特許5326101
73 ア レ ノレ ギー性疾患の バ イ オ マ ー カ ー お よ びそ の利用 特許5297389
74 ヘ リ コ パ ク タ ー ・ ピ ロ リ 菌由来の新規抗原， 抗原組成物お よ び ピ ロ リ 菌抗体の検出方法 特許5250812
75 レ ーザー ド ッ プラ ー血流測定方式及び装置 特許5234470
76 皮府 カ テ プシ ン の分析方法， 皮膚の光ス ト レ ス の判定方法お よ び そ の た め の キ ッ ト 特許5234453
77 ト ラ ン ス ジ ェ ニ ッ ク 非 ヒ ト 晴乳動物 お よ びそ の利用 特許5186637
78 培養重層上皮 シ ー ト の作製方法 特許5181172
79 類似植物体お よ び生薬｜司定用DNAマ イ ク ロ ア レ イ 特許5163999
80 X 線発生装置 特許5158781
81 酸化還元物質の信号増幅検出方法及 びそ の測定装置 特許5150893
82 腫寵マ ー カ ー 特許5145549
83 手術用 ク リ ッ プ 特許5066712
84 漢方処方 に よ る 神経回路網再構築剤お よ び神経回路網の再構築方法 特許5044782
85 ア ロ デ ィ ニ ア の惹起方法お よ び評価方法 特許5028613
86 検体薄片の保存具及び こ れ を備え た顕微鏡観察用具 特許5008208
87 注意欠陥多動性障害のモ デノレ動物 特許4997498
88 光反応性化合物， 光反応 ポ リ ア ミ ン及 びポ リ ア ミ ン シ ー ト の製造方法 特許493481 1
89 定性 ・ 定量分析方法 特許4936536
90 高蛍光量子収率型疎水性蛍光プローブ， それを用いる生体高分子検出法なら びに生体高分子間相互作用検出法 特許4929461
91 神経団路網再構築剤 お よ び神経回路網の再構築方法 特許4923233
92 植物培養方法及 び植物培養装置 特許4899052
93 酵素セ ンサ， 該酵素セ ン サ を使用 し た分析方法及びキ ッ ト 特許4892686
94 整理ケ ー ス 及 び整理方法 特許4797169
95 組織片成形装置及 び組織片成形方法 特許4793707
96 フ ェ ニ ノレ ア ラ ニ ン セ ンサ及 び フ ェ ニ ノレ ア ラ ニ ン測定方法 特許4702341
97 生体ア ミ ン の 分析方法 特許4665165
98 酵素活性の測定方法お よ び そ の測定用試薬キ ッ ト 特許4505651
戸hdヴf
発明の名称、 公開番号／登録番号
フ ェ ニ ノレ ジ ア ジ リ ン付加核酸誘導体 と そ の製造方法 フ ェ ニ ノレ ジ ア ジ リ ン付加 特許4122446
99 
ヌ ク レ オ チ ド誘導体 と そ の製造方法， 並 び に タ ン パ ク 質 の分析方法 お よ び調製方法
100 フ ェ ニ ノレ ジ ア ジ リ ン誘導体 と そ の製造方法 特許40671 14
ガ レ ク チ ン － 3 誘導能 を利用 し た物質の ス ク リ ー ニ ン グ方法， 肝の状態 特許4035562
101 
の診断方法お よ び こ れ ら の方法を利用 し た キ ッ ト
福祉
発明の名称 公開番号／登録番号
102 歩行器具 特開2013・ 150862
103 足首関節運動装置 特開2014・014493
104 移乗支援器具 特開2012-179074
105 衣服 特開201 1・184821
106 移乗器具 特開2011 - 156255
107 人体把持具 と そ れ を用 い た移乗支援器具 特許5317111
108 移乗支援器具 特許5294408
109 歩行器具 特許5240907
110 立 ち 上 が り 補助具 特許5136985
1 1 1  移乗作業支援器具 特許4613312
そ の他
発明の名称 公開番号／登録番号
1 12 消波構造体 W02013/035794 
113 防寒手袋 特開2011 ・202294
114 鉄棒練習具 特許5019328
115 液体酸素 を観察 す る 実験器具 特許5070541
・ 1 1 - 3 知的財産に関する芭蒙活動
企業 と 大学 と の産学連携が進 む と 知的財産 に 関 す る ノレ ー ノレ を尊重す る こ と が求 め ら れ る 。 プ ロ イ ノ
ベ ー シ ョ ン と 言わ れて い る 中 で， 知 的財産の確保 と そ れ を基 に し た企業 と の共同研究 ・ 技術移転 な ど
の推進 の た め， 学 内 の 教員 ・ 大学院生 ・ 学部生 な ど を対象 に 各種 の知財セ ミ ナ ー ・ 勉強会 を積極 的 に
実施 し た 。 内部講師に よ る セ ミ ナ ー は， 出 前セ ミ ナ ー と し て 2 人以上集 ま れば何時で も ， 何処へ で も
出 か け て 開催 し た 。
学内 だ け で な く ， 各種協会 ・ 団体 ・ 工業高校な ど か ら も 要請 さ れて 実施 し て い る 。
内容は， 対象者に合わせ知的財産 （特実意商） ， 共同研究， 契約， 営業秘密， 著作権 な どであ る 。
1 1 - 3 - 1 知財セ ミ ナー
－ 中小企業 に と っ て の知的財産活用法
富山市新産業支援セ ン タ ー 20名
． 産業財産権 と 著作権
日 本 ソ フ テ ッ ク 株式会社 （砺波市花島69) 100名
- 76 -
1 1 - 3 - 2  薬学部知的財産概論
薬学部は， 平成21年度 よ り 創薬科学科の4年生 を対象 に， 「知的財産概論 （選択科 目 ） J の カ リ キ
ュ ラ ム を組んでい る 。 知 的財産概論はs 将来， 創薬研究者等の職に就 く 学生 に 対 し ， 知的財産の種類
や実際を知 り ， そ の重要性を理解 し て も ら う こ と 目 的 と し て い る 。
平成25年度前期 に 10回の講義を行い 創薬科学科 ・ 薬学科4年生15名 が履修 し た。
シ ラ パ ス と 担当
タ イ ト ノレ 内 乍"'t:
薬 と ビ ジ ネ ス I 医薬品 ピ ジ ネ ス に お け る 知的財産権の役割
薬 と ビ ジ ネ ス H 医薬品 と ラ イ セ ン ス
特許法の基礎 I ～ 血 発明 か ら 特許取得 ま で， 特許権者の利益
意匠 ・ 商標 医薬品 に お け る デザイ ン 及 びネ ー ミ ン グの重要性
知財関連情報 特許情報な ど知財関連情報 と そ の検索 ・ 入手法
不正競争防止法 営業秘密 ・ 信用 の保護な ど不正競争防止法の実例
著作権法 著作権に係わ る 最近の話題 も 含め て 著作権を概説
1 1 - 3 - 3  講演会
北陸地区国立大学学術研究連携事業の一環 と し て ， 知 的財産講演会を開催 し た。
演 題 産業財産権 と し て み た大学の知財
講 師 酒井 宏明 （酒井国際特許事務所 所長）
日 時 平成25年12月 10 日 13 : 30 - 15 : 30 
場 所 学生支援 ・ 地域連携交流 プ ラ ザ 2 階 会議室
内 容 特許法 と は 「発明 の保護及 び利用 を
図 る こ と に よ り 発明 を奨励 し ， も っ て 産
業 の 発達 に 寄与す る j 目 的で あ り ， 産業
界 に お い て は， 経営戦略， 技術戦略， 知
財戦略が三位一体でマ ネ ジ メ ン ト さ れ る 。
そ も そ も 大学 は企業の よ う な利益追求 を
目 的 と せず， 特許制度 を起動 す る 発明 を
創造す る シ ス テ ム は具有す る が， 特許制
度 の 目 的 に沿 う も の か ど う か は議論の あ
る と こ ろ で あ る 。 社会貢献， 研究者の イ
講師
高柳 昌生
平川 龍夫
大谷 嘉一
大谷 嘉一
金田 住 己
堀 英明
丞村 宏
ン セ ン テ ィ プ， 研究の推進， 大学の プ レ ゼ ン ス 等 々 総合的に判断 し て大学知財部， TLO
の立 ち位置を考え る べ き であ る 。 現在の 多 く の大学 に お い て は知財の形式的活用 に 留 ま
っ て お り ， 各大学 に相応 し い知財 を活用 し た戦略性の高い研究組織への道 も あ り 得 る 。
会場の都合で十分多数の参加 は 叶わ な か っ た が， 北陸 4 大学の知財関係者 に加 え て 本
学 の コ ー デ ィ ネ ー タ ー， 富山県の連携機関や企業 か ら 合わせて 20数名， 活発な質疑が交
わ さ れ， 盛会で あ っ た。
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1 2 . 施設 ・ 設備の管理 と 運営
・ 1 2 - 1 設備の充実
産学連携部門建屋
1 2 - 1 - 1 ハ ン ドヘル ド蛍光X線分析計の導入
日 時 ： 平成26年 3 月 26 臼 附
場 所 ： 産学連携部 門 l 階 精密機器実験室 （ 2 )  
型 式 ： 鮒オ リ ン パ ス 製 DELTA Premium 1 式
納 入 者 ： 日 本海計測側 （富山市赤田970)
1 2 - 1 - 2  無聾室 （2 1 9） 改修工事
日 時 ： 平成26年 3 月 3 1 日 間 半完成
場 所 ： 産学連携部門 2 階 無饗室
内 容 ： 吸音模パ ネ ノレの張替え
施工業者 ： 大栄建設側 （高岡市中川 栄町3・ 1)
・ 1 2 - 2 実験室の利用実績
1 2 - 2 - 1 産学連携部門 （旧地域共同研究セ ンター）
番号 実験室名 利用代表者 利用期間
1 精密機器実験室 （ 1 ) 自 然科学研究支援セ ン タ ー 通年
2 精密機器実験室 （ 2 ) 山 田 茂 （工学部） 通年
草開 清志 （地域連携推進機構） 通年
3 暗室 共通利用 通年
4 材料試験検査室 自 然科学研究支援セ ン タ ー 通年
5 汎用実験室 1 自 然科学研究支援セ ン タ ー 通年
6 汎用実験室 2 松田 健二 （工学部） 通年
7 大型共同実験室 椿 範立 （工学部） 通年
高辻 則夫 （工学部） 通年
山 田 茂 （工学部） 通年
8 電子デバイ ス 実験室 （ 1 )  中村 真人 （工学部） 通年
9 電子デバイ ス 実験室 （ 2 )  岡 田 裕之 （工学部） 通年
10 化学実験室 椿 範立 （工学部） 通年
曾揮 宣一 （工学部） 通年
1 1  化学機器分析室 曾津 宣ー （工学部） 通年
小野 慎 （工学部） 通年
12 バ イ オ 実験室 （ 1 )  小野 恭史 （ 自 然科学研究支援セ ン タ ー） 通年
13 バ イ オ 実験室 （ 2 ) 星野 一宏 （工学部） 通年
14 バ イ オ 実験室 （ 3 ) 星野 一宏 （工学部） 通年
no 可t
番号 実験室名 利用代表者 利用期間
15 測定室 広林 茂樹 （工学部） 通年
16 無響室 使用禁止， 改修工事 通年
17 汎用実験室 3 椿 範立 （工学部） 通年
18 汎用実験室 4 北野 博 巳 （工学部） 通年
19 汎用実験室 5 前津 宏一 （工学部） 通年
1 2 - 2 - 2  ベンチ ャ ー ビジネスラボラ ト リ ー実験室
番号 実験室名 利用者数 利用期間
1 超分子的機能材料創製評価 シ ス テ ム 第 l装置室 （NMR) 10 通年
2 超分子的機能材料創製評価 シ ス テ ム 第 1装置室 （MASS) 10 通年
3 超分子的機能材料創製評価試料作成室 8 通年
4 機器分析セ ン タ 一分室 （生物系電子顕微鏡室） 6 通年
5 暗室A 1 通年
6 暗室B 1 通年
7 ヘ リ ウ ム 液化準備室 通年
8 物理系電子顕微鏡室 通年
9 極限環境先進材料評価 シ ス テ ム 装置室 （PPMS) 6 通年
10 外国人研究員室1 1 通年
1 1  外国人研究員室2 1 通年
12 外国人研究員室3 通年
13 外国人研究員室4 通年
14 外国人研究員室5 通年
15 実証研究室l 2 通年
16 実証研究室2 2 通年
17 実証研究室3 2 通年
18 実証研究室4 2 通年
19 電気室 通年
20 テ ニ ュ ア ト ラ ッ ク 用教員室1 2 通年
2 1  テ ニ ュ ア ト ラ ッ ク 用教員室2 2 通年
22 テ ニ ュ ア ト ラ ッ ク 用教員室3 1 通年
23 テ ニ ュ ア ト ラ ッ ク 用教員室4 1 通年
24 機器分析セ ン タ 一分室 7 通年
25 超薄膜構造解析X線回折装置室 （XRD) 14 通年
26 プ ロ ジ ェ ク ト 企画 コ ー ナ ー 6 通年
27 材料 ・ 素子評価調整用CR室 （ ク リ ー ン ノレー ム ） 通年
28 超微細素子作製観察装置室 （ ク リ ー ン ノレ ー ム ） 6 通年
Qd 司i
1 3 . 富山大学産学交流振興会
本会は富山大学地域連携推進機構産学連携部門が行 う 次 に掲 げ る 事業 を 支援す る た め の寄附及 び産
学官の交流進展 に有益な提言 を す る こ と を 目 的 と す る 。
1 . 部門が行 う 事業及び産学官の技術交流の促進
2 . 産学官連携 を促進す る 学術研究の充実
3 . そ の他部門 の 目 的 を達成す る た め に必要 な 事業
・ 1 3 - 1 事業支援 と会議
・ コ ラ ボ フ ェ ス タ 2013 ( 9 /12） ， 試験研究 プ ロ ジ ェ ク ト （ 3 件） ， イ プニ ン グ技術交流サ ロ ン （ 6
回） ， 研究部会 （ 3 部会） ， 企業合同説明会， 科学技術 コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 活動等 を 支援 し た。
－ 総 会
日 時 ： 平成25年4月 26 日 幽 13 : 30～15 : 00 
場 所 ： 富山国際会議場 2階会議室 （富山市大手町l番2号）
議 事
1 報告事項
(1）会員の加入状況 に つ い て
(2）平成24年度試験研究 プ ロ ジ ェ ク ト の研究成果報告 に つ い て
(3） そ の他
2 審議事項
(1）平成24年度交流振興会の事業報告及 び平成24年度収支決算報告 に つ い て
(2）役員 の 改選 に つ い て
(3）平成25年度交流振興会の事業計画 （案） 及 び平成25年度交流振興会の予算 （案） に つ い て
(4） そ の他
3 そ の他
(1）平成25年度試験研究 プ ロ ジ ェ ク ト に つ い て
(2）平成25年度産学連携人材育成事 業 に つ い て
(3）企業合同説明会参加企業 ・ 学生 ア ン ケ ー ト 調査 に つ い て
(4）平成24年報告 （年報） に つ い て
出 欠 ： 構成員7 1名 中 出席者31名， 委任状提出者24名
－ 講演会
日 時 ： 平成25年4月 26 日 幽 15: 10～16:30
場 所 ： 富山国際会議場 2 階 多 目 的会議室 203, 204室 （富山市大手町 1 番 2 号）
主 催 ： 富山大学産学交流振興会
共 催 ： 地域連携推進機構 産学連携部門
参加費 ： 無料
講 演 ： 次世代産業用 ロ ボ ッ ト 「NEXTAGEJ の ご紹介
講 師 ： 川 田工業側 執行役員 ロ ボ テ ィ ク ス 事業部長 五十棲 隆勝
参加者 ： 59名
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－ 第一回理事会
日 時 ： 平成25年3月 1 6 目 的 10 : 30～ 1 1  : 20 
場 所 ： 富山大学教養教育棟 2 階 A 22号室
出 欠 ： 委員 17名 中 出席者13名， 委任状提出者 2 名 ， 欠席 2 名
議 事
審議 ： （1）平成25年度産学交流振興会の役員 案 に つ い て
報告 ： （1）平成25年度 プロ ジ ェ ク ト 研究 テ ー マ （ 3 件） に つ い て
(2）平成24年度の活動報告 に つ い て
(3） そ の他
・ 1 3 - 2 試験研究プロ ジ ェ ク ト
趣 旨 ： 地域産業 に貢献す る こ と を 目 指 し， 富山大学教員の先駆的研究課題で実用化 を 目 的 と し
た 試験研究 を 支援す る 。
助成件数 ： 3 件
助 成 金 ： 50万円／件
平成24年度成果報告
（一部 は平成25年9月 12 日 に 開催 さ れた コ ラ ボ フ ェ ス タ 2013 に て ポ ス タ ー発表）
1 . ユ ピ キ タ ス 元素 を 用 い た環境負荷を低減す る 希土類 レ ス ナ ノ ヘ テ ロ 構造 を有す る 軽量材料
大学院理工学研究部 （工学） 教 授 松田 健二
2 . 大豆発酵健康食品 テ ン ペ の製造過程改善 と 商品開発
人開発達科学部 准教授 高橋満彦
3 . 構造用材料の環境強度向上 の た め の金属 ナ ノ 粒子摺 り 込み方法の確立 と そ の評価
大学院理工学研究部 （工学） 教 授 小熊 規泰
平成25年度採択研究
1 . 微細手術支援マ ニ ピ ュ レ ー タ の た め の刺入感覚 を フ ィ ー ド パ ッ ク す る 操作イ ン タ ー フ ェ イ ス
大学院理工学研究部 （工学） 准教授 笹木 亮
2 . 構造用材料の環境強度向上の た め の金属 ナ ノ 粒子摺 り 込み方法の確立 と そ の評価 （ そ の 2 )
大学院理工学研究部 （工学） 教 授 小熊 規泰
3 . ア ノレ ミ ニ ウ ム 合金加工用長寿命金型の開発
芸術文化学部 教 授 野瀬 正照
・ 1 3 - 3 企業合同説明会
1 . 開催趣 旨 ： 地元会員企業の知名度 を 高 め 本学学生 （就職希望者） に対す る 求人活動 を効率的
に 行 う こ と を 支援 す る 。 ま た， 本学学生 に将来就職 を希望す る 際の職種や企業 に 関
す る 最新の情報 を提供す る 。
2 . 対象企業 ： 富 山大学産学交流振興会会員企業 （64社）
3 . 対象学生 ： 富山大学に在籍 す る 学部 3 年生 4 年生及 び大学院生
4 . 経団連の 申 し合わせ ： 求人の た め の企業説明会の開催は 12月 以 降 と し た 。
唱－n6 
5 . 実施 日 時 ： 平成25年12月 4 日 ω 1 1  : 00～17 : 00 
6 . 場 所 ： 富山大学五福 キ ャ ン パ ス 第二体育館
7 . 主 催 ： 富山大学産学交流振興会
共 催 ： 富山大学 地域連携推進機構
8 . 参加企業 ： 参加賀無料 プ ー ス 開設 ； 29社
9 . 参加学生 ： 390名 （経済学部152名，
工学部100名 ，
人文学部39名 ，
理学部42名 ，
芸術文化部 4 名 ，
人開発達科学部13名，
理工学教育部22名 ，
所属不 明 19名）
・ 1 3 - 4 役員一覧 （法人名）
北陸電気工業株式会社
ア イ シ ン軽金属株式会社 株式会社 リ ッ チ ェ ノレ
株式会社阻C， 株式会社高岡 ゲ ー ジ工業
北陸電力株式会社， 株式会社北陸銀行
株式会社不二越， コ ー セ ノレ株式会社， 大谷製鉄株式会社， 日 医工株式会社，
株式会社富山第一銀行， 津田駒工業株式会社， 株式会社イ ン テ ッ ク ，
協伸熱処理工業株式会社， 株式会社タ カ ギセ イ コ ー， 丸文通商株式会社富山支店
会 長
副 会 長
監 事
常任理事
理 事
nJU 口。
・ 1 3 - 5 正会員 と個人会員 （平成25年度末現在）
1 . 正会員 (62社）
番号 法人名 番号 法人名
1 株式会社イ ン テ ッ ク 32 株式会社 ユ ニ ゾー ン
2 コ ー セ ノレ株式会社 33 エ ヌ ア イ シ ・ オ ー ト テ ッ ク 株式会社
3 ニ協立山株式会社 34 株式会社高松メ ッ キ
4 株式会社ス ギ ノ マ シ ン 35 株式会社北陸銀行
5 大平洋製鋼株式会社富山製造所 36 株式会社シ キ ノ ハ イ テ ッ ク
6 株式会社タ カ ギセ イ コ ー 37 ＝晶エム イ ー シ 一株式会社
7 武内 プ レ ス 工業株式会社 38 丸文通商株式会社富山支店
8 立山科学工業株式会社 39 中村留精密工業株式会社
9 日 医工株式会社医薬開発セ ン タ ー 40 津田駒工業株式会社
10 第一フ ァ イ ン ケ ミ カ ノレ株式会社 41 協伸熱処理工業株式会社
1 1  北陸電気工業株式会社 42 大谷製鉄株式会社
12 北陸電力株式会社 43 日 本カ ー バ イ ド 工業株式会社
13 YKKAP株式会社 44 テ イ カ 製薬株式会社
14 株式会社 リ ッ チ ェ ノレ 45 株式会社不二越
15 株式会社で ん そ く 46 株式会社 ト ヨ ッ ク ス
16 田 中精密工業株式会社 47 株式会社ヤ マ シ タ
17 株式会社富山村田製作所 48 北電情報 シ ス テ ム サ ー ビ ス 株式会社
18 津根精機株式会社 49 株式会社マ ス オ カ
19 富山化学工業株式会社富山事業所 50 株式会社高 岡 ケ ー ジ工業
20 コ マ ツ N T C 株式会社 51 高岡信用金庫
21 北陸電機製造株式会社 52 カ ナ ヤ マ マ シ ナ リ ー株式会社
22 ア イ シ ン軽金属株式会社 53 日 本セ ッ ク 株式会社
23 一 菱 レ イ ヨ ン株式会社富山事業所 54 YKK株式会社
24 中越合金鋳工株式会社 55 日 本 ソ フ テ ッ ク 株式会社
25 立山 マ シ ン株式会社 56 キ タ ム ラ 機械株式会社
26 株式会社KEC 57 丸三製薬株式会社
27 日 本高周波鋼業株式会社富山製造所 58 株式会社 な か た に 印刷
28 日 本海ガス株式会社 59 株式会社 タ ナ ベ
29 株式会社ア ラ イ ド マ テ リ ア ノレ 60 株式会社 リ ョ ー シ ン
30 株式会社 日 本抵抗器製作所 6 1  株式会社富山第一銀行
31 株式会社富山銀行 62 富山信用金庫
2 . 個人会員 （13名， 個人情報 を 含 む た め略）
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1 4. その他の関連活動
・ 1 4 - 1 と や ま ビジネス プラ ン コ ンテス ト
富山地域 に お け る 産業 の 活性化 を 図 り 地域社会に 貢献す る 新 し い事業や人材 を 育成 し 新 た な起業
の 促進 を 図 る た め， 富山大学 と 富山市が主体 と な り 「第 6 回 と や ま ビ ジ ネ ス プ ラ ン コ ン テ ス ト j を 1 0
月 16 日 制， 富山大学黒田講堂会議室 に て 開催 し た。
一次審査を通過 し た学生部門， 一般部門 あ わせ て 1 1件が工夫 を凝 ら し た独創性 あ ふ れ る ビ ジ ネ ス プ
ラ ン を発表 し た。 県 内産業界等か ら 招鴨 し た 10名の審査員 か ら は 的確 な ア ド バ イ ス や， 時 に は厳 し い
質問 も 飛 び交い， 発表者が懸命 に応答す る 場面 も あ っ た。
学生部門， 一般部 門 そ れ ぞ れ， 最優秀賞 1 件， 優秀賞 2 件ほ か奨励賞が選 ばれた。 そ の後， 表彰式
と 交流会が行われ盛況の う ち に終了 し た。
学生部門
う で の 〈 っ しん
(1） 非接触型 リ ハ ピ リ 機 ［腕之屈伸君j （奨励賞）
北陸職業能力開発大学校 ： 高 拓也， 渋井 宏和， 吉本 早織
(2) 自 動足 つ ぽマ ッ サ ー ジ機 「押す ぞ う j 君 （奨励賞）
北陸職業能力開発大学校 ： 矢郷 博康， 稲掛 農也， 本木 昂， 浅尾 晃志
(3) 地域に根 ざ し た竹炭 コ ー ヒ ー の 開発 ・ 販売 （優秀賞）
(4) ア ニ メ 世界配信サー ピ ス （奨励賞）
(5) B 0 P 子 ど も 科学ベ ン チ ャ ー （優秀賞）
富山県立大学 ： 福富真実子
富山高等専門学校 ： 山崎 裕葉
富山大学 ： 大塚 聖也
(6) ま ち な か シ ェ ア ハ ウ ス ＆ ゲ ス ト ハ ウ ス 事業 （最優秀賞）
富山大学 ： 森角 太地， 松 田 美佳
一般部門
(1） 頑張 る 女性の応援団防 暮 ら し か る P ら く 子 さ ん （優秀賞）
株式会社キ レ イ サ ー ビス ： 中 田 千晶
(2） 看護 と 療育の専門性を生か し た富山型デイ サ ー ピス く わの 里 （最優秀賞）
株式会社桑の里 ： 野尻史佳子
(3) 子 ど も の居場所づ く り ～地域が子育 て を す る場の創造～ （奨励賞）
(4) 蒲鉾か ら 始 め る 富山の地魚200%利用 （優秀賞）
(5） 金箔ガ ラ ス の製造及び販売 と 輸出 （奨励賞）
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え がお プロ ジ ェ ク ト ： 出分 玲子
株式会社石崎蒲鉾 ： 石崎 一成
大越工芸品製造株式会社 ： 大越 忍
・ 1 4 - 2 富 山市新産業支援センターの運営支援
1 4- 2 - 1 起業家セ ミ ナー
第 l 回 ～起業への心得 ・ 成功への道の り ～
趣 旨 ： 創業者や新規分野進 出 を志 し て い る 中小企業者の方が 創業成功への秘訣や事業の発展
の た め の苦労話を聴講 し ， 今後の経営活動の成功へ の ヒ ン ト を学ぶ。
日 時 ： 平成25年7月 19 日 幽 18:30～20:45
場 所 ： 富山市新産業支援セ ン タ － 4 F 研修室 参加者 ： 30名
概 要 ： テ ー マ 「素材 と デザ イ ン で市場 を拓 く j
講 師 株式会社 能作 代表取締役社長 能作 克治
1 4 - 2 - 2  経営支援セ ミ ナー
第 1 回 ～資金調達 と 販路拡大～
趣 旨 ： 創業者を支援す る た め の資金調達や効果的 な販路拡大 に つ い て 事例 を も と に学 び， 経営
者 と し て の資質向上 を 図 る 。
日 時 ： 平成25年8月 21 日 附 18:30～20:30
場 所 ： 富山市新産業支援セ ン タ － 4 F 研修室 参加者 ： 25名
概 要 ： テ ー マ 「 あ な た の夢 を ビ ジ ネ ス プ ラ ン に ！ 創業計画の立て 方j
講 師 株式会社 日 本政策金融公庫 富山支店 国民生活事業 融資課長 宮田 大成
テ ー マ 「中小企業 に お け る 販路開拓の ポ イ ン ト J
講 師 独立行政法人中小企業基盤整備機構 関東本部
販路開拓 コ ー デ ィ ネ ー ト 事業 チ ー フ ア ド バ イ ザ一 大寺 規夫
第 2 回 タ プ レ ッ ト ・ ス マ ホ の次 は ？ ～ I  T の進化 か ら 2023年 を 考 え る ～
趣 旨 ： 企業 が成長 ・ 発展す る に は， 経営環境の変化 に対応 し た ス ピ ー デ ィ な対応が要求 さ れて
お り ， ITを活用 し た経営戦略が注 目 さ れて い る 。 そ こ でIT コ ー デ ィ ネ ー タ と し て活躍中
の講師を招 き ， IT経営の基礎的知識や ノ ウ ハ ウ を学ぶ。
日 時 ： 平成25年9月 27 日 幽 18:30～20:30
場 所 ： 富山市新産業支援セ ン タ － 4 F 研修室 参加者 ： 25名
概 要 ： テ ー マ ［ タ ブ レ ッ ト ・ ス マ ホ の次は ？ ～ I  T の進化か ら 2023年を考え る ～j
講 師 株式会社 よ し だ ま こ と 事務所 代表取締役 吉田 誠
第 3 回 ～実践的 な B c p （事業継続計画） の っ く り 方～
趣 旨 ： 東 日 本大震災以降， B c P の策定 ・ 導入へ の ニ ー ズが高 ま っ て い る 。 し か し な が ら ， ど
の よ う に策定すればい い の かわ か ら な い と い う 意見 も 多 い の が現状で あ る 。 本セ ミ ナ ー
では， B c P 策定の手順 と ポ イ ン ト を学 び， 経営者 と し て の資質向上 を 図 る 。
日 時 ： 平成25年11月 28 日 同 18:30～20:30
場 所 ： 富山市新産業支援セ ン タ － 4 F 研修室 参加者 ： 1 1名
概 要 ： テ ー マ 「実践的 な B c p （事業継続計画） の っ く り 方j
講 師 独立行政法人中小企業基盤整備機構北陸本部
チ ー フ ア ド バ イ ザー 長 田 英希
Fhd nHU 
1 4- 2 - 3 知的財産セ ミ ナー
～ 中 小企業 の た め の知的財産活用法～
趣 旨 ： 企業が成長 ・ 発展す る に は， 知 的財産権 の 活用 が重要 な ウ エ イ ト を 占 め て い る 。 そ こ で，
特許や商標 な ど の 基礎的知識や そ の活用方法 な ど に つ い て 具体 的 な 事例 を交 え て 学 び，
経営者 と し て の資質向上 を 図 る 。
日 時 ： 平成25年12月 1 7 日 （刈 18:30～20:30
場 所 ： 富山市新産業支援セ ン タ － 4 F 研修室
参加者 ： 17名
概 要 ： テ ー マ 「中小企業 の た め の知 的財産活用法J
講 師 国立大学法人富山大学地域連携推進機構産学連携部門
産学官連携 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 永井 嘉隆
1 4- 2 - 4 イ ンキ ユベー タ交流事業 ・ 富山市起業家応援プロ ジ ェ ク 卜
第 9 回 み ん な起業家 集 ま ら ん ま い け ！ 「第 2 回 イ ン キ ュ ベー タ 自 慢大会J 共同開催
趣 旨 ： 県 内 の イ ン キ ュ ベ ー シ ョ ン施設入居者や新 し く 事業への進 出 を 目 指す方の情報交流を促
進 し， 併せて新製品や事業内容 を展示会形式で紹介 し て 入居企業の成長及 び新規事業の
創 出 を 支援す る 場を提供す る 。
日 時 ： 平成25年12月 1 3 日 幽 13 : 30～18 : 00 
場 所 ： 富山市民 プ ラ ザ （富山市大手町6-14)
参加者 ： 170名 （実行委員含む）
概 要 ： ・ 講演会 テ ー マ ： 「宇都宮鮫子物語j 夢 を 追 っ た軌跡を た ど る 。
講 師 ： 株式会社五光 顧問 沼尾 博行
・ 参加企業 に よ る 5分間PR (14社）
－ 懇親会
・ 企業， 行政等PRプ ー ス 20 プ ー ス （21社）
1 4- 2 - 5  ビジネスプラ ン作成セ ミ ナー
～事業 を成功 に導 く プ ラ ン を ～
趣 旨 ： ビ ジ ネ ス プ ラ ン を作成す る 意義 ・ 目 的 ・ 構成 な ど に つ い て必要 な 基礎知識や ノ ウ ハ ウ を
3 回 シ リ ー ズ で学ぶ。
日 時 ： 第 1 回 ： 平成26年 2 月 5 日 附 18:30～20:35
第 2 回 ： 平成26年 2 月 12 日 附 18:30～20:30 
第 3 回 ： 平成26年 2 月 19 日 制 18:30～20:40 
場 所 ： 富山市新産業支援セ ン タ － 4 F 研修室
参加者 ： 第 1 回 ： 30名 第 2 回 ： 28名 第 3 回 ： 25名
概 要 ： テ ー マ 第 1 回 ： 「 ビ ジ ネ ス プ ラ ン と はj
第 2 回 ： 「 ビ ジネ ス プ ラ ン 作成 の ポ イ ン ト J
第 3 回 ： 「 ビ ジ ネ ス プラ ン作成J
講 師 ヒ ュ ー マ ッ ク ス 経営考房 代表 羽 田 野 正博
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1 4- 2 - 6  コーデイネーターの紹介
. 1 . 若井 武夫 （わかい た け お） 科学技術 コ ー デ ィ ネ ー タ ー
専門分野 ： 電力 ・ エ ネ ノレ ギ ー
民間企業 に お け る 研究開発， 産学官連携支援機関 に お け る 科学技術 コ ー
デ ィ ネ ー タ ー と し て の経験や 人 的 ネ ッ ト ワ ー ク を 活 か し て ， 様 々 な ご相 談
に 対応 し て ， ベ ン チ ャ ー企業や創業者， 中小企業 の 事業拡大 な ど を お手伝
い い た し ま す。
2 . 伊藤 淳平 （ い と う じ ゅ んぺい）
ビ ジ ネ ス ・ イ ン キ ュ ベ ー シ ョ ン ・ コ ー デ ィ ネ ー タ ー
専門分野 ： 課題整理 と マ ー ケ テ ィ ン グ
経営 コ ン サ ノレ タ ン ト と し て 民間企業や公的機関への支援を行い ま す。 課
題整理 に よ り 改善の段階 を 明 確 に し ， 売上増 は も ち ろ ん， 様 々 な 経営課題
の解決に 向 け て 広 い ネ ッ ト ワ ー ク も 活用 し な が ら サ ポ ー ト い た し ま す。
・ 1 4- 3 富山県からの委託事業及び県 と の連携
昨年度 に 引 き 続 き ， 県内での 医薬理工連携 に よ る産業化 に資す る 活動 と し て 県 か ら 委託 を 受 け た 活
動 を行 っ て い る 。 医薬関係で は杉谷の コ ー デ ィ ネ ー タ ー を 中心 に 製薬業界への情報発信 と マ ー ケ ッ ト
情報の学内への還元 を 行 っ た 。 製薬業界への知財の譲渡 に よ る 技術移転 を果た し た。 ま た， 医工連携
と し て は， 本学の研究成果 を基に県内企業 に よ る リ ハ ビ リ 器具 の 開発， 製品化 の活動があ り ， 展示会
（バイ オ ジ ャ パ ン等） で は来場者 に好評であ っ た。 今後の 商品化が期待 さ れ る 。 二階堂教授 （医学部） の
研究成果 （乾燥羊膜の再生医用利用） に 関 す る 認 証 に 向 け た支援を行い， ベ ン チ ャ ー起業 （H26年1 月 ）
に つ な が っ た。
県 内企業への技術情報開示 （守秘契約 を 締結後） か ら 共同研究 に進展， 具体的 な 介護医療分野での
開発ス テ ー ジ に進 ん だ テ ー マ があ り ， 次年度以降の展開が期待 さ れ る 。 ま た， 富山県 と の連携事業 と
し て ， 従来の モ ノ づ く り の手法か ら 転換すべ く パ ッ ク キ ャ ス テ ィ ン グ手法 に よ る 地域課題解決に資す
る モ ノ づ く り へ と 県庁知事企画室 と の協議 を 開始 し た。 モ ノ づ く り に よ り 地域課題を解決す る と と も
に地域企業の業容拡大 に つ な が る テ ー マ を外部資金 に 申 請す る 計画で あ る 。
・ 1 4- 4 （ー財） 北陸経済研究所発行 I北陸経済研究j への情報提供
1 .  SHIP2阻害に基づ く 新規 イ ン ス リ ン抵抗性改善薬の創製 を 目 指 し て
大学院理工学研究部 （工学） 教授 豊岡 尚樹 平成25年5月 号 p.44-45
2 . 海洋性微細藻類か ら の ア ト ピー性皮府炎緩和作用 を有 す る γ ー リ ノ レ ン酸の生産
大学院理工学研究部 （工学） 准教授 星野 一宏 平成25年9 ・ 10月 合併号 p .54-55 
3 . ホ タ ノレの光を用 い た た ん ぱ く 質 リ ン酸化の検出 と 薬剤 ス ク リ ー ニ ン グへの応用
大学院医学薬学研究部 （医学） 助教 石本 哲也 平成26年2月 号 p .30-31 
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平成26年度 イ ブニ ング技術交流サ ロ ン開催予定
1 . 開催 日 程 （年間 6 回 隔月 ／偶数月 ／第一金曜 日 （第一回 は第二金曜 日 ） ）
第 1 回 4 月 11 日 幽 16時～ 18時 日 韓関係論， ロ ボ ッ ト 工学
（林 夏生准教授， チ ャ ピ ゲ ン ツ イ 教授）
第 2 回 6 月 6 日 幽 向上 地球物理学， 生命工学
（島田 亙准教授， 豊岡 尚樹教授）
第 3 回 8 月 1 日 幽 16時～20時 労働経済学， 分子細胞機能学
（坂幸夫教授， 今中常雄教授） ，
交流会
．第 4 回 10月 3 日 幽 16時～18時 プ ロ ダ ク ト デザ イ ン 学， 分子物性工学
（ 内 田和美教授， 宮崎 章准教授）
第 5 回 12月 5 日 幽 向上 イ タ リ ア 史， 農業経済学
（徳橋 曜教授， 酒井富夫教授）
第 6 回 2 月 6 日 幽 16時～20時 臨床薬学， 労働衛生医学
（恒枝宏史准教授， 稲寺秀邦教授） ，
交流会
2 . 開催場所 オ ー ク ス カ ナ ノレパー ク ホ テ ノレ富山 （富山市牛島1 1 ・ 1 Tel. 076・433・1122)
但 し， 10月 の 開 催 は ウ イ ン グ ウ イ ン グ高岡 （高岡市末広町1・8 Tel. 0766・20・1800)
3 . 開催時間 16時00分～ 18時15分
内 容 ： 大学有特許， イ ベ ン ト ， 時事 ト ピ ッ ク ス 等の紹介 ： 1 件 (15分＋ 質問5分）
話題提供 ： 2 名 （各25分， 意見交換 ・ 交流時間 ： 1 時間）
交 流 会 ： 8月 ， 2月 18:30～20:00 （会費制）
4 . 主 催 ： 富山大学 地域連携推進機構 産学連携部門
共 催 ： 富 山大学産学交流振興会
5 . 発表概要 以下の と お り
第 1 回 4 月 1 1 日偏
1 - 1 .  “現代韓国の対 日 認識と 日韓関係の展望”
人文学部 准教授 林 夏生
日 本の各種メ ディ ア が f ヨ ン様 リ 「冬の ソ ナ タ リ と 競 う よ う に空前
の 「韓流 プー ム j を 報 じ て い た の は， わ ず か 10年前の こ と で し た 。 と こ
ろ が今や韓国 に かか わ る 報道 と い え ば， 竹島の領有権問題ゃ い わ ゆ る 「従
・ 軍慰安婦J 問題か ら 「朴樺恵大統領の 『告 げ口外交J J 等 に至 る ま で， 現
代韓国社会の 「反 日 j よ り を訴え る も の が 目 白押 し 。 日 本 に と っ て は経済
面 の み な ら ず， 近年の北朝鮮や中 国 の動向や米国 と の 同盟関係 な ど を踏 ま
え れ ば安全保障面で も 極め て 重要 な 日 韓関係の はずな の に， 一体 こ の先 ど
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う な っ て し ま う の だ ろ う … と 暗満た る 気持 ち に な っ て お ら れ る 方 も ， 多 い の で は な い で し ょ う か。
し か し実際に韓国 で フ ィ ー ノレ ド ワ ー ク を行 っ た り ， 日 本で紹介 さ れ な い韓国語メ デ ィ ア の言説をつ
ぶ さ に追っ て い く と ， そ こ に は お よ そ 「反 日 j 一色 と 言い切 る こ と の で き な い韓国 の多様 な 対 日 認識
や， 韓国社会の内部で急速に進みつつ あ る 複雑 な変化の存在が浮かび上が っ て き ま す。 そ こ で今回 は，
見 え そ う で見 え な い韓国の 日 本認識や対 日 政策 の 「舞台裏J の構造 と 今後の 日 韓関係への展望 に つ い
て ， 短い時間ではあ り ま す がで き る だ け わ か り やす し 具体例 を交 え な が ら解説 し た い と 思い ま す。
専門分野 ： 国際関係論， 現代 日 韓関係， 国際文化交流論
連絡先 ： 076-445・6156, natsuo@hmt.u-toyama.ac.j 
1 - 2 .  “ 日 常生活で人を支援する知能ロ ボ ッ ト に 向 かって”
大学院理工学研究部 （工学） 教授 チ ャ ピ グ ン ツ ィ
こ こ 数年， 高齢者人口 が増加 し 続 けて お り ， 今後数十年では， 医療 と 財
源に対す る 要求がさ ら に高 ま る と 予想 さ れ ま す。 高齢者 に と っ て は掃除や
ゴ ミ 拾い， あ る い は キ ッ チ ン か ら水の入っ た ボ ト ル を 持 っ て く る と い っ た
基本的 な家事能力 で も 困難が増 え て く る こ と で し ょ う 。 その解決法のーっ
と し て ， 日 常活動や作業 を助 け る パ ー ソ ナ ノレ支援 ロ ボ ッ ト があ り ま す。 支
援 ロ ボ ッ ト 工学 は幅広い研究分野であ り ま す が， 当 知能 ロ ボ ッ ト 研究室で
は次の 点 に 注 目 し て知 能 ロ ボ ッ ト 開発 を 行 っ て い ま す。
1 . 屋内外に お け る 視覚障碍者の た め の ガイ ド
数多 く の セ ン サ を搭載 し た移動 ロ ボ ッ ト で利 用者 を 目 的地 ま で誘導で き ま す。 さ ら に ロ ボ ッ ト
は障害物 を 回避 し ， 人間 と 障害物 を 区別 で き ま す。
2 . 脳卒中患者の上肢 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン
六 自 由度マ ニ ピ ュ レ ー タ を脳卒中患者の リ ハ ピ リ に活用 し て お り 富山大学附属病院 と の共同
研究でそ の訓練手法 を 開発中です。
3 . 高齢者見守 り 巡回 ロ ボ ッ ト
見守 り 巡回 ロ ボ ッ ト は病院や老人 ホ ー ム で高齢者 を モ ニ タ ー で き る よ う 設計 さ れて い ま す。
種 々 の パ イ タ ノレ セ ン サ を搭載す る ロ ボ ッ ト は 自 律モ ー ド で動作 し ま す。 さ ら に ロ ボ ッ ト を イ ン タ
ー ネ ッ ト 経 由 で遠隔操作で き ま す。
4 . ヒ ュ ー マ ノ イ ド ロ ボ ッ ト
日 常生活 に お け る 人間支援の た め に， 新型 ヒ ュ ー マ ノ イ ド ロ ボ ッ ト シ ス テ ム を 開発中です。 ロ
ボ ッ ト は物 を取 り 扱 う た め の上半身 と 移動の た め の プ ラ ッ ト ホ ー ム で構成 さ れて い ま す。
専門分野 ： ロ ボ ッ ト 工学
連絡先 ： 076帽445・6745, capi@ eng.u-toyama.ac.j 
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第 2 回 6 月 6 日（錨
2 - 1 .  “ ク ラ ス レー トハイ ド レー トの物性と応用”
大学院理工学研究部 （理学） 准教授 島 田 亙
雪氷学 は， 雪や氷の物性 な ど の基礎か ら ， 雪崩 な ど の雪害対策， 雪 に
よ る 熱収支 と い っ た 地球環境 ま で， 幅 広 い 学際分野 を 扱 っ て い ま す。 ク
ラ ス レ ー ト ハ イ ド レ ー ト は ， 面 白 い物性 を 持 っ て お り ， 近年注 目 さ れて
い ま す。
こ の ク ラ ス レ ー ト ハ イ ド レ ー ト は， 水分子が作 る カ ゴ状構進 の 中 に ガ
ス 分子 が 閉 じ 込 め ら れ た 構造 を も っ結晶 です。 「 メ タ ン ハ イ ド レ ー ト J
と い う 言葉 を 新聞や ニ ュ ー ス で見間 き す る こ と が多 く な り ま し た が， こ
れ は メ タ ン ガス の入 っ た ク ラ ス レ ー ト ハ イ ド レ ー ト の通称で あ り ， 次世代の エ ネ ノレ ギ ー源 と し て も 注
目 さ れて い ま す。 ま た 南極の氷床 に は， 積雪の空隙 に 存在 す る 空気が雪 と 共 に圧縮さ れ 「エ ア ー ハ イ
ド レ ー ト j と し て 保存 さ れて お り ， 過去の地球環境復元 な どの研究に利用 さ れて い ま す。
こ れ ら の ク ラ ス レ ー ト ハ イ ド レ ー ト の結晶構造か ら ， 最近の メ タ ン ハ イ ド レ ー ト の産 出 技術 ま で を
解説 し ま す。 ま た ， ク ラ ス レ ー ト ハ イ ド レ ー ト の特性を応用 し た 混合Jゲス か ら 単ーガス の 抽出方法に
つ い て も 解説 し ま す。
専門分野 ： 雪氷学， 結晶成長学， 表面物理学
連 絡 先 ： 076・445・6645, shimada@sci. u-toyama.ac.j p 
2 - 2 . “ ト ラ ンス レー シ ョ ナル ・ リ サーチによる創薬研究”
大学院理工学研究部 （工学系） 教授 豊岡 尚樹
医薬品 は 人類 に と っ て 必要不可欠 な も の で あ り ， こ れ ま で に 人類の叡
智 を 結集 し優れた 医薬品が創 製 さ れ 人 々 の ク オ リ テ ィ ー ・ オ プ ・ ラ イ
フ の 向 上 に 大 き く 貢献 し て き て い ま す。 我 々 は， 大学 に お け る 基礎研究
か ら 新規医薬品開発の有望 な シ ー ズ発掘 に つ な が る 「 ト ラ ン ス レ ー シ ョ
ナ ノレ ・ リ サ ー チ j を 展開 し て お り ， 学 内 外 の 多 く の 共 同研究 に よ り そ の
成果が実 り つ つ あ り ま す。 そ の手法は， コ ン ピ ュ ー タ を 用 い た 候補化合
物 の デザ イ ン， 活性評価， 有機合成化学 によ る 構造 の最適化で あ り ， 数
種の有望 な 新規化合物の創製に成功 し て い ま す。 本サ ロ ン で は ， こ れ ら の実践例 と し て ， 新 し い作用
機序 に基づ く 抗がん剤， 糖尿病治療剤や脳神経変性疾患治療剤等へ と 発展可能 な 有機小分子の デザ イ
ン， 合成お よ び活性評価 に つ い て 紹介 し た い と 思い ま す。
専門分野 ： 有機合成化学， 医薬品化学
連 絡 先 ： 076・445・6859, toyooka@eng.u-toyama.ac.j p 
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第 3 回 8月 1 日⑥
3 - 1 .  “中国人技能実習生の 日 本 か らの離脱 と イ ン ド ネ シア人技能実習生”
経済学部 教授 坂 幸夫
中国人技能実習生の東 日 本大震災の有 り よ う に つ い て ， そ の概要を ま と
め， さ ら に そ れ に 関連 し て増大 し つつ あ る 東南ア ジ ア ， 特 に イ ン ド ネ シ ア
の実習 生 に つ い て ， そ の宗教的特性 （ イ ス ラ ム 教） を ま と め， 今後の課題
に つ い て 検討 し た も の を お話 し ま す。
始 め に， 中 国人技能実習生の 東 日 本大震災後の 生活 に つ い て ， そ の概要
を検討 し て み ま す。 日 本 に お け る 中国人技能実習生 につ い て は， 日 本全体
の動向 と 比較 し つつ， 主 に富山県でのそ の数の推移， そ し て 中国人技能実
習生の生活 に つ い て 見て い き ま す。 そ し て そ の後東 日 本大震災 に よ っ て 帰国 し た実習生 の そ の後 に つ
い て 簡単 に素描 し ， そ の 中 で今後の技能実習 の 制度 を め ぐ る 課題 を 整理 し て み ま す。
終わ り に 日 本の受 け入れ機関 に つ い て 行 っ た ア ン ケ ー ト 調査， 及 び中国現地で行 っ た 聞 き 取 り 調査
か ら ， 中国人技能実 習 生 に つ い て ， 彼 ら が ど の よ う な将来像を描い て い る の か を見て い き ま す。 そ し
て 増 え つ つ あ る 東南 ア ジ ア の技能実習生， 特 に イ ン ド ネ シ ア人技能実習生 に つ い て ， 今後の課題 を 整
理 し て み ま す。
専門分野 ： 労働経済学
連 絡 先 ： 076-445-6441 ,  sakayuki@eco.u-toyarna.ac.jp 
3 - 2 . “難病な らびに熱帯感染症をターゲツ ト と した治療薬の開発”
大学院医学薬学研究部 （薬学） 教授 今 中 常雄
難病 ・ 希少疾患や熱帯感染症 の対策 は国際的 に重要 な 課題 で す が， 治
療薬の開発は あ ま り 進んでい ま せん。 私 た ち は 生化学 ・ 分子細胞生物
学 を基盤に， 疾患 と 関わ る タ ン パ ク 質や原虫の成育 に必須の タ ン パ ク 質
を タ ー ゲ ッ ト と し た 化合物 ス ク リ ー ニ ン グの ハ イ ス ル ー プ ッ ト ア ッ セ イ
系 を構築 し， シ ー ズ化合物 を探索 し て い ま す。 難病 ・ 希少疾患で は ， 副
腎 白 質 ジ ス ト ロ フ ィ ー （ALD） に焦点 を あ て ， ミ ス セ ン スABCDlに GFP
を融合 さ せ た 変異型ABCDl-GFP をCHO細胞 に発現 さ せ， ABCDl-GFPの
分解 を抑制す る化合物 を， 既存薬 を含む化合物 ラ イ プ ラ リ ー か ら 探索 し て い ま す。 一方， ト リ パ ノ ソ
ー マ な ど の 感染症では， 原 虫 の 生 育 に 必 須 で あ る グ リ コ ソ ー ム 形成 に 関 わ る タ ン パ ク 質 （Pex5p と
Pex14p） の相互作用 を 阻害す る 化合物 を ス ク リ ー ニ ン グ し， 新規治療薬の開発 を 目 指 し て い ま す。
ALDの遺伝子治療やiPS細胞 に よ る 病態解明 に つ い て も 話題を紹介 し ま す。
専門分野 ： 生化学， 分子細胞生物学
連 絡 先 ： 076-434-7545, imanaka@pha.u-toyama.ac.jp 
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第 4 回 1 0月 3 日 （金）
4 - 1 .  “デザイ ン力 を 活用 し た企業戦略”
芸術文化学部 教授 内 田 和美
日 本各地 に は素晴 ら し い技術 （匠） や地域資源が数多 く あ り ま す。 眠れ
る 価値の活用や現代 の ラ イ フ ス タ イ ノレ に沿っ た新た な魅力 の発信， そ し て
サ ー ビ ス 作 り に つ い て デザイ ン を活用 し た 成功事例が今注 目 さ れて い ま
す。
今回 は技術や地域資源 を有効活用 し て い く た め の デザイ ン戦略に つ い て ，
今 ま で手 が け て 来 た 「 デザイ ンカj を活用 し た企業 と の技術共同研究や戦
略的商品開発 （ プ ラ ン ド戦略） の事例 を紹介 し ま す。 地方の 中小 ・ 企業 に
お け る デザイ ン戦略 と は何か ？ 経営基盤強化 そ し て 地域活性化 の た めの新た な一歩 と し て 「 デザイ
ンカj を活用 し た継続性 の あ る 価値 に つ い て ， 御参加の皆様方 と 今後の富山 （高岡） の魅力 あ る 商品
プ ラ ン ド創 り を考 え て い き た い と 思 い ま す。
専門分野 ： プロ ダク ト デザ イ ン学
連 絡 先 ： 0766・25-9181, uchida@tad.u-toyama.ac.j 
4 - 2 . “分子を並べて電気を 流 し ， 磁石を作る”
大学院理工学研究部（工学系） 准教授 宮崎 章
電気 を 流 さ ず磁石 に も つ か な い代表的な物質 と 考え ら れて い る 有機分子
や高分子化合物 で も ， 適切 な 分子設計を行 う こ と で電気 を よ く 流す電気伝
導体 ・ 超伝導体や， 磁石 に つ く 強磁性体， 磁気記録媒体に応用 さ れて い る
反強磁性体 を創生す る こ と が可能 に な っ て き て い ま す。 最近は単一の物性
を示す物質 に と ど ま ら ず， 電導性 と 磁性， 磁性 と 光応答性の よ う に複数の
物性を組み合わせた分子性物質が盛ん に開発さ れ て い ま す。
本サ ロ ン で は， 分子性物質の結晶試料中で分子 が どの よ う に並んでい る
か を解明す る た め に必須の手法で あ る 単結品 X線回折法 に つ い て簡単 に解説 し た後， 電気を流 し磁性
を示す分子の 開発を， 実例 を交 え な が ら 紹介 し て い き ま す。
専門分野 ： 分子性物質の構造 と 物性
連 絡 先 ： 074・445-6824, miyazaki@eng.u-toyama.ac.jp 
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第 5 回 1 2月 5 日＠
5 - 1 .  “食の伝播 ・ 定着 ・ 変容を イ タ リ ア史から考える”
人間発達科学部 教授 徳橋 曜
今， 日 本では様々 な外来野菜が作 ら れ， 食べ ら れて い ま す。 ズ ッ キ ー ニ
やエ ン ダイ プな ど数十年前 に は殆 ど見 か け な か っ た よ う な も の も ， 当 た り
前の よ う に ス ー パ ー に並んでい ま す。 地域経済を活性化 さ せ る 新 し い特産
品 と し て ， こ う し た 外来野菜が着 目 さ れ る こ と も 珍 し く な い よ う です。 他
方， 日 本の固有の野菜や食材の ヨ ー ロ ッ パへの売 り 込み も 行われ， フ ラ ン
ス で料理材料に使 っ て も ら う ア ピ ー ノレ な ど も 目 に し ま す。 さ ら に， 圏外の
委託農家 に野菜 を作 ら せ る と い っ た こ と も 行われ， 食 の グ ロ ー パノレ化 は い
よ い よ 進んでい ま す。
そ の 一方， 伝統食の見直 し も ま た進んでい ま す。 そ う し た 「伝統J が プ ラ ン ド と な っ て 商品価値を
生み出 す こ と も あ り ま す し， 地産地消 と い う 観点 も あ っ て か， 伝統的 な 食材 を 新 し い料理法で生かす
と い う 試み も 行わ れて い ま す。
歴史の 中で， 食文化や食材は地球規模で伝播 し， 定着 し ， 変容 し て き ま し た 。 現代 日 本 に お け る 食
の多様性は， そ の恩恵 と 言 え ま す が， そ の結果， 食の地域性が薄れる こ と に も な り ま し た。 イ タ リ ア
に お い て も 食文化は変容 し つつ あ り ま す。 食の地域性や伝統， 安全 に こ だわ る ス ロ ー フ ー ド運動 は，
そ う し た変容への疑問や反対か ら イ タ リ ア で生 ま れ， 世界的 に展開 し て い ま す。 こ う し た食の伝播や
変容 に つ い て ， 私の専門であ る イ タ リ ア 史の観点 か ら お話 し し て み た い と 思い ま す。
専門分野 ： イ タ リ ア 中 ・ 近世社会史， 環境史
連 絡 先 ： 076-445-6277, tokuhasi@edu.u-toyama.ac.jp 
5 - 2 . “ 日本の震政改革 と 農商工連携による農村活性化
極東地域研究セ ン タ ー 教授 酒井 富夫
TPP （環太平洋連携協定） に み ら れ る よ う に， 日 本農業 に も 国際競争力
が求め ら れ， 圏内の農業構造改革が進 め ら れて い ま す。 そ の基本方 向 は，
関税 を 引 き 下 げ る に は こ れ ま で価格維持に寄与 し て き た 生産調整 を廃止
し、 価格が低下 し て も 生産者の再生産が可能 に な る よ う に 直接所得補償 を
行 う 方向です。 そ の所得補償 に も 財政 的 に 限界があ る た め， 財政負担を最
小限に す る に は農業構造 を 改革 し コ ス ト を 引 き 下 げる と い う 方向 に な り ま
す。 実際2014年か ら の農政改革では， 生産調整を廃止 し ， 所得補償の対象
経営 を 限定 し， 農地中間管理機構 に よ る 農地集積 に よ り 規模拡大を加速化 し ， ま た ， 日 本型直接支払
制度 に よ り 周辺農家が農業 イ ン フ ラ と し て の地域資源 （圃場、 水路、 農道等） を管理担当 す る こ と に
よ り ， 大規模経営が効率的に生産で き る よ う な農業構造 をつ く ろ う と し て い ま す。
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し か し ， こ の農業の効率化 ・ 集約化は， 他方で農村の過疎化 ・ 疎遠化 を も た ら し， そ の対策が求 め
ら れて い ま す。 そ こ で期待 さ れて い る の が農商工連携 に よ る 活性化方策です。 こ れは地方経済の停滞
の な かで再生を 図 ろ う と し て い る 商工業に と っ て も ， 一 つ の 大 き な 可能性 を秘め て い ま す。 本報告で
は， こ の農商工連携 に よ る 農村 ・ 地域経済活性化 の具体的事例 の 中 か ら 、 そ の成功の秘訣 を 考 え て み
ま す。
専門分野 ： 農業経済学
連 絡 先 ： 076・445-6叫4, tsakai@eco.u-toyama.ac.jp 
第 6 回 2 月 6 日⑥
6 - 1 . “糖原病 と その合併症を防ぐ新 し い薬物治療法の開発研究”
大学院医学薬学研究部 （薬学） 准教授 恒枝 宏史
本邦では今 日 ， 食生活の欧米化， 慢性的 な運動不足， 生活 リ ズム の撹乱
な ど の影響 に よ り ， 2 型糖尿病の擢患率が著 し く 増加 し て い ま す。 ま た，
糖尿病は大血管障害や最小血管障害 に よ る 合併症を誘発す る こ と に加 え ，
ア ノレ ツ ハ イ マ ー病 の リ ス ク を増 加 さ せ る こ と や， う つ病 と の 関連性 も 報告
さ れて い ま す。 こ の よ う な疾患の発症 を効果的に防止す る た め に， 私達 は
新 し い薬物治療法 の 開発 を 目 指 し た薬理学研究を行 っ て い ま す。 特に， 脳
と 糖尿病 と の 関連に着 目 し た動物実験や培養細胞での検討 に よ り ， 糖尿病の病態基盤であ る イ ン ス リ
ン抵抗性 を 改善す る 新 た な 方策 の 創 出 に チ ャ レ ン ジ し て い ま す。 本サ ロ ン で は ， そ の実例 と し て ，
1 ） 脳の生理活性 ペ プチ ド であ る オ レ キ シ ン が加齢， 肥満お よ び う つ に伴 う イ ン ス リ ン抵抗性 を 防御
す る 生体機構の発見 と 新規創薬標 的 と し て の可能性， 2 ） 脳 と 末梢組織の イ ン ス リ ン抵抗性 に 関 わ る
分子SHIP2 を標的 と し た創薬研究 3 ） 糖尿病性の血管内皮機能の異常 を 防止す る 天然化合物や生体
内因子の探索研究 に つ い て 紹介す る 予定です。
専門分野 ： 薬理学
連 絡 先 ： 076・434-7514, htsuneki @ pha.u-toyama.ac.jp 
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6 - 2 . “労働衛生 ： 働く 人 々 の生 （生命と 生活） を衛る”
大学院医学薬学研究部 （医学系） 公衆衛生学 教授 稲寺 秀邦
公衆衛生活動は， 健康上の各種の現象を集団全体 と し て 把握 し， 疾病の
予防や健康保持増進の た め に組織的 な取 り 組み を行い ま す。 個人 を 対象 と
す る 臨床医学に対 し て ， 常に集団 を念頭 に お い て ア プ ロ ー チ す る こ と が公
衆衛生活動の特徴 と い え ま す。
職域は， 公衆衛生活動の対象 と し て最大の集団 です。 職場 に特有 な健康
課題 （印刷工場 に お け る 胆管がん等） が発生す る 一方， ど の職場 に お い て
も ， 生活習慣病対策 ・ メ ン タ ノレへノレ ス 対策 ・ 過重労働対策 は重要 な 課題 と
な っ て い ま す。
誰 も が安心 し て 健康 に働 く こ と がで き る 社会 を実現す る た め の 労働衛生の取 り 組み に つ い て 紹介
し ま す。 働 く 人 々 の健康増進， 職場を快適化す る 方策 に つ い て 考 え て み ま し ょ う 。
専門分野 ： 公衆衛生， 労働衛生， 環境医学
連 絡 先 ： 076-434-7275 inadera@med.u-toyama.ac.jp 
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